
































天空監獄の魔術画廊　Ⅲ　【電子特別版】








永菜葉一





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　ハイネ・ロットアインは『天空の大だい監かん獄ごく』の二級看守である。

　歳としは十四。看守たちのなかでも最年少の少年だ。

　まだあどけない顔立ちにイエローブロンドの髪かみ。瞳ひとみは赤と青のオッドアイ。

　派手な見た目から同どう僚りようたちの攻こう撃げきの的になりそうだが、意外にもハイネは監獄内で上う手まく立ち回っている。むしろどちらかと言えば味方は多い方だった。

「今日は午前中が刑けい務む作業の監かん督とく役、その後は５００番台の監視業務だったっけ。んー、合間に炊すい事じ場ばの見回りもできるかな」

　魔ま術じゆつ炎えんの灯ともる廊ろう下かを歩きつつ、ハイネは書類を手に今日のスケジュールを確かく認にんする。

　看守にしては珍めずらしく職務に真ま面じ目めなのもハイネの特とく徴ちようだった。

「あれ？　あそこにいるのは……」

　ふと書類から顔を上げ、ハイネは廊下で足を止めた。曲がり角で知り合いの後ろ姿を見つけたからだ。

「マティーリ看守、おはようございます」

　小走りに駆かけ寄って挨あい拶さつした相手は、マティーリという長ちよう髪はつの男だった。

　同じ二級看守である。着任時期の関係で一応ハイネの先せん輩ぱいに当たる。

　最近、骨折をしたらしく、マティーリは両手の指に包帯を巻いている。

　以前はけだるそうにしつつもギラギラとした獣じゆう欲よくを持った男だったが、なぜか近ちか頃ごろは鳴りを潜ひそめ、元気がない。

「あー、ハイネか。なによお前、移動中？」

「はい、これから工場で監督役です。……どうしたんですか？　なんだかいつにも増して顔色が悪いですけど？」

　子犬のように小首を傾かしげてハイネは尋たずねる。

　するとマティーリがほろりと涙なみだをこぼした。

「心配してくれんのか？　ちくしょう、ほんと良いい奴やつだなお前は。あのクソ野や郎ろうとは大おお違ちがいだよ。お前ってばいつも可愛かわいいし、もう俺、そっちの趣しゆ味みに目覚めそうだぜ」

「……いえ、それは勘かん弁べんしてほしいんですが」

　頰ほおを引きつらせてマティーリから距きよ離りを取る。そしてハイネは再度、小首を傾げた。

「マティーリ看守、ひょっとしてそれはキャンバスですか？」

　目についたのは、布にくるまれた長方形の物体だ。

　指が折れているせいか、まるで銅板のように雑に抱かかえられているが、ハイネが見る限りこの形状はキャンバスである。

「あー、そういやハイネも絵え描かきだったっけか。そうだよ、キャンバスだよ。リオンの野郎に無理やり売りつけられたんだ」

「リオン看守、ですか？」

　ハイネは怪け訝げんに思って眉まゆを寄せた。

　確かフルネームはリオン・ハイレイン。名前ぐらいは聞いたことがあるが、会ったことはない。

　ハイネは先月に三級から二級に上がったばかりなのでまだ顔合わせをしていない二級看守が多いのだ。だがそれとは別の理由で、ハイネは眉を寄せていた。

「リオン看守は絵描きなんですか？　僕、監獄内で絵を描ける人は万まん遍べんなく調べたんですけど、リオン看守が絵描きだなんて聞いたことないです」

『天空の大監獄』において絵描きという技能は意外に重宝されている。

『魔ま王おうの絵画』を宿した囚しゆう人じんたちのコレクションが奨しよう励れいされているため、高位の看守ほど『囚人に宿った絵画』あるいは『囚人自身』を絵に描いて飾かざりたがるのだ。

　ハイネはある目的から『天空の大監獄』にいる絵描きとその作風すべてを調べ上げている。だがそこにリオン・ハイレインという名が出てきたことはない。

　するとマティーリはやや自じ暴ぼう自じ棄き気味に「そりゃそうだ」と鼻を鳴らした。

「あいつのことを絵描きだなんて思ってるのはあいつ本人だけだっての。死ぬほど下手くそだからな。見てみろよ、この絵」

　キャンバスが乱暴に床ゆかへ立てられ、布が取り去られる。

　リオン・ハイレインの絵がハイネの目に晒さらされる。

　その瞬しゆん間かん、全身が粟あわ立だった。

　描かれていたのは、手足のもがれたくるみ割り人形だ。

　だがそれをくるみ割り人形だと読み解ける人間はそういないだろう。おそらくは溶よう解かいしたグール程度にしか見えないはずだ。

　だがハイネには分かった。リオン・ハイレインという創作者が一体どういう手順でモチーフを解体し、どういうロジックで再構成したのかという、その思考過程が。

　ハイネ・ロットアインという絵描きには完かん璧ぺきに理解できた。

　歓かん喜きに両りよう肩かたを震ふるわせ、ハイネは呟つぶやく。

「──やっと、見つけた……」

　そんなハイネの様子には気づかず、マティーリは苦々しげにキャンバスを睨にらむ。

「どうだよ、このワケ分かんねえ気持ち悪わりぃ絵。俺のとこにはこんなのがもう何枚もあるんだ。ほんと勘弁してほしいぜ……。でも買わねえって言うと、あいつ俺の指折ろうとするんだよ。この指折ったんだってあいつなんだぜ！　怖こええし、おかしな絵はどんどん増えるし、頭おかしくなりそうだ」

「僕が買いますよ。あなたのところにある絵、全部」

「へ？　え、マジか？　お前本気で言ってんの？」

「もちろん。彼の描いた絵は余すところなくすべて僕が所有します。……ふ、ふふ」

　我が慢まんしきれず、ハイネはとうとう高笑いを上げた。

　その途と端たんだ。ハイネの足元に魔ま法ほう陣じんが出現した。

　迸ほとばしった魔力が壁かべと天てん井じようを引き裂さき、等とう間かん隔かくに並んだランプを粉々に破は壊かいする。

　吹ふき抜ぬける爆ばく風ふうに制せい帽ぼうを飛ばされ、マティーリが腰こしを抜かした。

「ハイネ、お前……魔術師だったのか!?」

　渦うず巻まく魔力のなか、子犬のようだったハイネの目は様変わりし、獲え物ものを見つけた猟りよう犬けんのそれになっていた。

「長かった。やっと僕らの悲願は成し遂とげられる」

　膝ひざを折り、愛いとしそうにキャンバスの表面を撫なでる。

「この絵を理解できる人間なんて『天空の大監獄』にはいやしない。でも僕には、僕にだけは分かる。これは……『魔王の絵画』の技法で描かれた絵だ」

「ま、魔王がなんだって？」

　混乱するマティーリの問いには答えず、ハイネは薄うすく笑えみを浮うかべた。

「安心して下さい、マティーリ看守。あなたの仇かたきは僕が取りましょう」

「え？　お、お前ひょっとして……リオンに喧けん嘩か売るつもりなんか？」

「喧嘩、喧嘩か。そうですね……まあ、そういう言い方でも構いません」

　そう言って見下ろすのは、『魔王の絵画』の技法で描かれたリオン・ハイレインの絵。

「だって僕はこの人に会うためにここまできたんだ」

　イエローブロンドの髪の下、色いろ違ちがいの両目を細めてハイネは呟く。

「この人から、右手を奪うばい返すためにね」

　魔力の渦のなか、ハイネは誓ちかいを込めるように拳こぶしを握にぎり締しめる。

　その左手には貴族のような純白の手て袋ぶくろが嵌はめられていた──。







　一章




『天空の大監獄』の地下第一層、二級看守の独どく房ぼう塔とう──そのなかにリオン・ハイレインが管理している独房はある。

　西側に鉄てつ格ごう子しの嵌まった狭せまい独房のなかには、ベッドや食器棚だななどリオンが用意した様々な家具が持ち込まれていた。

　ここではリオンの管理のもと、四人の少女たちが生活している。

　レオナ・ローズライン。

　キリカ・スワロウテイル。

　シスター・アネット。

　フィーネ・ルウ・ミストレイア。

　彼女たちは皆みな、この『天空の大監獄』に収しゆう監かんされた囚人である。そしてその身には魔王の魔力と血肉によって描かれた『魔王の絵画』が宿っている。

　数百年前、魔王はこの世界を滅ほろびの寸前まで陥おとしいれた。よってその絵画を宿した囚人たちは『天空の大監獄』において筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい暴ぼう虐ぎやくを受けるのが常である。

　だがリオンの独房に限ってはそうではない。今も彼女たちは独房で思い思いに過ごしている。

　レオナはほつれたリオンの服を繕つくろい、キリカは剣けんの手入れをし、アネットは熱心に書き物をしている。

　ただ一人、フィーネだけは壁に背を預けて不ふ機き嫌げんそうに押し黙だまっているが、これには理由があった。そろそろ刑務作業にいく時間なのだ。リオンには今のフィーネの心境が手に取るように分かった。

　イーゼルの前に座っているリオンは懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出し、わざと明るい声で言った。

「おー、そろそろ刑務作業へいく時間だなー」

　ピクリとフィーネの肩かたが上がった。そちらを向いてリオンは話しかける。

「準備はいいかな？　問題なければ今から君を工場までエスコートさせてもらうよ」

　するとフィーネはあからさまなしかめっ面つらで頷うなずいた。

「無論だ。何い時つ如い何かなる時であっても問題ない。私はとうに覚かく悟ごができている」

　フィーネは元・処しよ刑けい人であり、地上のガレク王国に由来する宮きゆう廷てい兵の軍服を着込み、腰にはサーベルを下げている。物々しい装いであるが、一方でその髪かみは黒曜石のように艶つややかで美しく、誰だれもが目を見張るほどの美び貌ぼうを誇ほこっている。男装の麗れい人じんという表現がしっくりくる少女だった。

　フィーネは洗練された動作で前髪を払はらい、リオンをキッと睨んだ。

「どこへなりとも連れていけ。私は逃にげも隠かくれもせん！」

　その様子は軍服とサーベルに相応ふさわしい堂々たるものだったが、それを見ていたレオナが軽く小首を傾げた。

　レオナはウェーブの掛かかった髪に子ウサギのようなリボンをつけた元・詐さ欺ぎ師しの少女である。繕い中のリオンのシャツを一いつ旦たん置くと、レオナは他ひ人と事ごとのようにフィーネに指し摘てきした。

「台詞せりふは勇ましいですけど、微び妙みように足震えてますね？」

「う……っ」

　フィーネの頰が引きつった。

　するとレオナの隣となりにいたアネットがしーっと唇くちびるに指を当てる。

　アネットは赤みがかった髪に露ろ出しゆつだらけの修道服を着た元・修道女である。

「いけません、レオナ様っ。フィーネ様がなけなしの勇気をかき集めて虚きよ勢せいを張ってらっしゃるのですから、そこは見て見ぬフリをして差し上げるのが情けですっ」

「く……っ」

　身も蓋ふたもないフォローをされ、フィーネは真っ赤になって俯うつむいた。

　もう穴があったら入りたい、という顔である。

　だがそれら一連のやり取りも聞こえていなかったような顔で、リオンはにこやかに微笑ほほえんだ。

「はっはっは、そんなに硬かたくなる必要なんてないぞ？　ほら、もっとリラックスして。大だい丈じよう夫ぶ、怖こわいことなんて何もないんだ」

　その態度は友好的を通り越こして異様ですらあった。フィーネの警けい戒かい感かんが目に見えて増していく。

「ハイレイン、なんなんだその胡う散さん臭くさい笑顔は。貴様、一体何を企たくらんでいる!?」

「企んでいるだって？　はは、そんなわけないじゃないか。俺と君の仲だろ？」

「その表現がいよいよ薄うす気き味み悪わるい！　貴様と私の仲だからこそ明らかに異様だろうが!?」

　もはや怒いかりすら露あらわにしてフィーネが怒ど鳴なる。が、やはり微妙に足が震えている。

　それもそのはず、リオンとフィーネはつい先日、敵としてぶつかったばかりなのだ。

　しかもリオンはその際、フィーネが操あやつる魔ま獣じゆうを無残に虐ぎやく殺さつし尽くしており、その時の暴虐っぷりがフィーネにはかなりのトラウマになっているらしい。

　革手袋に包まれたリオンの右手には『魔ま王おうの絵画』の作品番号６６６番『魔王』が宿っている。これを存分に振ふるって魔獣を虐殺した時の印象からフィーネのなかでリオンは魔王そのもののようなイメージになっているようだ。

　紆う余よ曲折あってリオンの管理下に入りはしたが、フィーネは内心で怯おびえつつ常に虚勢を張っている。

　リオンもリオンでいまだにフィーネを敵視しており、二人の間の殺さつ伐ばつとしたやり取りは毎日のように続いていた。

　それが突とつ然ぜんこうして友好的な態度に様変わりすれば、フィーネが警けい戒かいするのも無理はない。

　テーブルの方にいたキリカも同様の不自然さを感じたらしく、ジト目の視線がこちらに向けられた。

「リオン、今度はどんな馬ば鹿かなこと考えてるのよ？」

　手入れの終わった剣が鞘さやに収められる。

　キリカはアルヴィレウス王国の元・騎き士し長である。

　黄金のようなブロンドの髪と彫ちよう刻こくのように均整の取れたプロポーションで、絵え描かきのリオンをして『絵画に描かけない』と言わしめるほどの絶世の美少女である。

　が、今はその美貌もどこへやら、完全に疑いのジト目だった。

　それに対し、当のリオンはこれ見よがしに肩を竦すくめて見せる。

「何を言うんだ、キリカ。俺は心を入れ替かえたのさ。今はただ純じゆん粋すいに、そして紳しん士し的に彼女を工場へお連れしようと思っているだけなんだ」

「いやもう今のキミ、怪あやしさ大だい爆ばく発はつだからね？　いつもフィーネに殺意剝むき出しなのに、いきなりそんなこと言って誰が信じると思うの？　大方、油断させてフィーネを闇やみに葬ほうむろうとか考えてるんでしょ？」

「まったくもって失敬な！　その見解は違ちがうぞ、キリカ。君は今、日々の説教が実を結んだと誇るべきなんだ！　ああ、嘆なげかわしい。さすがは飛ひ燕えんの騎士だと俺は感服していたというのに！」

　リオンは悲ひ嘆たんを込めて大おお仰ぎように頭を抱かかえた。が、実際はキリカの読み通りである。

　この独房で日々繰くり広げられている殺伐としたやり取りは、主にリオンがフィーネを惨むごたらしく責め尽くそうとしてのものである。

　だが毎回必ずこうしてキリカに止められてしまう。

　フィーネを刑けい務む作業に連れ出す時は二人きりになるので絶好のチャンスなのだが、キリカに釘くぎを刺さされてしまえば手は出せない。

　なので今日はあえて友好的な態度を示し、キリカに何か言われる前に出発してしまおうとしたのだが……どうにも雲行きが怪しい。半ば不自然でも外に出てしまうしかない。

「さあ、いこうか！　独房の外は楽しいぞ。君の未来は薔ば薇ら色いろだ」

　リオンはサッと距きよ離りを詰つめると、フィーネの首輪へ囚しゆう人じん護送用の鎖くさりをつける。そしてとっとと独房を出ようとしたところで、「だから待ちなさい」とキリカに肩を摑つかまれた。

「まだ話が終わってないでしょーが。怯えてる女の子をいたぶるなんて、わたしが許さないからね」

　するとその言葉にフィーネの方が反応した。毅き然ぜんと胸を張って言う。

「聞き捨てならんぞ、飛ひ燕えんの騎士。私は怯えてもなければ、女の子とやらでもない」

「ん？　フィーネは女の子でしょう？」

「違う。私は栄はえあるミストレイア家の当主たる処刑人、性別などこの軍服に袖そでを通した時から捨てている」

　キリカは眉まゆをひそめるが、リオンにはその言葉の意味が分かった。

　処刑人と言えば、どこの国でも人々に忌いみ嫌きらわれる役職である。

　フィーネのガレク王国もその例に漏もれないが、一つ違うのはガレクでは処刑人の役職を一家が世せ襲しゆうしていることだ。それがフィーネのミストレイア家である。一度でもガレクを訪おとずれたことがあれば自然と耳にする家名だ。

　ミストレイア家の子供たちは幼少の頃ころから処刑人の技わざを叩たたき込まれ、そのなかで最も才覚を現した者が当主の座に就つくという。問われるのは純粋に処刑人の腕うでのみで、そこに男女の差はない。

　泣き叫さけぶ罪人の首を表情一つ変えずに刎はねる冷れい徹てつさは、ガレクでは語り草である。

　人々から忌き避ひされる処刑人でありながら、畏い怖ふという形である種の尊敬を受ける名家、それがミストレイア家だ。

　ただしガレクでは原則的に女性が家名を継つぐことはできないので、当主が女性であれば政治的には男として扱あつかわれる。フィーネの着ている軍服はその象しよう徴ちようである。

　フィーネが自分自身に関して『怯えもなければ女でもない』と言うのは、そういった実情からのものだろう。

「飛燕の騎士よ、貴様の気き遣づかいはありがたく受け取っておこう。だが心配はいらん。戦いに敗れこの独房に連れてこられた時から、私にはあらゆる覚悟ができている。たとえハイレインにどれほどの責め苦を受けようと、苦く悶もんの表情一つせず甘んじて受けるつもりだ。気にするな」

「いやでもね、フィーネ？　以ま前えも言ったけど、リオンって変なとこでネジ外れてるからそういうこと言うと本当に酷ひどいことを──」

「まあまあ、いいじゃないか、キリカ。彼女もこう言っていることだし、もちろん俺にも危害を加えるつもりなんて毛頭ないし、安心して見送ってくれたまえよ」

　半ばキリカの言葉を遮さえぎる形でリオンは出発しようとする。だがキリカはそれを無視し、不意を突ついてリオンの襟えりを引っ張った。

「本当に酷いことされるわよ。たとえばこんなものを使ってね？」

　引っ張られた勢いで、制服の裏に隠しておいたものがバラバラと裾すそからこぼれ落ちた。

　床ゆかに散乱したのは、ハンマー、大釘、革かわの目め隠かくし、太い荒あら縄なわ──という看守には御お馴な染じみの拷ごう問もん具一式である。

　その本格的な準備はフィーネの予想を超こえていたらしく細い体がガタガタと震ふるえ出す。

「な、な、なんなんだ!?　この常じよう軌きを逸いつした物品の数々は……っ！」

「ちぃっ、バレたか。キリカ、なぜ分かったんだ……っ!?」

「分かるわよ、それくらい。騎士のわたしが隠した凶きよう器きの一つや二つ見み抜ぬけないわけがないでしょ？　……まあ、それでも目測より多めだったけど。こんなにたくさん服のなかにどうやって隠してたの？」

　呆あきれたようにキリカが言い、ついでに少し離はなれたところで遠巻きに見ているレオナとアネットの会話も聞こえた。

「……あのぅ、アネットさん？　なんでちょっとウットリしてるんですか？」

「あらイヤですわ、わたくしとしたことが。あの器具で魔王様に一体どんなことをされてしまうのだろうと想像したら少し火ほ照てってしまいまして」

　リオンはアネットの疑問に答える。まったくの無表情で、当然のことだと言うように。

「無論、恥ち辱じよくの限りを味わわせてやるつもりだ。具体的にはキリカに怒おこられるので言えないけどな」

　ビクッとフィーネの肩かたが上がった。リオンの目が冷徹な看守のそれに変わっていく。

「こいつはミストレイア家の処しよ刑けい人であることに誇りを持っているようだからな。まずはそれを徹てつ底てい的に破は壊かいしてやろうと思う」

　ついに限界に達したのか、フィーネがサーベルを引き抜ぬいた。しかしその足は小こ鹿じかのように震え、思いきり後あと退ずさっている。

「き、き、貴様には矜きよう持じというものがないのか!?　私は処刑人だがそれでも首を刎ねる時は苦しまぬよう一いつ瞬しゆんで片をつけてやったものだぞ!?　わざわざ誇りを踏ふみにじりにかかるなど、人としての心がないのか、貴様には!?」

「はっはっは、お前は一体誰に物を言ってるんだ？」

　革かわ手て袋ぶくろの右手を掲かかげると、そこからじわりと魔ま術じゆつ光が滲にじみ出した。

「お前の目の前にいるのは魔王だぞ？」

「ひぃ……っ!?」

　トラウマが蘇よみがえったらしく、フィーネの唇くちびるから悲鳴が洩もれる。

　そしてもはや破れかぶれといった様子でリオンへと斬きりかかった。

　リオンも右手の魔術光をゴオッと増し、二人が今まさに激げき突とつしようとしたその時、「あー、もうっ」とキリカが間に割って入った。

「二人ともいい加減にしなさい！」

　鞘に収まったままの長ちよう剣けんがキンッとフィーネのサーベルを弾はじき、逆の手がリオンの額にすぱんっとチョップを入れる。その一いち撃げきで見事にいなされ、二人は床に突っ伏ぷした。

　おー、と拍はく手しゆをするのは外野のレオナとアネットである。

「お見事です、キリカさん。リオンと２７５番さんを同時に相手取って完勝ですね」

「何やら回数をこなすごとにキリカ様の手て際ぎわが鮮あざやかになっていく気がしますわ」

　ヒュンッと長剣で風を切り、キリカが肩を竦める。

「ここんところ毎日だもの。いい加減、わたしも慣れてくるわ」

　むうと額をさすっているリオンへ、キリカは振り向く。

「フィーネが刑務作業にいくなら、わたしもついてくわ。手続きしといてね、リオン」

「……いや、いきなり言われても困る。それにキリカは３００番台だから工場も違うし」

「行き帰りが一いつ緒しよになればいいわよ。それくらい適当に捻ねじ込みなさい。そういうの得意でしょ？　キミってば目を離したらフィーネに何するか分かんないんだから。ほらフィーネも呆ぼう然ぜんとしてないで。ちゃんとわたしが守ってあげるから。リオンに手出しはさせないわよ」

「……い、いやハイレインのことはともかくとしてだな……」

　フィーネは抜き身のままのサーベルを見つめて言う。

「以い前ぜんは打ち合う程度はできたはずなのに、飛燕の騎士、貴様ひょっとしてさらに強くなってないか……？」

「？　そりゃなるわよ。だって騎士だもの」

「？？？　騎士だから？　意味が分からんのだが……？」

「あー、２７５番さん。キリカさんにそういう理り屈くつとか聞いても駄だ目めです。その方、主に感覚で生きてますから」

「キリカ様は頭脳労働より肉体派ですものね」

「……二人とも、さりげなくわたしの悪口言ってない？」

　キリカがレオナたちにジト目を向ける傍かたわらで、リオンは地の底から響ひびくように呟つぶやいた。

　無論、フィーネにである。

「……命拾いしたなァ」

「……っ!?」

　小さく息をのみ、フィーネはさっとキリカの背後に隠かくれた。ここのところ毎日助けられているせいか、最近フィーネはキリカに懐なついている節がある。

　キリカの背中から顔だけ出してフィーネは叫ぶ。

「命拾いをしたのは貴様の方だ、ハイレイン！」

「──あ？」

「ひぃ……っ」

　再び不ふ穏おんな空気を醸かもし出すリオンとフィーネ。

　その間に挟はさまれ、キリカが「まったくもう」と肩を落とした。







「リオン、なんでフィーネと仲良くしてあげないのよ。あの子だってもう仲間でしょ？」

　鎖で繫つないだ格好のキリカにそう言われ、リオンはなんとも言えず制せい帽ぼうの縁ふちを落とした。

　刑務作業の工場同士を繫ぐ空中廊ろう下か。

　天てん井じようは吹ふき抜けになっており、見上げると地下第一層の岩がん壁ぺきに魔術で投とう影えいされた赤い空が広がっている。

　左右には煉れん瓦がでできた監かん獄ごくの建物が連なっているのが見え、そこそこ眺ながめはいい。

　フィーネを２００番台の工場へ連れていき、今は予定を捻じ込んだキリカを３００番台の工場へ連れていく最中である。

「……俺は２７５番を仲間と認めたわけじゃない」

「またそういういじわる言う。でもフィーネの魔術がなきゃ脱だつ獄ごくの計画だって進まないんでしょ？」

「それは……まあ、そうなんだが」

　リオンたちは『天空の大監獄』からの脱獄を目指している。

　この監獄は浮ふ遊ゆうする島の上に建っており、現在は島の地下へ進む脱獄ルートを開かい拓たく中である。最終的には地下のどこかに穴を開け、監獄の周回軌き道どう上にあるグランデ山脈へ降下する算段だ。

　現状で安全に行き来できるのはリオンの二級看守の権限が及およぶ地下第二層までである。

　だが紆う余よ曲折あって本来ならばもう第三層にもいけるはずなのだ。

　つい先日、リオンたちは脱獄王と呼ばれる囚人、ヴァレリア・ガレク・ワイズシャットと戦った。第三層の魔ま獣じゆうの保管庫で戦せん闘とうになり、結果は辛からくもリオンたちの勝利である。

　その後、休戦の証あかしとしてヴァレリアが差し出してきたのがフィーネだ。

　フィーネの譲じよう渡とは中央官舎の歓かん談だん室で行われた。

　そこで譲渡の手続きを行う前に、リオンとヴァレリアはいくつかの約束事を取り交かわしている。要は休戦の協定である。

　その一つとしてヴァレリアは魔獣の保管庫の第三層を『好きに使うがいい』と譲ゆずってきた。

　保管庫は第三層と第四層に広がっているので、第三層をリオン、第四層をヴァレリアで分ぶん割かつした形である。

　一見、破格の分割に思えるが、実際はそうでもない。

　リオンは『ヴァレリアの脱獄の中ちゆう核かくを成す何かが保管庫の第四層にある』と推測している。もしもそれが監獄側に露ろ見けんしそうになった時、第三層と共にこちらをスケープゴートにするためにヴァレリアは第三層を差し出したのだろう。

　しかしその辺りのリスクを差し引いても、保管庫の第三層を使えるのは有益である。

　一つ問題があるとすれば、保管庫内に魔獣がたむろしていることだ。安全に活動するにはフィーネに宿っている『魔ま王おうの絵画』──作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔ば薇ら園にて』の魔術で魔獣を統とう率そつすることが必要になる。

　だがリオンとフィーネの関係が極きわめて険悪なせいで、現状まったく手つかずの状態だった。

「だからとっとと仲直りしちゃいなさいって。わたしが間を取り持ってあげるから」

「２７５番を受け入れることが合理的なのは分かってるよ。でもこればっかりは簡単には頷うなずけない」

「もうっ、強ごう情じようね。何がそんなに引っ掛かってるの？」

　リオンは制帽の縁をさらに下げた。

「あいつはキリカを傷つけた。それが俺には赦ゆるせない」

　キリカが目を丸くする。

　保管庫でフィーネはキリカへ魔獣をけしかけた。アネットの魔術ですぐに回復できたこともあって大事には至らなかったが、リオンたちが駆かけつけるのがあと一歩遅おそければキリカの命はなかっただろう。リオンが赦せないのは何よりもその一点である。

「うーん、そう言われるとわたしも強くは言えないんだけど……」

　キリカはブロンドの毛先をいじりつつ、困った顔をする。

　だが次の瞬しゆん間かん、唐とう突とつにはっと両目を見開いた。そして何やらぼそぼそと呟く。

「フィーネのことで頭いっぱいで気がつかなかったけど、ひょっとして今、わたしとリオンって二人っきり……っ!?」

　見る間にキリカの頰ほおが赤くなっていく。

　リオンは突然挙動不ふ審しんになったキリカに首を傾かしげ、

「なんだ？　どうかしたのか？」

「へっ？　い、いやどうもしないわよ？　ぜんぜんどうもしないわっ」

「いや明らかにどうかしてるんだが……」

　キリカは毛先を絡からめたままの指先をツンツンと合わせ、チラチラとこちらを窺うかがう。

「リオンこそ、どうもしないの？」

「いや、どうとは？」

「だ、だから……っ」

　キリカは何か言いかけるが、上う手まく言葉にできないのか、もにょもにょと口ごもる。

　そのうち「も、もういいっ」と言い、一人で歩き出してしまった。

　だが数歩もいかないうちにピタリと足を止め、こちらを振ふり向き、

「……追いかけてこないの？」

「や、追いかけるも何も鎖くさりで繫がってるからはぐれようもないんだが……」

「そうだけどっ。それはそうなんだけどっ。うーっ」

　何が納なつ得とくいかないのか、キリカは地団太を踏む。

　リオンは首を傾げるばかりである。もともとリオンにとってキリカは突然意味不明な行動をすることが多いのだが、今回はそれに輪を掛けて意味が分からない。

　一方、キリカは業ごうを煮にやしたのか、早足で戻もどってくると顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「リオンはわたしのこと、その……ア、アレなんでしょ!?　その、わたしと二人っきりでドキドキしないの!?」

「アレ……？」

　なんのことだ？　とリオンはさらに首を傾げる。だが真っ赤になって至近距きよ離りから見つめてくるキリカを見て「おお」とようやく理解した。

　理解した途と端たん、キリカの細い肩かたをグッと摑つかみ、真っ直すぐに言い切った。

「もちろんだ。俺は君が好きだ」

「──っ!?」

　キリカの顔が沸ふつ騰とうする。リオンはそこへさらに言葉を重ねる。

「君といるだけで胸が高こう揚ようしてくる。生きてることを実感できる。俺は君に出で逢あえたすべてに感謝したい」

「そ、そうなんだ……」

　キリカは戸と惑まどうように右へ左へ視線をさ迷わせる。だがその唇には嬉うれしそうな笑えみが浮うかんでいた。そこへリオンはさらに言葉を重ねる。

「君の瞳ひとみを見つめるのが好きだ。君の髪かみが風に舞まうのが好きだ。君の唇がこの空気を震ふるわせ、言葉を生むことに歓かん喜きすら覚える」

「う、うん、分かった。分かったわ……っ。もう、そんなに言われたら恥はずかしいじゃない」

　照れ隠しのようにキリカが言う。だがリオンはそこへさらに、

「いいやまだ言い足りない」

「えっ」

　目を瞬またたくキリカへ、さらにさらにさらに言葉を重ねる。

「君の生き方が好きだ。君の気高さが好きだ。そこから生まれる君の美しさに俺は奇き跡せきを感じている。そうさ、たとえ百万枚のキャンバスがあろうとも、君を写し取ることなんて叶かないやしない！」

「ちょ、分かった、分かったから、もう大だい丈じよう夫ぶだから……っ」

「いいやまだだ。まだ続くぞ！」

「へっ!?　ちょ、ちょっと待って、これ以上はわたしの心臓が爆ばく発はつしちゃうからっ」

「絵に描かけない以上、言葉で伝えるしかない！　伝えようとしなければ気持ちは伝わらないんだ。だから君が無理って言っても俺は無限に続けるッ！」

「ええっ!?」

　リオンはどんどん距離を詰つめながら情熱的な言葉を次から次に投げかけていく。

　キリカは顔から蒸気を出しながら後あと退ずさる。しかしすぐに空中廊下の欄らん干かんに追い詰められてしまい、そしてとうとう許容量を超こえたのか、「はうぅぅ……」と腰こし砕くだけになって膝ひざをつく。それでもリオンの愛の囁ささやきは止まらない。

　嬉しさと恥ずかしさでぷるぷる震えるキリカの脳のう裏りに、ふいにアネットの言葉が蘇よみがえった。

『魔王様の絵への情熱は業ごうの域に達していらっしゃいますから』

　キリカは両目を見開いてはっとした。

「こ、これひょっとして……リオンの絵への情熱が向きを変えて、ぜんぶわたしへ降りかかってきてる!?」

　事態の深刻さに気づき、恐おそれ慄おののくキリカ。その間もリオンの囁きは続いている。その口調はもはや吟ぎん遊ゆう詩人のようになっており、

「君の魂たましいは翼つばさのように広くはためき、その空を守るためなら俺はいくらでもこの命を地じ獄ごくの釜かまへ投げ出し──」

　ピクリとキリカの眉まゆが上がった。

「ちょっと待って」

　細い手が伸のびてきて、リオンの頰を左右からぎゅっと挟はさんだ。

「『この命を地獄の釜へ投げ出し』って、それどういう意味？」

　狼ろう狽ばいしていたところから一転、キリカの瞳がじーっとリオンを見つめる。

　はっ、しまった……、とリオンは思ったが、もう遅い。

　目に見えてキリカが怒おこっている。

　リオンは頰を挟んでいる手をやんわりと引き剝はがしつつ、弁明を試みる。

「いや今のはつい勢いでさ……つまり無意識というかだな……」

「無意識だったら尚なおのことダメでしょーが」

　形のいい眉を立て、キリカはリオンの胸に指を突つきつける。

「自己犠ぎ牲せいはやめなさいって言ったでしょ？　どんな理由があろうと、命を投げ出そうとなんてしたら絶対赦さないからね！」

「いや分かってる、ちゃんと分かってるって」

　リオンは何度も頷いてみせる。だがキリカは「まったく信用できないわ」とジト目で睨にらんでくる。

「本当、なんでキミはそうなのかしら？　なんでもかんでも自分一人でしょい込もうとして……どうすればその性格を矯きよう正せいできるのかしら。まったくもう」

　腕うで組ぐみをして本格的に考え込み始めたキリカに、リオンは困った顔で頭をかく。

「いや、大丈夫だぞ。無む謀ぼうな行動はもうしないよ。多少は信用してほしいんだが……」

「キミは前科が多過ぎるの」

　ぴしゃりと言われてしまった。そしてキリカはふと何か思いついたように顔を上げ、左右を見回す。そしてリオンのやや後方で目を止めた。

「リオン、ちょっとこっちきて。それで、ここに座りなさい」

　それは廊ろう下かにぽつんと置かれた木製のベンチだった。

　キリカはその端はじに座ると、リオンを隣となりに座らせる。そして自分の太ももを叩たたいた。

「はい、キミの頭はこっち」

「えっ……？」

「い、いいからっ。ほら早く！」
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　肩を引っ張られ、半ば強ごう引いんに膝の上へ導かれた。

　制せい帽ぼうが途と中ちゆうで落ちるもキリカが受け止め、そのままリオンには返さず自分で被かぶる。

　キリカの健康的な太ももがぴたりと頰に吸いついた。

「これは……一体、何事だ？」

「く、訓練よ」

　キリカは照れを誤ご魔ま化かすように、制帽の下の瞳を明後日あさつての方へ向けた。

「人間そう簡単に変われるものじゃないのは分かるわ。でもね、キミはもう少し人に甘えることを覚えなきゃダメ。だからそのための訓練よ」

　ブロンドの髪を耳にかけ、彼女は言う。

「レオナちゃんは年下だし、一いつ緒しよに悪わる巧だくみはできても甘えたりはできないでしょう？　……だからほら、わたしに甘えていいわよ。肩の力抜ぬいて、自然にして」

「いやこの状態はどう考えても不自然なんだが……」

「な、何よ、わたしの膝ひざ枕まくらじゃ不服？」

「そうじゃないが……」

　甘えろと言われてもどうしたらいいか分からない。そんなこと、今まで考えたこともなかったからだ。

　膝枕をしている方もされている方もぎこちない。だが先に多少なりとも余よ裕ゆうができたのは攻せめ手のキリカの方だった。やや調子が上がってきたらしく唇くちびるに笑みが生まれる。

「ふふ、キミ、すごく戸惑った顔してる」

「……ご推察の通りだ」

「リオンって人に弱みを見せたりするの苦手そうだものね」

「……分かってるなら困らせないでほしい」

「だーめ」

　かなり調子が出てきた顔で、キリカはリオンの髪を柔やわらかく撫なでる。

「一人でなんでもかんでも背負おうとするから、自分に追い詰められて命いのち懸がけになっちゃうのよ。だからたまには無防備になりなさい。キミはもっと誰だれかに寄りかかっていいの」

「たとえば……君にか？」

「そう、わたしに」

　言わんとしていることは分かるが、だからといって頷うなずくのは難しかった。そもそも別に重荷を背負っているつもりもない。

　だがこうしてキリカの体温を感じていると、不思議と穏おだやかな気持ちになった。

　彼女の表情はとても柔らかで、見ていると胸が安らかになっていく気がした。

「……キリカ、なんだか年上って感じだな」

　ぽつりと呟つぶやく。途端にキリカのテンションが爆上がりした。

「えっ、本当!?　お姉さんっぽい!?　素す敵てきなお姉さんっぽい感じ!?」

「あ、今のでぜんぶ吹ふっ飛んだ」

「何よそれっ」

　唇を尖とがらせたキリカに頰ほおを抓られる。

　最初は冗じよう談だんっぽかったが、だんだん抓る力が強くなってきた。

「キリカ、痛い。わりと痛い。痛痛痛痛っ！　引き千切る気か!?」

「ふふーん、お姉さんをぬか喜びさせた罰ばつよ？」

　レオナもだいぶイタズラ好きだが、キリカの場合は力加減が分かっていない。

　とんだ災難だと思っていると、目が合う。紺こん碧ぺきの瞳にどこか真しん剣けんな色が混じっていた。

「あのね」

「なんだ？」

「わたしたちのことは別として、キミ自身がここから脱だつ獄ごくしたい理由って、地上でレオナちゃんを描きたいからなんでしょう？」

「ああ、そうだぞ」

「で、わたしと結けつ婚こんもしたい、と」

「その通りだ」

「…………」

「キリカ？」

「あのね、キミは……」

　何かを言いかけ、その途中でキリカは口を噤つぐんだ。

　肩の力を抜くようにして首を振ふる。

「やっぱりいいわ。今はキミを甘やかす時間だもの。……正直、どんな答えが飛んでくるか想像もつかなくてちょっと怖こわいし」

「？　なんだ？　何かあるなら遠えん慮りよなく言ってくれ」

「遠慮なく言わない方がいいこともあるの」

　ぺちっと額を叩かれた。

　柔らかな膝の上で、リオンはただただ首を傾かしげるばかりである。







　キリカを工場へ送って戻もどってくると、独どく房ぼうに残っていたレオナとアネットは揃そろってベッドのなかにいた。

　リオンが帰ってきたことに気づき、アネットが唇に指を当てる。

「今、眠ねむられたところです」

　見れば、レオナはすやすやと寝ね息いきを立てていた。

　いつもは利発なレオナもこうしていると年相応の少女である。

　音を立てないようにベッドから下り、アネットがこちらへやってくる。

「今、お茶をお淹いれしますね」

「ああ、悪いな」

　リオンはテーブルに着き、アネットは食器棚だなから手て際ぎわよくティーポットを出し始める。

　お茶の葉は監かん獄ごくで栽さい培ばいされている安物だが、アネットが淹れると不思議といつも良いい香かおりになった。アネットの信しん仰こうしていたエヴェレット教は清貧を是ぜとしているので、地上にいた頃ころ、安い葉でも楽しめるコツを色々と研究していたそうだ。

　制帽を脱ぬいで脇わきに置くと、リオンはベッドの方へ目を向けた。

「アネットが寝ねかしつけたのか？」

「ええ、縫ぬい物をしながらあくびをしてらしたので、ベッドへお連れしました」

　ほのかな湯気を立てるティーカップが「どうぞ」と目の前に置かれる。

「ありがとう。うん、良い香りだ」

「お隣となり宜よろしいでしょうか？」

「もちろん。好きに座ってくれ。というか、情じよう欲よくを受け入れてもその辺りの律義さは変わらないんだな」

「ふふ、こればかりは性格ですので」

　淡あわく笑えみながらアネットが隣の椅い子すに腰こし掛かける。そしてベッドの方へ目を向けると、

「少々お疲つかれだったのかもしれませんね」

「レオナのことか？」

「はい。昨日は魔ま力りよく抽ちゆう出しゆつもありましたし、お小さい体には負担が大きかったのだと思います」

「ああ、そっか。そうだよな……」

　言われて気づき、リオンはそこまで思い至らなかった自分を恥はじた。

　魔力抽出とは囚しゆう人じんたちの『魔王の絵画』から魔力を絞しぼり出す特とく殊しゆな刑けい務む作業である。

　体力の限界まで魔力を抽出されるため、幼いレオナには一層の負担があったはずだ。

「悪い、これからはもっと気をつけるよ」

「それが宜しいかと思います。レオナ様は辛つらさを我が慢まんしてしまう性た質ちのようですから」

「でもよく気づいたな。レオナは普ふ段だんそういう素そ振ぶりは絶対に見せないのに」

「お話ししているうちに自然と分かるようになってくるものです。とくに囚人同士は一緒にいる時間が長くございますから」

　刑務作業などで連れ出していなければ、基本的にアネットたちはずっと独房にいる。

　その間に色々な話をしているのだとアネットは教えてくれた。

　たとえばレオナが詐さ欺ぎ師しとして地上でどんな仕事をしていたか、『天空の大監獄』に収しゆう監かんされてからリオンがやってきて、アークドラゴンを使ってどんな脱獄を試みたのか。

　またキリカがアルヴィレウス王国で騎き士し長としてどんな戦いをしていたのか、地上でリオンとどんな出で逢あいをし、身しん体たい検査でどんな目に遭あったのか。

　それらたくさんの出来事を本人たちから聞き、アネットもまた地上の教会での生活や収監された経緯いきさつなどを話しているそうだ。

　考えてみれば、リオンは自分がいないところで彼女たちがどんな会話をしているのかを知らない。なかなか興味深かった。

「でも、それを差し引いてもレオナの体調を見破るのは大したもんだと思うよ」

「まあ、修道女の性さがというものでしょうか」

「と言うと？」

「昔取った杵きね柄づかと申しますか……」

　少し考える素振りをしてアネットが答えたところによると、彼女は悩なやみや苦しみを抱かかえている人を見ると本能的にピンとくるらしい。

　地上にいた頃、高こう齢れいの神父に代わって告解を受けることが多く、迷える人々の嘆なげきを日々聞いているうちになんとなく分かるようになったそうだ。

「なるほど、特技……って言ったら失礼だけど、さすがは修道女だな」

「あまり胸を張って言えるほどのことではございません。大事なのは苦く悩のうに気づくことではなく、そこから救って差し上げることですから」

「そっか。うん、勉強になるよ」

「あら、魔王様が教えて下さったことですよ？」

　苦く笑しようしつつ、アネットは自分のティーカップを手に取り、琥こ珀はく色いろの湖面を見つめる。

「すべての生きとし生ける人々を救うことはできないのかもしれません。いいえ、間ま違ちがいなくできないのでしょう。この世の誰もが『隣りん人じん愛あい』を実じつ践せんできたのならば、きっと世界は永遠の平和を手に入れることができます。けれど、たとえばこの監獄の人々にとってはそんな主張は空々しく響ひびくばかりです。以前のわたくしはそんな現実にすら目を背そむけ、理想との違いに泣いているばかりでした」

　湖面に映った瞳ひとみには少しばかりの自じ嘲ちようがあった。

「無む作さく為いに広げた手は、結局誰のもとへも届きません。だからこそ魔王様はその腕うでに抱だいた者たちだけは絶対に守り抜こうとされるのですよね？」

　頷くのも何か気き恥はずかしい気がして、リオンは苦笑を浮うかべるだけに止とどめた。アネットも似たような笑みを浮かべ、言葉を続ける。

「優やさしさや正しさがすべてを救えるのならば、それは素す晴ばらしいことでしょう。けれど優しさだけでは救われぬ魂たましいもあります。傷つき疲れ果て歩みを止めようとする者には、頰を叩たたかねばならぬ時もある。たとえそれが倫りん理りや道徳に背くような行いであったとしても」

「レオナに聞いたよ。魔ま獣じゆうの保管庫で俺とヴァレリアの戦いにキリカが割って入ってきた時、そうするように剣けんを手て渡わたしたのは君だったって。正直、意外だった。君が誰かを戦いへ差し向けるようなことをするとは思わなかったから」

「それがあの時のキリカ様にとって一番必要なことでしたから」

　白い指先がティーカップの縁ふちをなぞり、水すい滴てきを拭ぬぐった。

「聞こえのいい言葉だけでは誰も救えない。わたくしもそのことに気づいたのです。この監獄だけではなく、きっとこの世界の多くがそうなのでしょう。だからわたくしはもう迷いません。この手の届く場所に優しさで救われぬ魂がいたならば、必ず頰を叩いてみせます。──たとえどんな手段を使っても」

「やはり君は立派な修道女だ」

　リオンが心からそう言うと、アネットは「まだまだ修しゆ行ぎよう中の身でございます」とはにかんだ。そして照れを誤ご魔ま化かすようにティーカップを傾かたむける。

　そうして一いつ拍ぱく置くと、アネットは少し居住まいを正した。

「これがわたくしが地上に戻るべき理由です」

「うん、分かった。しっかりと刻んだよ」

　やっぱり気づかれてたんだな……と思いながらリオンは頷いた。

　正直、リオンはアネットに少し負い目を感じていた。

　色々と事情があったにせよ、結局のところアネットはリオンたちの脱獄に巻き込まれたようなものだからだ。

　アネットに宿った絵画、作品番号１２９番『虹にじを待つ裸ら婦ふ』は回復系統の魔ま術じゆつであるが、アネット自身は自分を回復させることができない。

　また『虹を待つ裸婦』には一生に一度、死者に純潔を捧ささげることで対象を生き返らせるという特殊効果があるが、これも当然アネット自身には作用しない。

　今後、計画を進めていくなかで、アネットのリスクはある意味でリオンたち以上に高いのだ。

　今のアネットの言葉は、そんなリオンの煩はん悶もんを取り除くためのものだった。

「ありがとう、アネット」

「お礼を言われるようなことではございません。わたくしは魔王様にお仕えする修道女ですから。それにいざ地上に戻ったら、魔王様には色々ご協力頂くわけですし」

「ああ、こないだ言ってたやつか。確か……」

　ヴァレリアの一件の後、アネットがやりたいことについてリオンは少し聞いていた。

　どうやら彼女は地上に戻って新しい教会を立ち上げたいらしい。

「魔王ハイレイン教、だったか？」

「そうでございますっ」

　キランッとアネットの目が輝かがやいた。

　一応、寝ているレオナを気き遣づかった小声であるが、口調にはこれでもかと熱がこもっている。がばっと立ち上がると、アネットは拳こぶしを握にぎり締しめた。

「魔王様を新たな主とし、混こん沌とんとしたこの世を照らす新しき教え！　それが魔王ハイレイン教でございます！　良識のみに固こ執しつする古き教えを捨て、人々のありのままの姿を肯こう定ていする教義！　わたくしはこれを地上の皆みな様さまにお伝えしたいのです！」

「まあ、結構なことだと思う」

　彼女の言う『魔王ハイレイン教』はリオンを魔王として祀まつるものである。だが祀られる本人はまだあまりピンときていなかった。右手絡がらみで魔王と嘯うそぶく機会は多いものの、自分の本質は絵え描かきだとリオンは思っているからだ。

「あ、でもアネット、魔王を主とする教会なら確かもうあるはずだぞ？」

　地上にある最大宗派はかつて魔王から世界を救った『外がい殻かくの神々』を崇あがめる聖エヴェレット教会であるが、それに真っ向から対立する教義を掲かかげた教会があった。

　それが魔王ヴェルゼスト教会である。

　この略りやく称しよう『ヴェルゼ教』はその名の通り、数百年前に世界を滅ほろぼしかけた魔王を崇めている。

　アルヴィレウス王国を始めとする主要な国々はこれを『邪じや教きよう』と定義し、長年に亘わたって弾だん圧あつを行い、その甲か斐いあってか今ではヴェルゼ教の勢力は弱体化し、放ほう浪ろうの旅で世界を見てきたリオンでさえどこに総本山があるのか定さだかではない。

　ヴェルゼ教を差し置いて魔王教を名乗る辺り、アネットの胆たん力りよくはさすがだと思うが、それでもどことなく被かぶってる感は否いなめなかった。

　そう指し摘てきしてみたところ、アネットは力強く首を振ふった。

「あの忌いま々いましき邪教が掲げるのは混沌と破は壊かい、そして魔王の復活でございますから。人々に救いをもたらそうとするわたくしたちの魔王教とはまったく方向性が違うのです！」

「はあ、そういうものなのか……。……ん、待てよ」

　ふと引っ掛かかりを覚えた。

「魔王の復活か。そういえばヴェルゼ教の最終目標は魔王の復活だったな……」

　アネットが「では、いい機会ですので具体的な教義のご説明に移りますね」とさらに熱っぽく語り始めるのを聞きつつ、リオンは「ふむ」と自分の右手に目を向けた。

　ここには今、魔王の右手そのものが宿っている。

　この右手は『天空の大だい監かん獄ごく』に封ふうじられた絵画たちから魔力を喰くらうことで、かつての魔王の魔術を使えるようになる。

　考えてみれば、これはヴェルゼ教が掲げる魔王の復活そのものではないだろうか。

　と、一いつ瞬しゆん思ったものの、

「んー……まあ、いいか」

　と、リオンは適当に結論づけた。正直、あまりその辺りには興味がない。リオンにとって魔王の右手は切り札であるが、あくまでも『脱だつ獄ごくに有効なカードの一つ』でしかないからだ。

「──というわけで、地上に戻もどったら何かと忙いそがしくなると思われますので、ご承知おき下さいましね」

「なるほど、よく分かった」

　考え事をしながらもきちんと話は聞いていたので、リオンは大きく頷うなずいた。

　もともとアネットにやりたいことがあるならなんでも手伝うつもりなのだ。

「しかし教会を一から興おこすとなると色々入り用だな。資金は当然、土地や協力者、ゆくゆくは教義に即そくした書物や偶ぐう像ぞうなんかも準備しないといけないだろうし」

「わたくしとしてはまず魔ま王おう様の立像や聖画などを揃そろえたいところでございますが……ああ、魔王様なので聖画ではなく魔画でしょうか？　けれどそれもなんだか『魔王の絵画』と被ってしまいそうですわね。悩ましいところです。って、──は!?」

　言葉の途と中ちゆうでアネットが『しくじりました！』という顔になった。

　今度はリオンの目がキラキラと輝きだしたことに気づいたのだ。

「絵か!?　絵が必要なんだな!?　そうなんだな、アネット!?」

「あ、あー、いえ……必要なような必要ではないような、信しん仰こう対象ならば立像で事足りますし、いっそエヴェレット教のシモン・ラプラス派のように偶像崇すう拝はい禁止にするという手も……」

「いやいるさ！　絵は絶対にいる！　何がなんでも必要だ！　そうに決まっている！」

「い、いえー、それはどうでございましょうか……」

「魔王である俺が必要だと感じているぞ、魔王の修道女シスター・アネットよ！」

「うわぁ、そう言われると逃にげ場がないでございますねー……」

　リオンは「そうと決まれば善は急げだ」とイーゼル横の道具入れをひっくり返し、なかにあった紙束にスケッチを描かいていく。

　右手に作品番号６６６番『魔王』を宿したことで、リオンは利きき手で絵を描こうとすると腕が動かなくなる。だがキリカからケープの棒ぼう心しんを始めとした特訓を受け、今では左手を使ってかなり自在に絵を描けるようになっていた。

　指導したキリカ曰いわく、『気持ち悪いくらいの上達ぶり』とのこと。

　絵に関してのリオンの集中力は名高き飛ひ燕えんの騎き士しも舌を巻くほどだった。

「魔王教ってことはやっぱり相応に迫はく力りよくがあるのがいいよなっ。ふふふ、俺も俄が然ぜんやる気が出てきたぞ。スケールもでっかく世界中を舞ぶ台たいにして、大罪に沿った７枚ぐらいの連作にするのはどうだ!?　それぞれを教義に反映させて、すべて揃うとアネットが志す理念が浮き彫ぼりになってくるんだ。それでそれで──」

「あの、いえ、魔王様」

「どうした、アネット？　はっ、そうか！　旧魔王の絵画が６６６枚もあるのに、俺たち魔王教の絵画が７枚だけなんて少な過ぎるってことか！　ふふふ、言ってくれるじゃないか。だがその強ごう欲よくさ、嫌きらいじゃないぜ！　ちょっと待っててくれよ、まずはこの７枚を軸じくにして、そこからの派生で残り６５９枚を系統化していくぞ。えーとここがこうなって、よし、とりあえず序じよ盤ばんの７枚とその後の方向性はこんな感じでどうだ!?」

　ラフスケッチをばっとアネットの前にかざし、リオンは子供のように期待のこもった眼まな差ざしで返答を待つ。

　一方、アネットはラフスケッチを目にして硬こう直ちよく。

　かろうじて浮かべた笑えみに、だらだらと汗あせが流れだす。

「ええと……」

「うんうん！」

「その……」

「うんうん！」

　リオンが知る限りこの世で最も慈じ悲ひ深いはずのシスターは、つっと目を逸そらした。

「……も、もう少々上達して頂ければと」

「そんな馬ば鹿かなぁぁぁぁぁぁッ！」

　椅い子すから崩くずれ落ちてリオンは慟どう哭こく。アネットはあわあわしながらも断固拒きよ否ひだった。

「申し訳ありません！　申し訳ありません！　本当に申し訳ございません！」

「どこだ!?　どこが駄だ目めなんだ!?　教えてくれ、シスター！　俺に道を示してくれ！」

「全部です！　ほぼほぼ全部がダメダメです！　禍まが々まがしさはともかく全体的に子供の落書き感があり過ぎまして──はっ!?　つい本当のことを!?」

「落書きなのかぁぁぁぁぁッ！」

　リオンはラフスケッチを握り締め、泣き叫さけびながら床ゆかを叩たたいた。

　対してアネットはおろおろするばかりである。

「ああ、魔王様っ、どうかお気を確かにっ」

「なぜだ、なぜ俺の絵はこうも認められないんだ……っ」

「すみませんすみません、お気持ちはありがたいのですが、どうしてもこれだけは首しゆ肯こうしかねると申しますかっ」

「うぅ……っ、時代がぜんぜん俺に追いつかない、夜明けがあまりに遠過ぎる……」

「……いえ、ひょっとすると魔王様の絵は時代など超ちよう越えつしている可能性も……なんと申しますか、お世辞を言うことすら憚はばかられる凄すごみがあると言いますか……」

「レオナとキリカもそうなんだ……どれだけ描いてもいつも『下手くそ』の一言で一いつ蹴しゆうされてしまうんだ……ひょっとしてみんな俺のこと嫌いなんじゃないか？」

「そ、そんなことはございませんわ。少なくともわたくしは魔王様のことを──」

　と、言葉の途中でアネットは、はっと自分の口を押さえる。

「……？」

　顔を上げると、頰ほおを赤らめたアネットと目が合った。

「アネット？」

「いえ、なんでもございません」

　リオンは「ふむ」と呟くと床から起き上がり、椅子に座り直してアネットの方を向く。

「なんでもないことはないだろう？　言葉の続きを聞かせてくれ。『少なくともわたくしは魔王様のことを──』。その続きは？」

　するとアネットは恥はじ入るように顔を背そむけた。

「も、申し上げられません。今のは失言でした。お願いですから忘れて下さいませ」

「断る。失言だなんて哀かなしいことを言うな。俺は聞きたい。言ってくれ」

「そんな……困ります」

「だったら魔王として命じる。続きを言うんだ、魔王の修道女シスター・アネット」

「ず、ずるいです。そんな仰おつしやり方は卑ひ怯きようでございます……」

　潤うるんだ目でアネットは落ち着かなげに身じろぎする。

　そのまま自分の体をかき抱いだくようにして押し黙だまった。

　口を閉とざすことでなんとかこの場を乗り切ろうとしているようだ。

　だがそんなことを許す魔王ではない。リオンはずいっと身を乗り出した。

「君が言わないなら俺が代わりに言ってしまうぞ」

「え……っ」

「俺には君がなんと言おうとしていたのか察しがついている。君が言わないのなら俺が代わりに口にするしかない。君の真しん摯しな気持ちを赤せき裸ら々らに、そして高らかに宣言しよう」

　途と端たん、アネットはあわあわと慌あわてだした。

「お、お待ち下さい。どうかお許し下さいませ。それは秘ひめておかなければならないことなのです。魔王教を立ち上げる身として公私混同は御ご法はつ度とですし、何よりわたくしはレオナ様に三番目で構いませんと申し上げました。レオナ様やキリカ様のことを思えばわたくしの気持ちなど隅すみに追いやっておくべきなのです」

「なるほど、そこまで分かっているのに君はその気持ちを胸に抱いてしまったわけだ」

「それは……っ」

　アネットは一瞬言葉に詰つまり、どこか責めるような媚こびるような目を向けてくる。

「……し、仕方ないではありませんかっ。あんなことをされたら……っ」

「あんなこと、とは？」

「……筆責め調教です」

　自分の言葉で記き憶おくが蘇よみがえってしまったのか、アネットはカァと頰を赤らめる。

「あんなふうに身ぐるみ剝はがされて、あんな格好であれほどの快楽を味わわされ、その上最後にあんな優やさしい言葉をかけられたら……」

　アネットは成熟したその身を悩なやましげにかき抱く。

「女はどうしたってそうなってしまいます……っ」

「？　それはなんの話だ？」

「えっ」

　目を瞬またたかせるアネットへ、リオンは首を傾かしげる。

「や、アネットはさっきこう言おうとしてくれたんじゃないのか？『少なくともわたくしは魔王様のことを──後世の画が伯はくたる器うつわと信じております！』とそういう意味合いのことを」

　アネットの全身から目に見えて力が抜ぬけた。

「ま、魔王様ぁ……」

　そのままがっくりとテーブルへ突つっ伏ぷす。

「ああ、鈍どん感かん絵描き馬鹿……レオナ様からお聞きしてはおりましたが、なるほど、こういうことだったのですね……」

「えーと、アネット？」

「ちょっとお黙り下さい。お声を聞くだけで腹が立ちます」

「あれ？　なんだか急にアネットの態度がトゲトゲしくなった……？」

　大きくため息をつき、アネットは体を起こす。そして咎とがめるような目でぽつりと。

「ばか」

　リオンは「おおう……」と呻うめいてしまう。よく分からないが、ひどく申し訳ないような気持ちになった。

「えーと……なんかすまん」

「もう宜よろしいです。よく分かりました。魔王様はそういう方なのですから、こちらが諦あきらめるより他ほかありませんわ」

　大きく肩かたを落としつつ、それでもアネットは苦く笑しようの形に表情を緩ゆるめた。ほっと安あん堵どするリオンへ、さらに苦笑を濃こくしつつアネットは「けれど」と呟つぶやいた。

「ポッと出のわたくしにならともかく、レオナ様やキリカ様に対してまで鈍にぶいのはいささか気になりますわね」

「よく分からないんだが、俺、そんなに空気読めてないんだろうか……？」

「いえ、魔王様は空気が読めてないというより、ある一部分に対してひどく無自覚と申しますか……まあ、一言で言うならやはり『鈍感』でございますけれど」

「それ、レオナにもたまに言われる……。『リオンは鈍感です』って。けどそんなこと言われるのは、この監かん獄ごくにきて初めてなんだが……」

「そうなのですか？」

　中身の目減りしたティーカップにお茶を注いでくれつつ、アネットは少し瞬まばたきをする。

「確か魔王様は看守として収監される前は王都にいらっしゃったのでしたっけ？」

「ああ、二年間くらいかな。下宿先をアトリエにして絵を売ってた。それ以前は絵の修しゆ業ぎようで放ほう浪ろうの旅をしてたんだ。物心ついた頃ころから師し匠しようと二人きりでね」

　注いでもらったお茶を飲みつつ、リオンは少し思い出す。

　その師匠がまた恐おそるべきクソジジイだった。

　絵については弟で子しとして尊敬しているし、様々な手て解ほどきもしてもらったが、人格が壊かい滅めつ的でリオンは何度殺されかけたか分からない。

　本人は『絵だけ上う手まくなっても意味がないのだ。すべてはこの世界で生きのびるための修業、つまりは愛の鞭むちじゃよ』とか言っていたが、寝ね込こみに矢を射られるわ、食事に毒を盛られるわ、正直、道中で遭あった魔ま獣じゆうや野盗なんかより師匠の方がよっぽど危険な存在だった。

　そして最後には突とつ然ぜん『今日で免めん許きよ皆かい伝でんとする』と言い、なんの説明もなく弟子の右手に何かの細工をして、唐とう突とつに姿を消した。

　その細工がかつて世界を滅ほろぼしかけた魔ま王おうの右手だと知ったのは、それから二年と半年後──最初の脱だつ獄ごくで謎なぞの『塔とうの住人』に出会った時である。

「まあ、あの修業の日々で常に命を狙ねらわれてたおかげで、この監獄でもやっていけてるのかもしれないけどな。……ああ、そうだ。無事に脱獄できたらこの右手であのジジイぶっ殺そう。師匠を超こえるのが弟子の義務だもんな。うん、そうしよう。絶対しよう」

　リオンはそう呟き、胸中で師匠の殺害計画を練り始める。

　その横でアネットは難しい顔で眉まゆを寄せていた。

「……何やら大層、滅め茶ちや苦く茶ちやなお話でございますね。魔王様がまさかそんな生活をずっとされていたとは……」

　そして、ふと何かに気づいたようにアネットは口を閉ざした。

　その視線の先にはぶつぶつと殺害計画を練るリオンの姿。

　新緑色のアネットの瞳ひとみが静かに細められる。──まるで何かを見通そうとするかのように。

「魔王様、あなたはひょっとして……」

　その囁ささやき声をアネットは途と中ちゆうで止めた。深く思案するように少しの間押し黙ると、気持ちを切り替かえるように首を振ふって、空になったリオンのティーカップへ再びお茶を注ぐ。

　思考に没ぼつ頭とうしていたことに気づき、リオンは顔を上げた。

「ああ、すまん。今、何か言いかけてたか？」

「いいえ、何も」

　何事もなかったようにアネットは笑えみを浮うかべた。「？　そうか」とリオンがティーカップへ手を伸のばすと、その袖そで口ぐちがついっと引っ張られた。

　アネットはややあからさまなほど、ポッと頰を赤らめた。

「それよりも魔王様……わたくし、先ほど勘かん違ちがいさせられたせいで体が火ほ照てってきてしまいました。魔王様のせいですので責任を取って下さい。お慰なぐさみを頂ちよう戴だいしたく思います」

　何が自分のせいなのか分からないが、これが鈍感なところなのかもしれないと慎しん重ちように捉とらえ、リオンは深く頷うなずいた。

「ああ、構わないぞ」

　お慰みがほしい。つまりは発情してしまって我が慢まんできないということだ。

　魔王の修道女、シスター・アネット。

　彼女はかつて署長によって催さい眠みん調教をされた身であり、そしてそれとは無関係に普ふ段だんからイヤらしいことを考えているシスターである。

　リオンはアネットの催眠を修正する折、発情対象を『筆』にしようとして失敗し、『リオン』に発情するようにしてしまった。

　それを申し訳なく思い、アネットに求められた時はいつでも応じようと考えている。

　レオナやキリカに見つかるとなぜか烈れつ火かの如ごとく怒おこられるのだが、アネットが喜ぶのだから断る理由などないのに、とリオンは思っている。

「それで俺はどうすればいい？」

　アネットは自分の頰に両手を当て控ひかえめに答えた。

「……はい、舐なめさせて頂ければ」

　ふむ、と少し考え、左手を掲かかげる。

「指がいいか？」

　するとアネットは驚おどろいたように目を丸くした。

「宜しいのですか……？　魔王様の指は絵え描かきの指です。まかり間ま違ちがってわたくしが歯でも立ててしまったら……いえ、もちろんその時は魔ま術じゆつで治して差し上げられますが、それでも良よい気分がしないのでは……？」

　リオンは思わず笑ってしまった。「何を言ってるんだ」と肩を竦すくめる。

「君はそんなことしないよ。どんなに快楽に溺おぼれようとも、たとえ無意識であろうとも、本当の意味で人を傷つけることなんてできない。君がそんな女性だって俺は知ってる」

　すると、ドキリとした表情でアネットは口を噤つぐんだ。そして困ったように目を逸そらし、

「……そういうところです、魔王様。こちらの弱さや醜みにくさをすべて受け入れて、その上でそんなふうに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せるものだからレオナ様やわたくしは……ハァ、まったく困った方です」

「うん……？　つまり指じゃ嫌いやだってことか？」

「喜んで頂きます。──かぷっ」

　可愛かわいらしく声を出し、アネットは差し出された人差し指を咥くわえる。

　しっとりとした生々しい温かさが指を包み、リオンは「おー」と感かん嘆たんした。

　だが変化はむしろアネットの方が激しかった。

「んンっ、あふぅ……っ！」

　指を咥えた途端、まるで電気が走ったように全身が痙けい攣れんし、白い肌はだが見る間に朱しゆに染まっていく。催眠の影えい響きようである。アネットはリオンに触ふれると、自我が揺ゆらぐほどの快楽を感じるのだ。

　露ろ出しゆつした修道服の胸むな元もとで大きな胸がリズミカルに弾はずみ、アネットは夢中になって指をしゃぶる。人差し指の先から根元まで「んン、んはっ、ハァ」と吐と息いきしながら何度も何度も往復する。

「楽しそうだな。うん、良いことだ」

「……っ」

　リオンが何の気なくそう言うと、アネットは恥はずかしそうに身をよじらせた。だがそれでも指をしゃぶる速度は緩まない。

　──ほう。

　その表情を見た途と端たん、リオンは自分のスイッチが入ったことを感じた。

　快楽を貪むさぼる劣れつ情じようと、それを恥じ入る清純な精神。

　その矛む盾じゆんした在り様は、リオンの創作意い欲よくを激しく刺し激げきしてくる。

　……これは描かきたいな。

　必死に顔を前後させ、珠たまのような汗あせが浮かんできた首筋。ここは面相筆がいいだろう。

　一方、情欲で火照った頰ほおとアネットの赤い髪かみ、ここのコントラストは重要だ。色をつける時、ムラが出ないように繊せん細さいに注意しなくてはならない。
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「もっとよく見せてくれ」

　修道服のヴェールに包まれた髪に右手を差し入れる。革かわ手て袋ぶくろのザラザラした表面がアネットの耳に触れた。これが完全に不意打ちだったらしい。

「ああン！　ビリビリしちゃうぅ……っ」

　弓なりに体をしならせ、アネットはビクビクッと痙攣した。

　すると胸元がずり下がり、豊かな双そう丘きゆうが砲ほう弾だんのように勢いよくこぼれ出る。

　ぶつかり合うようにふるふると揺れる胸はその存在感に似合った重さがあるらしく、腰こしを浮かせたアネットは胸から崩くずれ落ちていく。

　当然、目の前にいるリオンは受け止める。

「おっと、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ひゃっ!?　は、ああああンッ！」

　わがままに右往左往する双丘がリオンの胸板にぶつかり、くにゅうと柔やわらかく形を変えた。その先端は完全に無防備で、看守の制服の独特な肌はだ触ざわりを余すところなく味わわされる。アネットは快感に打ち震ふるえ、呼吸も荒あらく痙攣した。

　そして熱に浮かされた目で懇こん願がんする。

「ああ、見ないでぇ……んンっ、こんな淫みだらな姿、見ないで下さいまし……っ」

　アネットは自分から迫せまっていく時は心の準備をしているようだが、不意打ちだとそれができないようで、恥ずかしさで死にそうな顔をする。

　そしてそんな姿こそ、リオンは描きたくなるのだ。

「おいおい、アネット。口がお留守になってるぞ？」

　彼女が本心では悦よろこんでいることを理解しているリオンは、あえて冷たい口調になって続きを促うながした。

「ああ……なんてご無体な……、あふぅ……っ」

　もはや体に力が入らないのか、密着したままずるずると下がっていく。

　座っているリオンの足に縋すがりつくような姿勢になると、アネットは上うわ目め遣づかいでリオンを見上げた。

「お望み通り、ご奉ほう仕しさせて頂きます。わたくしの魔王様……淫らなこの口をどうぞお使い下さいませ」

　淫いん猥わいに開かれた唇くちびるへ、リオンは焦じらすようにゆっくりと指を差し入れた。

　今度は人差し指と中指の二本。

　それが口こう腔くうまで入り込むと、アネットは恭うやうやしく唇を閉じる。

　リオンはもう一方の手でテーブルに頰ほお杖づえをつき、からかうように口の端はしをつり上げた。

「今度は咥えた音は無しなのか？　もっと聴ちよう覚かくも愉たのしませてほしいもんだ」

「ああ、なんて容よう赦しやのないお言葉……っ。かしこまりました。どうぞ、わたくしのはしたない音をお聞き下さいませ……かぷっ」

　最初は可愛らしく、そして次し第だいにじゅぶじゅぶと淫らな音を立て、指がしゃぶられる。

　その途中でリオンはいきなり指をぐっと突つき入れた。

「……ンはぅ!?　ひゃっ、あッ、あッ、んんンっ!?」

　アネットの前後の動きをかき乱すように、激しく指を出し入れする。

　最近、リオンはこうした看守めいた振る舞まいが板につき始めていた。

　最初に看守らしく振る舞ったのはキリカに身体検査をした時で、その際はレオナに指導してもらってようやく形になるかどうかの拙つたない演技だった。

　だが最近ではそのレオナをして『あたしは何かとんでもないものを目覚めさせてしまったのかもしれません……』と言わしめる程ほど、看守の振る舞いに凄すごみが出始めている。

「ンっ、んっ、ンっ、ああンっ」

　アネットは苦しそうにえずきながら、しかし指の動きについていこうと必死に頭を動かしている。苦しみながらも彼女が激しい悦びのなかにいることをリオンは見み抜ぬいていた。

　その証しよう拠こにアネットは決して離はなされまいとして、リオンの足へしがみついている。

　あまりに強く身を寄せ過ぎて、リオンの膝ひざが胸の谷間に埋うまってしまっているほどだ。

　その姿を見ながら、リオンは口の端をつり上げる。

　……さあ、ここからどっちに導いてやるのがより美しいか？

　一つはこのままアネットが高ぶり切るまで丁てい寧ねいにいじめてやること。

　そしてもう一つは──まったく予期せぬ形で突き落とすこと。

「後者だな。さあ、無様にいっちまえ」

　冷れい淡たんに命じると同時に、口腔内の二本の指で器用に──アネットの舌先を挟はさんだ。

　ビクンッと震えつつ、アネットはそれでも指を離すまいと吸いついた。だがそれを見み越こしたリオンが舌の表面を指先で激しく撫なで上げる。

　潤うるんだ両目が見開かれ、嬌きよう声せいが木霊こだました。

「あ、あ、あ、ダメ、まだ続けたいのに!?　我慢できないぃぃぃっ！　あァ、やァぁぁぁぁぁン──ッ」

　足へしがみついていた両手が離れ、着崩れた修道服の全身が大きく仰のけ反る。その身がビクンビクンッと今までで最も大きく痙攣した。

　アネットの表情は完全にとろけきっており、身をよじるような痙攣が終わると、背後の椅い子すへ仰あお向むけに倒たおれた。

　そのままぷっつりと糸が切れたように力が抜ぬけ、軟なん体たい動物のようにぐにゃりと椅子にもたれかかる。

「……はァ……はァ……し、死んでしまうかと思いましたぁ……」

　露出したままの胸が山脈のように天てん井じようを向き、呼吸に合わせて上下している。

　リオンはそんな彼女を満足げな顔で見つめた。

「ふふ、何一つ思い通りにならなかった、っていう顔だな？」

「はふぅ……ええ、わたくしが本気になれば……もう少し主導権を握にぎれると思っておりましたのに……ハァ、終始、魔ま王おう様に弄もてあそばれてばかりで……正直、忸じく怩じたる思いですわ……あふぅ……」

「その悔くやしそうな顔が見たかったんだ。とても綺き麗れいだ」

　アネットが持つ情じよう欲よくと羞しゆう恥ち、そこに一いつ滴てきの雫しずくのように混じる屈くつ辱じよく。

　これは素す晴ばらしい絵になると確信し、リオンは早くもスケッチを始める。

「……魔王様はいじわるです。今のわたくし、およそ女性として最も無防備な状態ですのに……。こんな姿、描かないで下さいませぇ……」

　アネットは恥ずかしそうに身じろぎする。だが顔も胸も隠かくしはしない。

　リオンが求めるならば、どんなに恥ずかしくても拒こばめない。それがアネットという少女だった。

　リオンはスケッチ用の木炭を意い気き揚よう々ようと走らせる。だがただの紙束ではすぐに物足りなくなってきた。

「んーむ、これはちゃんとキャンバスに描くべきだな！　アネット、ちょっとそのままでいてくれ。動いたらダメだぞ？　絶対、絶対な。まだ手つかずのキャンバスがあるから、少し待て。すぐ、本当にすぐだから！」

　と、腰を浮うかせたリオンの動きがぴたりと止まる。

　ベッドのシーツから一いつ対ついの目がじぃーっとこちらを凝ぎよう視ししていた。

「あー──……っと、レオナ？」

「はい、あたしです」

　ズズズ……ッとシーツの闇やみからレオナが顔を出した。

　表情は笑っているが、ナワバリを荒あらされた小動物の如ごとき怒いかりのオーラが迸ほとばしっている。

「ええっと……レオナ、いやレオナさん？　眠ねむってたんじゃないのか？」

「あんな大きな喘あえぎ声が聞こえて目が覚めなかったら、それ死んでますよね？　そう思いません？」

「んー、うん、一理あるな。レオナさんは大層聡そう明めいだ」

　リオンは引きつった顔で頷うなずき、アネットは「あらあら」と困り顔になる。

　レオナはさらに怒りのオーラと笑えみを深くし、

「アネットさーん？　三番目で異存はないって言ってませんでしたっけ？　それどころか自分の愛情は崇すう拝はいだから邪じや魔まはしないとも言ってましたよね？　あたし、ちゃんと覚えてますよー？」

「ああ、どうか誤解なさらないで下さいませ、レオナ様。魔王ハイレイン教にはこんな時にぴったりの教義がございます」

　アネットは慌あわてたように首を振ふる。だが椅子にもたれかかったまま、丸出しの胸も上気した肌はだもそのままである。そして修道女は厳おごそかに言った。

「──汝なんじ、いかに間ま違ちがいを重ねようとも、それはそれ、これはこれ、体だけならだいたいセーフ♪」

「アウトですよーっ!?　っていうか、いいんですかそれ修道女としてーっ!?」

「いや魔王教ならそれでいいんじゃないか？　情欲と清らかさが半々な感じでとてもいいと思う」

「そういう話じゃないんですっ！　どうせよく分かってないんだからリオンは話に入ってこないで！」

「お、おお、なんかすみません……」

　思わず敬語になってしまった。そこへアネットが再び、

「落ち着いて下さいませ、レオナ様。これでもわたくし、きちんと分を弁わきまえているつもりでございます。この身を倫りん理りの化け身しんと呼んで頂いても構いません。修道女はそれだけ礼節を重んじるものでございますから。ただ……」

「ただ、なんです？」

　アネットはポッと頰を赤らめた。

「体だけは正直なもので」

「肉にく欲よくの化身じゃないですかーっ!?」

　元・詐さ欺ぎ師しの少女はベッドから跳はね起きて絶ぜつ叫きよう。そのまま頭を抱かかえてがっくりと突っ伏ぷす。

「なんでこの独どく房ぼうはどっかしら変な人ばっかりなんですかぁ……っ。アネットさんはまともな人だと思ってたのに、エッチなこと一点突とつ破ぱで倫理観おかしいなんて……っ」

　項うな垂だれるレオナに声を掛かけてやりたいとリオンは思ったが、このパターンは何を言っても火に油だとこれまでの経験が告げていた。

　どうしたものか悩なやんでいると、ふいに──左手のブレスレットが点てん滅めつした。

　光に気づいたらしく、レオナが顔を上げ、アネットも修道服で胸むな元もとを隠してこちらへ目を向けた。

　リオンの表情が変わる。

「通信申しん請せいだな。珍めずらしいこともあるもんだ」

　リオンが左手にしているブレスレットは看守の支給品である。これを使うと囚しゆう人じんたちの首輪の封ふう印いんを外せる他ほか、監かん獄ごく内に設置された様々な魔ま術じゆつを起動することができる。

　この点滅の仕方は通信申請だ。リオンはさっと独房内に目を走らせる。

　……よし、脱だつ獄ごく計画が露ろ見けんしそうなものはとくにないな。

　確かく認にんを終え、ブレスレットへ告げる。

「通信許可。ミタマの召しよう喚かんに応じる」

　するとブレスレットがさらに輝かがやき、ぽんっと弾はじけるようにして一いつ匹ぴきの混血種が現れた。

　毛玉のような可愛かわいらしい見た目のそれは監獄の監かん視し役、ミタマである。

　ミタマは『天空の大監獄』の魔術系統すべてを司つかさどると同時に、その力で看守たちのサポートもしている。

　先ほどのブレスレットの点滅は、誰だれかが連れん絡らくのためにミタマをこちらへ寄よ越こそうとしてのものだ。

「きました。きました。お前は。リオン・ハイレイン。二級看守。ですか」

　一語一語を区切ったミタマの独特な喋しやべり声が響ひびく。

　ミタマは一匹ずつ微び妙みように個体差があり、今やってきたのは毛玉の一部が前まえ髪がみのように突き出たタイプだった。その前髪をふよふよと揺ゆらすミタマに、リオンは頷きを返した。

「ああ、そうだ。用件を言え」

「お前を。お前を。呼んでいます。すぐにこいと。言っています」

「相手は誰だ？」

　ミタマが可愛らしい声で告げたのは、恐おそろしく不ふ吉きつな名だった。

「署長。署長。お前らのなかで。一番偉えらい。──アルカマリア署長。です」







　二章




『天空の大監獄』の署長室は島の地表に位置している。

　二級看守であるリオンは本来立ち入りが禁止されているのだが、今回は署長自身の呼び出しなので許可が下りている。

　とはいえ地表への門を通った途と端たんに無数のミタマがあちこちから姿を現し、ガラス玉のような目に監視され続けた。ほとんど針のむしろのような状態である。

　またとない機会なので、再び地表を脱獄ルートにできないか可能性を探さぐろうとしたのだが、このミタマの監視を振り切るのは容易ではないだろう。やはり現実的な手段ではない。

　やがて署長室に着き、リオンは扉とびらをノックした。

「リオン・ハイレイン二級看守です。ご命令により参上しました」

「きたか。いいぞ、入れ」

　扉を開ける。リオンがこの署長室を訪おとずれるのは地上から看守として連れてこられた時以来である。室内の様子はその時と変わらず、異様の一言だった。

　頭ず蓋がい骨こつを模した燭しよく台だい、動物の生皮でできたテーブルクロス、真っ二つにされて断面図になった魔ま獣じゆうの剝はく製せい、その他諸もろ々もろの醜しゆう悪あくな家具の山。

　壁かべ際ぎわには署長のコレクションの囚人たちが一糸まとわぬ姿で立たされていた。

　コレクションの模造品を飾かざる看守は多いが、署長の場合はコレクション自身をこれ見よがしに飾っている。おそらくは部下が訪ねてくる時だけなのだろうが、羞恥に涙なみだぐんでいる少女たちを見ていると静かな怒りが湧わいてくる。痛みや哀かなしみだけのこの空間にはセンスがない。

「待ちくたびれたぞ、ハイレイン。金に困ってとうとう首でも吊つったかと思っていたところだ」

　署長のアルカマリアは執しつ務む机に足を投げ出して、スティック形の鞭むちで手いじりをしていた。その制服は布地が少なく、胸元やヘソが露ろ出しゆつしている。肩かたを竦すくめて笑うと、黄こう砂さのようなロングヘアが扇せん情じよう的に揺れた。リオンは軽く首を振り、

「そう思うなら代金を負けてくれたっていいんですよ？　実際、普ふ通つうなら餓が死ししてたっておかしくない金額だ」

　リオンは以前にこのアルカマリアからアネットを購こう入にゆうしており、現在もその支し払はらいは続いている。

　最近は同どう僚りようのマティーリが喜んで絵を買っていくので生活には困っていないが、署長への支払いで看守の給金はほぼゼロだ。看守としては完全なタダ働きの状態である。

「貴様はなんのかんのと糊こ口こうを凌しのぐ手段を見みい出だしているのだろう？　貴様がそういう有能な男だと知っていたから私は１２９番を売ってやったのだ。つまりは信しん頼らいというものさ」

「それはまた……光栄の至りです」

「冗じよう談だんで言っているわけではないぞ？　私はバルドロックが１２９番を手に入れるだろうと思っていた。それを貴様は覆くつがえしたのだ。相応の実力と覚かく悟ごがあると私は評価している」

　……きたな、とリオンは胸中で警けい戒かいの度合いを一気に強めた。

　眉まゆを詰つめ、痛ましげな表情を作って首を振る。

「覆した、という言葉の意味は分かりませんが、まさかバルドロック副署長があんなことになるなんて思いもしませんでした。俺はただ日ひ頃ごろお世話になっている副署長にちょっとイタズラをしようとしただけのつもりだったんです。今は副署長の形見のつもりで１２９番を可愛がっていますよ」

　バルドロックというのはすでに死亡した副署長の名である。

　最初の脱獄を試みた際、その前段階としてリオンは囚人のオークションで１２９番のアネットをバルドロックと競せり合った。

　競り勝ったのはバルドロックだったが、その後に逃とう走そう中のリオンと戦い、バルドロックは結果的に死亡している。

　何も知らない人間からすれば『オークションで競り負けたリオンがバルドロックを暗殺し、まんまと１２９番を手に入れた』という見方もできるだろう。

　だがその程度の憶おく測そくならばいくらされても問題はない。

　相手が副署長という大物なのは異例だが、囚人を巡めぐる看守同士の殺し合いなどこの監獄では日常茶さ飯はん事じである。

　問題は副署長殺しの嫌けん疑ぎを通して、脱獄計画が露見していないかどうかだ。

　現在、この監獄でリオンたちの計画を知っているのは、同じ目的を持つヴァレリア一派と『塔とうの住人』だけだ。

　かつて魔ま王おうが世界を滅ほろぼしかけた時、空から降臨した神々──『外がい殻かくの神々』が長い戦いの果てに魔王を打ち斃たおした。

　その後、魔王が残した絵画を封印するために『外殻の神々』が空に築いたのがこの『天空の大監獄』である。

『塔の住人』は監獄の中心である『氷ひよう珠ずの塔』に住んでおり、『外殻の神々』たちそのもの、もしくはその子孫たちと目されている。

　リオンは以前、その『塔の住人』であるスピカという少女に出で逢あった。

　スピカは脱獄を容認するような物言いをしていたが、リオンはその言葉を信用していない。むしろなんらかの意図があって、こちらを泳がしているのだと考えている。

　そんな状態のなか、この監獄で唯ゆい一いつ『塔の住人』と直接コンタクトを取っているのがアルカマリア署長である。

　アルカマリアがスピカから脱獄に関して何かしらの情報を得ているのか、いないのか。

　それについては完全に未知数だった。

　最悪、スピカの意図とは無関係にアルカマリアが脱獄犯としてこちらをなぶり殺しにしようとする可能性さえある。

　署長はリオンたちの脱獄に勘かん付いているか否いなか。

　ミタマからの呼び出しを受けた時、リオンはついにその答えが出る時がきた、と覚悟を決めていた。

「私は持って回った言い方が嫌きらいでな。単刀直入に訊きいてやろう」

　アルカマリアの手のなかでスティック形の鞭がバチンッと音を立てた。

「バルドロックを殺したのは貴様か？」

　値ね踏ぶみするような鋭するどい視線だった。それをリオンは無表情に受け止める。

　問いに対する答えはイエスでありノーだ。

　最終的にトドメを刺さしたのはリオンではない。だがどちらにしろ生かしておくつもりはなかった。

　重要なのはこの質問の意図がどこにあるかだ。少しの間思考し、リオンは口を開く。

　考えた末、唇くちびるに乗せたのはブラフではなく、率そつ直ちよくな本音だった。

「俺はこの監獄にきた当初からあの人に目をつけられていました。だから死んでくれて助かったことは事実です。ただまぁ……嫌いな男ではなかった。かと言って、もしも仕留めるチャンスがあったなら見み逃のがすかというと、答えはノーです」

「私は持って回った言い方が嫌いだと言ったはずだが？」

「これ以上、端たん的てきな言い方はありません」

　静せい寂じやくが下りた。

　聞こえるのは壁際にいる裸ら体たいの少女たちの押し殺した息いき遣づかいだけ。

　やがて口を開いたのはアルカマリアの方だった。扇情的なその唇に浮うかんだのは、笑えみである。

「思い起こせば、バルドロックは持って回った言い方をする男だった。今、貴様がそうしたようにな」

　アルカマリアが肩を竦め、鞭でリオンの方を指し示した。

　すると壁際にいた囚しゆう人じんの一人が書類の束を手にしてこちらへやってくる。

　訝いぶかりつつもリオンがそれを受け取ると、アルカマリアは執務机で頰ほお杖づえをついた。

「新たな副署長選任の儀ぎを開かい催さいする。その名は『熾し天てんの儀』。遥はるか数百年前から監かん獄ごくの要職者を選任してきた由ゆい緒しよある儀式だ」

　渡わたされた書類に目を通す。要点だけかい摘つまんで読み、リオンはさすがに言葉を失った。

　熾天の儀。その概がい要ようは署長公こう認にんの殺し合いだ。複数の看守たちが囚人を使って魔ま術じゆつ戦を行い、勝ち残った者が新たな副署長になるという。

　恐ろしいのは、そこになんら意味がないことだ。囚人の奪うばい合いが争いに発展することはあっても、外敵など存在しないこの監獄で公おおやけに武力を競きそう必要などどこにもない。

　由緒がどうとか言っているが、正直、そう嘯うそぶいているだけでただの署長の趣しゆ味みではないかとリオンは思った。

「貴様を副署長候補の一人に指名する。熾天の儀を戦い抜ぬき、己おのが力を示せ」

「な……っ!?」

　唐とう突とつに言われ、一いつ瞬しゆん絶句した。思わず慇いん懃ぎんな演技すら消し飛ぶ。

「何を言っているんだ!?　一体どういうことだ、それは!?」

「多くの説明が必要か？　いいや必要ないはずだな。私がやれと言ったのだ。貴様はただ粛しゆく々しゆくと私の命令を受け入れ、やるだけだ。盛大な殺し合いをな」

　監獄の支配者たるアルカマリアは黄砂のような髪かみの下、その瞳ひとみを愉ゆ快かいそうに細めた。

「貴様が嫌いではないと言ったバルドロックの後任だぞ？　喜び勇んで勝ち取るがいい」







　その後、ハイレインが退出すると、アルカマリアはコレクションの囚人たちを床ゆかに寝ねそべらせ、肉のベッドにした。

　アルカマリアがブーツのまま乳ち房ぶさや太ももを踏ふんでベッドに上がると、折り重なった囚人たちから「あ……っ」だの「うぅ……っ」だのと呻うめき声が聞こえる。

　一ひと際きわ大きな乳房を枕まくらにして横になり、ハイレインに渡したのとは別の書類へ目を通す。

「リオン・ハイレインか。『塔の住人』がここまで動くとはな。ふふ、なかなか愉たのしませてくれる」

　熾天の儀を開くことになったのは『塔の住人』の意向である。

　公には由緒ある儀式と発表する予定だが、実際のところ『天空の大監獄』数百年の歴史のなかで熾天の儀なるものが開催されたのは初期の数回だけだ。

　事実、アルカマリアやバルドロックは最初から署長と副署長の役職に就つく者としてこの監獄に連れてこられている。

　だがその矛む盾じゆんをわざわざ指し摘てきする者などこの監獄には存在しない。

　署長の言葉こそが絶対であるというのがその理由であるが、それ以上に誰だれもが娯ご楽らくに飢うえているのだ。誰よりもアルカマリア自身がそうであるように。

「刺し激げきが必要だ。この退たい屈くつな平へい穏おんをぶち壊こわすほどの刺激がな」

　寝そべっているベッドへ向けて、アルカマリアは鞭を振ふり下ろす。

　鼻先や胸の先せん端たん、性器という敏びん感かんな部分を打ち据すえられ、少女たちの悲鳴が上がる。

　だが幾いく千せん幾万も聞いたそんな音色ではもうアルカマリアの渇かわきは潤うるおせない。

「『塔の住人』自らが選出した二人の男。貴様らが私を愉ゆ悦えつの渦うずへと叩たたき込んでくれることを期待しているぞ」

　書類を目の前に掲かかげ、アルカマリアはほくそ笑む。

　熾天の儀の参加者のほとんどは高位看守の一級、そして幹部である特一級の看守たちからアルカマリアが選んだ。

　だが例外として『塔の住人』の意向によって選ばれた二級看守が二人いる。

　一人は先ほどこの署長室を訪おとずれたリオン・ハイレイン。

　そしてもう一人は──ハイネ・ロットアインという絵え描かきである。







　リオンは署長室から帰る足でキリカとフィーネを迎むかえにいき、三人で独どく房ぼうに帰き還かんした。

　心配して待っていたレオナとアネットに、とりあえずは無事に帰ってこられたことを示し、リオンは定位置のイーゼルの前に座る。

　キリカはテーブルのそばの椅い子すに座り、その向かいにアネットも着席した。

　レオナは自分のベッドの上にぺたんと座り、フィーネは我関せずという顔で壁かべに背を預けている。

　開口一番、署長室での顚てん末まつを話すと、少女たちはそれぞれに驚おどろきを露あらわにした。

　まず一際大声で眉を立てたのはキリカである。

「何その辺境の民族みたいな野や蛮ばんな儀式！　王都だったらあり得ないわよ。文明人のやることじゃないわ」

　アネットもおろおろと動どう揺ようし、胸の前で手を組み合わせる。

「ただ一人を選ぶために命を奪い合うなど、あまりに哀かなしいことでございます」

　一方、話を聞いて即そく座ざに思案顔になったレオナは慎しん重ちように口を開いた。

「リオン、一応確認しておきますが、拒きよ否ひ権は？」

「ないな。参加は署長命令だ。断ればそれこそ命がない」

「じゃあ……」

　レオナの問いかけにリオンは頷うなずいた。

「やるしかない。俺たち全員で熾天の儀に参加する」

　それぞれが厳しい表情で沈ちん黙もくした。

　なかでも最も的確に現状を認識しているのは、やはりレオナだった。

「拒否権がないなら参加するより他ほかありません。でも……これは本格的にマズいですね」

「何がでございますか、レオナ様？」

「単純なことです。リオン、その熾天の儀は大々的に他の看守たちと殺し合いをするんですよね？　だとすれば……」

「ああ、他の看守たちが全力で絵画の魔術を使ってくるなか、俺たちはほぼまったく魔術が使えない」

　キリカとアネットが揃そろって『あっ』という顔をする。

　まずリオンの右手の作品番号６６６番『魔王』は言わずもがな。

　レオナの作品番号４８８番『霧む海かいの騙だまし絵』はリオンが右手で絵え柄がらを変えてしまっているので公の場では使えない。

　キリカの作品番号３５７番『無限煉れん獄ごく』も隠かくし絵だったことが先日判明し、その解放によってこれまた絵柄が変化していて元には戻もどらない。そこに込められた『雷いかずちの礼装化』の魔術は極きわめて強力で、公に使えば目をつける看守がいるだろう。リスクが高過ぎる。

　唯一堂々と使えるのはアネットの作品番号１２９番『虹にじを待つ裸ら婦ふ』だが、これは回復系統の魔術なので戦せん闘とうの役には立たない。

　そしてリオンは戦力に数えていないものの、フィーネの作品番号２７５番『伯はく爵しやく夫人の薔ば薇ら園にて』も魔ま獣じゆうを使し役えきする魔術なので、そもそも魔獣がいる場所でなければ意味がない。

「そして、さらに面めん倒どうなのは熾天の儀のルールだ。これを見てくれ」

　リオンは懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出し、皆みなに見えるように掲げる。

　それはいつも使っている懐中時計とは別物で、複数の歯車が組み合わさったようなデザインをしている。署長室で説明を受けた後、アルカマリアから渡された熾天の儀の属具である。それを見て眉まゆをひそめたのは、キリカだった。

「それ、ひょっとしてスピカが持ってた懐中時計……？」

「ああ。ただしそのレプリカだ」

　このなかで唯一、リオン以外で『塔とうの住人』と邂かい逅こうしたのはキリカだけだ。

　今リオンが手にしている懐中時計はその『塔の住人』であるスピカが首から下げていたものと酷こく似じしている。すると今度はレオナが目を瞬またたいた。

「あれ？　リオン、左手のブレスレットは……？」

「そのブレスレットが今この懐中時計のなかにある」

　いつも左手につけている看守のブレスレットをリオンはつけていなかった。

　全員に見えるように懐中時計の盤ばん面めんを開く。するとそこにセットされたブレスレットが垣かい間ま見みえた。

「看守のブレスレットには受け持ちの囚人の情報が書き込まれている。俺の場合はここにいるみんなの分の情報だな。熾天の儀ではこのブレスレットを取り込んだ懐中時計を奪い合う。自分以外のすべての看守から懐中時計を奪い、地表の署長のもとへ辿たどり着くというのが勝利条件だ。それを成した看守が次の副署長になる」

　アネットが青い顔で「ということは……」と呟つぶやいた。

　レオナが深刻な顔で後を引き継つぐ。

「参加したすべての囚人を勝者が総取り。リオンが敗まけたらあたしたちは他の看守の所有物になります」

　ああ、と頷き、リオンは懐中時計の盤面を閉じた。

　通常時、ブレスレットはミタマの認証によって看守と魔術的に繫つながっている。よって普ふ段だんの生活でただブレスレットを奪っても囚人の所有権は移動しない。

　これは熾天の儀のみの特とく殊しゆルールだ。おそらくは副署長となった人物が就任時から多くの囚人を所有できるように作られたルールだろう。

　なるほどね、と椅子に深く腰こし掛かけ、腕うでを組んだのはキリカ。

「まあ、殺し合いをするってことは、もしも懐中時計を奪われた時にはリオンは殺されちゃってるわけでしょ？　だったらその後、わたしたちがどこの看守の物になるかなんて考えるだけ無む駄だだわ。要は勝てばいいのよ」

「頼たのもしい限りだ」

　思わずリオンは苦く笑しようを浮うかべた。

　厳密には必ずしも参加した看守全員が死ぬわけではない。

　たとえば敵対した相手に最初から懐中時計を差し出してしまえば、場合によっては命までは取られないかもしれない。

　だがこの監獄で手持ちの囚人すべてを失った場合、雑ざつ居きよ房ぼうの三級看守に降格となる。

　三級看守の待たい遇ぐうは決して恵めぐまれたものではない。しかも一度三級になってしまえばそれ以降の昇しよう進しんはほとんど見込めない。となれば熾天の儀に参加する看守たちは全員決死の覚かく悟ごで挑いどむことになるだろう。やはり最終的に行き着く先は殺し合いである。

　リオンは深刻な表情の皆を見回し、「そんなわけで」と口を開いた。

　ひどく軽い調子で肩かたを竦すくめる。

「適当にぱっぱっと勝ち抜こう」

　え？　とレオナ、キリカ、アネットが目を瞬く。そのなかでおずおずと質問してきたのはアネットだった。

「あの、魔ま王おう様？　そんな簡単なことなのでしょうか……？」

「ああ、簡単だぞ？　普ふ通つうにやれば十中八九敗けはない」

　三人が反応に困っているような顔をしているなか、リオンは署長から渡わたされた書類の束をぱらぱらと捲めくる。

「熾し天てんの儀ぎに参加する看守は俺を含ふくめて十二人。ほとんどが一級や特一級の看守たちだ」

「ってことは強力な魔ま術じゆつを宿した囚しゆう人じんもたくさんいるってことですよね？　それこそアネットさんや『収束する妖よう光こう』みたいな１００番台の絵画なんかも……」

「だろうな。でも、だからこそだ」

　リオンは椅子の上で伸のびやかに足を組んだ。

「この監かん獄ごくでは強力な絵画を手にしている看守ほど、自分は無敵だと思い込む。魔術を使うことしか頭にない相手、それもわざわざ足並みそろえて始まるような戦いなら俺たちに敗けはないんだ。力押しだけの戦法を封ふう殺さつする手段なんていくらでもあるからな」

　バルドロックとやり合った時は、リオンもまだ甘かった。相手を殲せん滅めつすることよりも脱だつ獄ごくを優先した結果、１００番台の魔術に後おくれを取った。だがもう同じ轍てつは踏まない。今度は完かん璧ぺきな布ふ陣じんで事に当たる。

　するとそれまで壁かべ際ぎわで黙だまっていたフィーネが唐とう突とつに笑い声を上げた。

　リオンは不ふ機き嫌げんさを露わに眉をつり上げる。

「何がおかしい、２７５番？」

「いやなに、別段意味などないさ。私は笑いたくなったから笑っただけだ」

「へえ、お前に声を上げて笑う権利なんてあると思っているのか？」

　ゴゴゴ……ッ、と猛もう烈れつな威い圧あつ感かんを持ってリオンは立ち上がる。

　するとフィーネは途と端たんにビクッと震ふるえ、慌あわてだした。

「ちょ、ま、待て!?　いきなりそんな全力で怒おこることないだろうが!?　というか私には声を上げて笑う権利もないというのか!?」

「お前には泣く権利も笑う権利も呼吸する権利も何もかもないんだよ。最初からなァ！」

「あー、もうやめなさいっての。話が先に進まないでしょ」

　壁際に進み出ようとしたリオンの襟えりをぐいっとキリカが引っ張った。

　リオンはまだ獣けもののようにグルルッとフィーネを威い嚇かくしているが、それを無視してキリカが水を向ける。

「フィーネ、本当は何か言いたいことがあるんでしょ？　わたしがこうして止めてるうちに喋しやべっちゃいなさい」

「あ、ああ……その、あれだ。私が笑い声を上げたのはだな……おそらく我が主あるじもハイレインと同じことを言うだろうと思ったからだ」

「ヴァレリアが？　……ああ、まあ確かにそうだろうな」

　まだ若じやつ干かん不満げながらリオンはイーゼルの前に座り直す。

　熾天の儀に参加する看守のなかに、ヴァレリア一派の看守であるハンスの名前はなかった。だがもし参加していたとすれば、あの脱獄王も他の看守たちを歯し牙がにもかけなかっただろう。それはリオンも同意せざるを得ない。

　リオンが座ったことで安あん堵どしたのか、フィーネは再び偉えらそうな顔になって言った。

「このような真っ当な戦いで、ヴァレリア様や貴様が他の看守に後れを取ることはまずない。だがハイレイン、他の看守たちを下し、その果てに貴様は何を成すつもりだ？　よもやこの監獄の副署長に収まろうという腹か？　だとすればこれほど滑こつ稽けいなことはないと思ったのだ、私はな」

「えっ、ちょっと確かに困るわよ、それ。わたし、地上に戻って革命とか諸もろ々もろの是ぜ非ひを確かめなきゃいけないんだから」

「わたくしも地上で魔王教を立ち上げませんと……。いえ魔王様のご意向にならば従いますけれども」

「えっと、あたしは……」

　なんとなくレオナ一人が言い淀よどむなか、リオンはイーゼルの前で軽く肩を竦めた。

「もちろん副署長になんかなりはしないさ。この監獄じゃあ看守だって捕とらわれの身みたいなもんだ。こんなところで偉くなったって意味がない。それに……」

　それに、いつまでも『塔の住人』の手中にいるわけにはいかない。

　いまだスピカのはっきりとした意図は定さだかではないが、おそらくそう猶ゆう予よはないだろうとリオンは睨にらんでいる。

「それに、何よ？」

「いやなんでもない」

　キリカの問いにリオンは軽く首を振ふり、熾天の儀の説明に戻った。

　テーブルの上に書類の一部を広げてみせる。そこに描えがかれているのは監獄内部の簡略化した地図である。

「熾天の儀の当日、俺たちは今いる独どく房ぼう塔とうの正面で儀ぎ式しきの開始を待つことになる。そして他の十一人の看守たちも普段自分が拠きよ点てんとしている場所を開始地点として参加するんだ。つまり熾天の儀は、この『天空の大監獄』全体を舞ぶ台たいとして行われる」

　その説明を聞き、レオナが「あっ、なるほどです！」と両手を合わせた。

　キリカとアネットはまだピンとこないようで成り行きを見ている雰ふん囲い気きだ。

　フィーネは壁かべに背を預けたまま、「ほう……」とこれまた理解を灯ともした表情だった。

　それぞれの反応を確かめ、リオンはテーブルに手をつき、「つまりは」とその企たくらみを口にする。

「俺たちはこの熾天の儀で──一気に脱獄ルートを開かい拓たくする！」

　キリカとアネットが両目を見開く。リオンはニヤリと笑えんで説明した。

　監獄全体が戦いの舞台となるため、熾天の儀の当日は二級看守では立ち入れない第三層以下も侵しん入にゆうが許される。

　よって必死に戦う振りをして下層へどんどん侵入する。そうして折を見てリタイアすれば、その瞬しゆん間かんからルート開拓の幾いく多たの作業に移ることができるという寸法だ。

　その際、問題になるのは懐中時計のことであるが、それもすでにクリアする手段を考案している。一見、危機的状じよう況きように思える熾天の儀だが、見方を変えれば脱獄計画を進める大きなチャンスなのだ。

　リオンがそう説明を終えると、キリカとアネットも納なつ得とく顔になり、それぞれに頷うなずいた。

「窮きゆう地ちからの一発逆転ってワケね。いいじゃない、そういうの好きよ？」

「さすがは魔王様でございます」

　一方、レオナは少しだけ唇くちびるを尖とがらせる。

「リオン、最初の『やるしかない。俺たち全員で熾天の儀に参加する』って言葉、あれわざと深刻に言いましたね？」

「おお、気づいてたかレオナ。まあ、危険なことに変わりはないからな。最初に危機感を高めといてもらおうと思ったんだ」

「聞いた瞬間に妙みようだと思いましたよ。あたしたちにリスクしかない状況なら、リオンは是ぜが非でも回かい避ひする方に策を練るはずですから」

　それはレオナからの絶対的な信しん頼らいの言葉だった。リオンは笑みを見せると、棚たなから本格的な監獄の地図を取り出す。そして一同は具体的な作戦会議に移った──。










　翌日、リオンはアネットとフィーネを連れて中央官舎の北きた棟とうを移動していた。

　今日は二人の刑けい務む作業があり、フィーネの２００番台の工場が中央官舎の反対側にあるためだ。

　中央官舎は独房塔よりも華か美びな造りになっている。基本は地上の城を模していて、天てん井じようからは青銅のシャンデリアが下がり、床ゆかは磨みがき抜ぬかれた大理石が続いている。監獄の主要な設備が多く設置されているので、囚人を連れた看守たちの通行も多い。

　そんななか、リオンたちは列柱式の回かい廊ろうを歩いている。

　熾天の儀まではまだ数日ある。その間は準備を進めながら刑務作業をこなす日々になるだろう。

　ちなみに今日も出発間ま際ぎわにキリカに釘くぎを刺さされてしまったので、フィーネに手を出すことができない。無念に思いつつ鎖くさりを引いて二人を先導していると、アネットとフィーネが後ろで会話している声が聞こえてきた。

「なるほどでございます。やはりガレク王国の紅茶は紫むらさきランカの葉が一いつ般ぱん的なのですね。今度、魔王様にご用意して頂けるようにお願いしておきますわ」

「別に私は茶などに拘こだわりはせん。水分を補給できればそれで十分だ」

　どうやらけんもほろろなフィーネに対して、アネットが話題を振り続けているようだ。

　独どく房ぼうのなかで孤こ立りつしがちなフィーネのことを性格的に放ほうっておけないのだろう。フィーネの方は煙けむたがっているようだが、アネットもあれでかなり粘ねばり強い。

　なんだかんだで続いている二人の会話を聞き流しつつ、北棟のエントランスに出る。

　ここは五階まで吹ふき抜けになっていて、風通しがいい。地下第一層なので、吹いているのは魔術で起こされた風だが、それでも爽さわやかな心地ここち良よさがあった。

　そのエントランスを横切っている最中、ふいに──フィーネが足を止めた。

「おい、ハイレイン。貴様、他の看守に恨うらまれるような覚えはあるか？」

　その声には妙な鋭するどさがあった。リオンも足を止め、答える。

「そこそこあるな。だがそう簡単に反はん抗こう心を芽生えさせるようなヘマはしていない」

「だとすれば、熾天の儀に参加する看守だろうな。周囲を見てみろ」

　その時にはリオンも気づいていた。

　いつの間にか人通りがなくなっている。先ほどまでは看守や囚人たちの姿があったにも拘かかわらず、見上げた五階まですべて無人となっていた。明らかに不自然な状況だった。

　なんらかの絵画の魔術か、それともミタマにこの辺一帯の通行禁止指示でも出させたのか。どちらにしろ意図的な人ひと払ばらいである。

「熾し天てんの儀の開始前に参加者を減らそうって腹か。確かに二級看守の俺は狙ねらいやすいだろうな。アネット、俺のそばから離はなれないでくれ」

「は、はいっ、かしこまりました」

「２７５番、お前は勝手にしろ。ただし独房の外で一定以上看守から離れれば、ミタマの防衛魔ま術じゆつが発動する。間合いの見み極きわめは自分でやれ」

　リオンが鎖を離すと、フィーネはそれを手に巻きつけてサーベルを抜いた。

「ふん、貴様のとばっちりだというのに身勝手な物言いだな。言われずとも自分の身ぐらいは自分で守る」

　三人は敵の出方を見るように息を潜ひそめる。静せい寂じやくが周囲を支配した。

　列柱の間から差す木こ漏もれ日。南側の庭園から聞こえるかすかな噴ふん水すいの音。緩ゆるやかに流れる風の感かん触しよく。吹き抜けになっている二階の廊下奥で──何かが光った。

「くるぞッ！」

　リオンは声を上げ、ホルスターから拳けん銃じゆうを抜く。

　同時、ゴォッと風の唸うなる音が聞こえ、二階から一体の獣が飛び出した。

　それは風をまとう虎とら。否いな、風そのものでできた虎だった。

　魔術光を伴ともなう気流が虎を形作っている。本来、風は不可視であるが、巻き上げられた石や礫つぶてによって虎の形を視し認にんできた。体たい軀くは本物の虎よりも二回りは大きい。組み伏ふせられたらタダでは済まないだろう。

「アネット、後ろへ逃にげろ！」

　リオンは指示を出し、放物線を描いて飛びこんでくる風の虎へ照準を合わせる。そのまま連続して発はつ砲ぽう。

「きゃあっ!?」

　同時、背後でアネットの悲鳴が響ひびいた。一いつ瞬しゆん気を取られたせいで照準が外れ、銃じゆう弾だんが風の虎をわずかに掠かすめる。

「どうした!?」

「魔ま王おう様、足元をご覧下さい！」

　振り返ると、アネットの足元から無数の腕うでが生えていた。いやアネットだけではない。リオンの足元にも真っ黒な影かげが広がり、そこからまるで幽ゆう鬼きのような青白い腕が何本も伸のびてきている。

「別の絵画の魔術か！」

　腕はアネットの足や修道服の裾すそを摑つかみ、走り出すことを阻はばんでいた。

　同時に、十数メートル先からは風の虎がこちらへ走ってきている。

　幽鬼の腕で足止めし、風の虎で喰くい千切るという作戦なのだ。

「この……ッ！」

　リオンは幽鬼の腕をブーツの足で思いきり踏ふみ潰つぶした。

　見た目は不気味でも物理的な形がある。踏み潰されたことで、腕はあらぬ方向に折れ曲がった。当然、そうなってしまえば物を摑むことなどできはしない。

「蹴けり飛ばせ、アネット！　物理的な攻こう撃げきは有効だ！」

「は、はいっ。てりゃーっ」

　気合いを入れてアネットも足を振り上げる。だが思いっきり空ぶりした。肉付きの良い太ももを惜おしげもなく晒さらして転てん倒とう。幽鬼の腕が一いつ斉せいに躍おどりかかっていく。

「ひゃ、ひゃあっ!?」

「アネットっ!?」

　風の虎へ牽けん制せい射しや撃げきをしていてリオンは動けない。その間に続々と幽鬼の腕が修道服の隙すき間まへと入り込んでいく。

「お、お助けをっ。魔王様以外に犯おかされるなんて嫌いやでございますっ！」

　アネットが叫さけんだその時だった。シュンッと幾いく筋すじもの銀光が周囲を走った。

　途と端たん、何本も伸びていた幽鬼の腕がバラバラの肉にく塊かいに変わった。

「下らんことに手間を掛かけさせるな。面めん倒どう極きわまりない」

「フィーネ様っ。あ、ありがとうございます！」

　幽鬼の腕を斬きり裂さいたのはフィーネのサーベルだった。

　フィーネはさらに伸びてきた腕を素す早ばやく刈かり取りながら叫ぶ。

「ボサッとするな、ハイレイン！　虎の頭に命中させろ。風を具現化させるあの手の魔術は大たい抵てい、気流を乱せば一時的に霧む散さんする。気流の中心となっている頭が狙い目だ！」

　フィーネの論理は理に適かなっていた。実際、さっきはアネットの悲鳴に気を取られて外したが、最初にリオンが狙っていたのも虎の頭である。言われるまでもない。

　リオンは再度拳銃を構える。だがその時には風の虎が目前まで迫せまっていた。獰どう猛もうな顎あぎとが開かれ、牙きばを剝むく。

「ちぃ……ッ！」

　リオンは瞬間的に判断し、拳銃を持った右手を虎の口へと突つっ込んだ。顎が閉じられ、アネットの「魔王様の手が……っ！」という悲鳴が響く。

　だがリオンは顔色一つ変えずに引き金を引いた。同時に叫ぶ。

「この虎を仕留めたらおそらく風が吹き荒あれる！　爆ばく風ふうに備えるんだ！」

　銃弾が虎の脳天を貫つらぬいた。その直後、風が解ほどけるようにして虎の体は崩くずれ、その身を形作っていた風が嵐あらしとなって吹き荒れた。

　床石が捲めくれ上がるほどの衝しよう撃げきを受け、リオンたちは後方へ吹っ飛ばされる。

「く……っ！」

　エントランスから廊下の方まで転がり、ようやく体が止まった。先ほど歩いてきた回廊ではなく、周囲が壁かべになっている通用廊下だ。リオンはすぐに顔を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「は、はい。わたくし、運動神経はありませんが体は柔やわらかいので大丈夫でした……っ」

　アネットはすぐそばで丸くなっていた。どうやら上う手まいこと風に逆らわずに転がってきたらしい。

「それより魔王様の右手は……っ」

「こっちも問題ない。無傷だよ」

「ならばとっとと立ち上がれ、ハイレイン。いちいち足手まといの囚しゆう人じんのことなど気にするな。先ほどからそれが隙になっていることに気づかぬ貴様ではないはずだ」

　そう言うフィーネはすでに立ち上がっていた。サーベル片手に廊下の奥を睨にらんでいる。

　こと戦せん闘とうになれば、その眼光は鋭く、立ち振ふる舞まいにも隙がなかった。

　フィーネの厳しい指し摘てきにアネットが「あ……」と気に病やんだ表情になる。

　リオンはすっと立ち上がると、アネットへ首を傾かたむけ、柔らかく笑えんでみせた。

「体中擦すり傷だらけだ。あとで魔術で治してくれ。君がいるから俺は怪け我がを気にせず戦えるんだ」

　それはアネットが絶対に必要だという意思表示である。

「魔王様……」

　アネットは両手を胸の前で組み、頷うなずいた。

「はい、お任せ下さいませっ」

　フィーネが呆あきれたように呟つぶやく。

「まったくお優やさしいことだな」

　その横へ立ちながらリオンは悪態を返した。

「黙だまれ。お前こそ、ずいぶんとシャンとしてるじゃないか。普ふ段だんは怯おびえきって半泣きなのにな」

「わ、私が恐おそろしいのは貴様だけだ！　戦いに臆おくすることなどない！」

「なんだ、お前やっぱり俺が怖こわいのか」

「ちがっ、私が貴様などを恐ろしがるわけがあるかっ。噓うそだ、言い間ま違ちがいだ！」

　剣けん吞のんに言い争いつつも、二人はエントランスの方を油断なく睨んでいる。

　少なくとも敵は二人以上の囚人を連れてきている。また同じ魔術でくるか、それとも三人目や四人目がいて別の魔術を使ってくるか。

　警けい戒かいしながらリオンが思考を組み立てていると、ふいに廊下の温度が上じよう昇しようした。

　次の瞬しゆん間かん見えたのは、廊下の奥から迫る渦うず巻まく炎ほのおだ。

「そうきたか……っ、走れ！　外に出るんだ！」

　アネットとフィーネが後ろを向いて走り出す。だがリオンはその場に留とどまった。アネットが驚おどろいた様子で「魔王様っ!?」と目を見開く。リオンは後ろ手に手を振ふった。

「大丈夫だ。そのまま走り続けてくれ！　十メートルまでなら俺から離れてもミタマの防衛魔術は発動しない。とりあえず庭園まで出れば安全なはずだ」

　するとフィーネが「ほう、やるのか」と呟いた。フィーネの呟きでアネットもリオンに策があると察したらしく、「お、お待ちしておりますっ」と走っていく。

　炎の渦はすでにすぐそこまで迫っていた。左右は壁に囲まれていて、逃げ場はない。普ふ通つうに走っていては追いつかれ、アネットたちも消し炭にされてしまうだろう。ならばやるしかない。

　リオンは革かわ手て袋ぶくろの右手を掲かかげた。その中心には大きな穴が開いている。先ほど虎の牙が貫かん通つうした穴だ。

　本来ならそこからは止め処どなく血が溢あふれているはずである。だが革手袋にはまったく血が滲にじんでいなかった。それどころかリオンは痛みの一つも感じていない。

「……予想以上に無傷だったな。まあおかげでアネットに心配かけずに済んだ」

　レオナやキリカにも話していないが、実はリオンの右手はすでにほぼ人間のそれではなくなっている。封ふう印いん状態であっても、革手袋を外せばそこにはかろうじて右手の形をした真っ黒な魔術光があるだけだ。

　作品番号６６６番『魔王』を使い続けている代だい償しようである。

　あまり気持ちのいいものではないが、おかげで牙に貫通されてもダメージはなかった。

　リオンは右手のこの状態のことを『まあ、荒あら事ごとの時には便利だな』程度に捉とらえている。

　脱だつ獄ごくが成功して地上に戻もどった時、もしも扱あつかいに困ったらその時こそ師し匠しようを半殺しにして対処法を訊きくか、もしくはヴェルゼ教でも当たれば対応策が見つかるかもしれない。

「……さて、それより今は目の前の危機を乗り越こえるべきだな」

　呪じゆ文もんを唱え、革手袋を外した。すると闇やみ色の魔術光がゴォッ！　と炎のように迸ほとばしる。

　かつて世界を滅ほろぼしかけた魔王の右手──作品番号６６６番『魔王』、その力がここに顕けん現げんする。

　力の吹ふき荒れる闇色の右手でリオンは向かってきた炎の渦を摑み上げた。

「この右手の前では、そんな程度の魔術は通用しない」

　炎の渦がまるで悲鳴を上げるように、ギィィィンッと耳みみ障ざわりな音を立てて弾はじけ飛んだ。

　リオンは廊ろう下かの真ん中に立ち、その奥を睨む。

「さて、お次はさっきの風の虎か？　それとも影から生えてくる幽鬼の腕か？　なんなら他ほかの魔術が束になってきてもいいぞ」

　右手の『魔王』を出した以上、大たい概がいの魔術は敵ではない。ヴァレリア辺りならば右手を封ふう殺さつする方法も思いつくだろうが、今襲しゆう撃げきしてきた敵は初見のはずだ。対応することは不可能である。

　そしてこの右手を出した以上、目もく撃げき者は徹てつ底てい的に消す。容よう赦しやはしない。

　廊下は薄うす暗ぐらくなっていた。魔ま術じゆつ炎えんのランプが先ほどの炎の渦ですべて割れたせいだ。

　耳を澄すます。するとエントランスの方から何かが飛来してくる気配がきた。速い。

　リオンは視認するより先に闇色の右手を胸の前に掲げ、

「──っ!?」

　手のひらで受け止めた途端、違い和わ感かんが背中を駆かけ抜ぬけた。絵画の魔術ではない。

　リオンが受け止めたのは、真っ白な闇とでも形容すべき──魔術光だった。まるで右手の『魔王』の色しき彩さいをそっくり塗ぬり替かえたような、同質の光だ。

「く……っ!?」

　受け止めきれない。瞬しゆん時じに判断し、リオンは自分から背後へ飛び退のいた。

　白い闇に一気に押し流される。廊下の外まで吹っ飛ばされたところでようやく勢いが衰おとろえ、右手を一いつ閃せん、敵の魔術光を相そう殺さいした。

　着地した先は庭園である。緑の芝しば生ふが広がり、斜ななめ後ろに三段構えの噴ふん水すいがある。周囲には鳥や馬を模かたどった庭にわ樹きが等とう間かん隔かくに生えていた。

「魔王様、ご無事でございますか!?」

　先に脱だつ出しゆつしていたアネットが心配を顔いっぱいに浮うかべて駆け寄ってくる。一方、フィーネも、

「ぐっ、やはり近くで見たくない……っ」

　そばにやってきつつ、リオンが解放している『魔王』を見て、あからさまに顔を引きつらせた。

「気をつけろ、敵がくる！　アネットは俺の後ろへ、２７５番は自分で適当に警戒しろ」

　リオンが指示すると、アネットは「は、はいっ」と従順に頷いてリオンの背後へまわった。逆にフィーネは素早く前に出ると、リオンの隣となりでサーベルを構え直す。

「ハイレイン、貴様がその右手を使った上で、そこまで警戒が必要な相手なのか？」

　フィーネの問いは冷静かつ的確だった。

　リオンの右手はほぼすべての『魔王の絵画』に対して大きなアドバンテージを持っている。１００番台クラスになれば力を御ぎよしきれないこともあるが、それでも魔力を喰くらうという特性からほぼ確実に相手の虚きよをつける。

　それこそかつて神々が魔王討とう伐ばつに使った星せい装そう神じん器ぎなどの神具でも持ち出されない限り、初手でつまずくことはあり得ない。

　つまり襲撃者はそれほどのイレギュラーな力を有しているということだ。

「２７５番、信じるかどうかはお前の自由だが……今、俺は近いものを感じた」

「近い？　何にだ？」

「この右手にだ」

　フィーネの表情が一気に険しさを増した。個人的なトラウマではなく、この世界に生きる者としての畏い怖ふがその顔には浮かんでいる。

「まさかその右手と同じようなものが他にも存在しているというのか……？」

　こっちが訊きたいくらいだ、とリオンは心中で毒づく。

　リオンは右手が放つ魔術光を攻こう撃げきに使うことが多いが、それは右手の魔力が比類なく強大かつ凶きよう悪あくだからである。本来、魔術光とは魔力が行使された時の残ざん滓しに過ぎない。たとえば『魔王の絵画』の魔術光でもそれ自体が攻撃力を持つことはほとんどない。魔術光を武器にできるのは作品番号６６６番『魔王』だからこその芸当である。

　だがしかし──。

　リオンが睨む先、廊下の奥の暗がりから白い闇のような魔術光が再び放たれた。とっさに右手の魔力を全開にしてそれを弾はじき飛ばす。

　庭園の石材がバラバラに砕くだけ、雨のように降り注いだ。それをフィーネが疾しつ風ぷうのような斬撃で防ぐ。

　そして、声が響ひびいた。廊下の奥からコツコツ……と近づいてくる足音と共に。

「お見事です。やっぱりただの力押しじゃビクともしませんね」

　暗がりのなかから闇に浮かぶように半身を見せたのは、リオンよりもさらに年若い少年だった。

　あどけない顔立ちにイエローブロンドの髪かみ。瞳ひとみは赤と青のオッドアイ。リオンと同じく看守の制服を着ている。面識はなかったが、リオンはその少年をすでに知っていた。署長に渡わたされた参加者名めい簿ぼを思い起こし、口を開く。

「ハイネ・ロットアイン。確かそんな名だったな？」

　襲撃者はやはり熾し天てんの儀ぎの参加者だった。にこりと微笑ほほえんだハイネに対し、リオンは暗記しているプロフィールを口にする。

「歳としは全看守のなかでも最年少の十四歳。監かん獄ごくにきたのはおよそ三か月前。熾天の儀の参加者十二名のうち、唯ゆい一いつの俺と同じ二級看守だ」

「ありがとうございます。自己紹しよう介かいの手間が省けました」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをし、ハイネは言った。

「あなたはリオン・ハイレイン。歳は十六歳。監獄にきたのはおよそ七か月ほど前。熾天の儀の参加者十二名のうち、唯一の僕と同じ──絵え描かきです」

　ほう、とリオンは吐と息いきを洩もらした。ハイネの全身はまだ見えない。右半身だけを陽ひの下にさらし、左半身はいまだ廊下の闇に隠かくれている。

「じゃあ、ハイネ・ロットアイン。とりあえず……そうだな、俺の方が年上だから呼び捨てで構わないか？」

「ええ、どうぞそうして下さい、リオン看守。子供の頃ころからおじいちゃんに『年長者は敬うように』って育てられたんで、僕もそっちの方が据すわりがいいです」

「おじいちゃん、ね。そんな純じゆん朴ぼくな単語、久しぶりに聞いたよ」

　やや斜しやに構え、リオンは口の端はしをつり上げた。

「で、ハイネ。今日は先せん輩ぱいの俺に何の用だ？」

「ケンカを売りにきました」

　てへ、と舌を出すハイネ。リオンは斜に構えたまま肩かたを竦すくめ、

「熾天の儀が始まれば、一級や特一級の看守たちから最初に狙ねらわれるのは、二級看守の俺とお前だ。だったら争うよりもっと有意義な関係性を築くべきだと思うんだがな？」

「ああ、そういうのは関係ないんです。僕があなたにケンカを売る理由はたった一つ。あなたみたいな半はん端ぱ者が嘯うそぶいているのが赦ゆるせないからなんですよ、魔王の名をね」

　リオンは警けい戒かい心しんを一気に強める。そしてハイネがゆっくりと闇から一歩前に出た。

　その左手は誇こ示じするように高く掲げられていた。

　アネットとフィーネが息をのみ、リオンは鋭するどく目を細める。

　ハイネの左手。それはほとんど形がなく、白い炎のような魔術光に覆おおわれていた。清せい浄じような白ではなく、深く濃こい闇のような白。まるでリオンの『魔王』と対ついになるような──。

「魔王様とそっくりな左手。あれは一体なんでございますか……っ!?」

「ヴァレリア様のもとにいた私ですらあんなものの存在は聞いたことがない……っ。だがハイレインの作品番号６６６番『魔王』が魔王の右手そのものだとするならば、まさかあれは……！」

「──魔王の左手か」

　リオンの呟つぶやきはごく短いものだった。それに対し、ハイネはオッドアイの瞳を細めて破顔した。

「ご名答！　あなたの右手がそうであるように、僕の左手はかつてこの世界に君臨していた魔王ヴェルゼストの左手、そのものです！」

　宣言に呼応し、白い炎ほのおが天高く猛たける。アネットとフィーネが気け圧おされるように一歩後あと退ずさった。左手から生まれた熱風のようなものがこちらへ迫せまってくる。攻撃ではない。左手を猛らせたことによる、ただの余波だ。それでも大気は陽炎かげろうのように歪ゆがみ、辺りの芝生は次々に枯かれ果てた。リオンはその余波を右手の魔術光で払はらいのけ、問う。

「『魔王の絵画』は作品番号００１番から６６６番まで。欠番はなかったはずだが？」

「僕の左手はナンバリングされていません。あなたの右手と違ちがって、『魔王の絵画』として残されたものではありませんから」

　ハイネが拳こぶしを握にぎるようにすると、白の猛りはわずかに落ち着いた。その左手を誇ほこらしげにトンッと胸に押し当て、少年は言う。

「この左手は魔王ヴェルゼストが直接僕らのもとへ残していってくれたものです」

「直接残した？　それに……僕ら、だと？」

　リオンは素す早ばやく思考する。『僕ら』という形容からハイネは複数の仲間、もしくはなんらかの組織に属していると推測できる。
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　ヴェルゼストというのは古いにしえの魔ま王おうの名だ。アネットがこれから立ち上げる教会を『魔王ハイレイン教』と名付けたのは、この『魔王ヴェルゼスト』と差別化するためである。

　だがそういった事情でもなければ、ヴェルゼストの名をわざわざ口にする人間はあまりいない。大概は魔王と言えばそれで通じるからだ。

　忌いみ嫌きらわれるヴェルゼストの名をあえて口にするハイネ。そしてその背後に推測される組織の存在。それらを総合し、リオンは答えに至った。

「お前は、ヴェルゼ教の人間か」

　すると、ハイネは子供のように目を丸くした。

「たったこれだけの会話でよく分かりましたね！　はは、嬉うれしいです。たとえ半端者でも魔王を名乗るからにはそれぐらいの才さい智ちは見せてほしかったから。そうです、僕は魔王ヴェルゼスト教会からやってきた修道騎き士し、ハイネ・ロットアイン。教皇の代理人としてここに立っています」

　アネットが「あの邪じや教きようの……っ!?」と殊こと更さらに目を見開き、一方でフィーネは「……なるほど、そういうことか」と驚おどろきを含ふくみながらも得心した顔になる。

　ヴェルゼ教。正式名めい称しようは魔王ヴェルゼスト教会。

　それは、かつては一定数いた魔王の信しん奉ぽう者たちが立ち上げた教会である。

　彼らは世界を滅ほろぼさんとした魔王を崇あがめ、『外がい殻かくの神々』との戦いにも魔王の勢力として加担した。そして魔王が神々に討うたれた後も、彼らは『魔王復活』を掲かかげ、戦い続けたという歴史を持つ。

　だがその多くは地上の五大魔導監獄に収しゆう監かんされ、主要各国の弾だん圧あつもあって現在のヴェルゼ教の勢力は見る影かげもなく衰えている。放ほう浪ろうの旅で世界を見てきたリオンですら総本山がどこにあるのか知らないほどだ。

　だがヴェルゼ教は滅びたわけではない。彼らの目的は『魔王復活』だ。どうやってこの『天空の大監獄』に入り込んだのかは一考の余地があるが、その『魔王復活』の意志が今なお消えていないとすれば──魔王の右手を持つリオンの前に、こうしてヴェルゼ教が現れたことは納なつ得とくできる話だった。

「なるほどな。魔王の左手なんてものが存在するとしたら、それをヴェルゼ教が有していても不思議じゃない。となると、お前がほしいのはこの右手か？」

「ええ、そうです。右手と左手を揃そろえること、それが僕らの悲願ですから」

「魔王が討とう伐ばつされた時代から逆算すると、数百年の悲願か。ご苦労なことだ」

　ヴェルゼ教が右手の在り処かに気づいたのは、おそらくリオンが右手を使い始めたからだろう。彼らにとっての長年の悲願が達成される時がきたのだ。喜び勇んで教皇の代理とやらがやってきても無理はない。

　……ヴェルゼ教に右手をくれてやったら俺たちの脱だつ獄ごくに協力するだろうか？

　一いつ瞬しゆん、リオンはそう思考したが、すぐに自身で却きやつ下かする。

　おそらくこの件にはスピカが関かかわっている。『天空の大監獄』に連れてこられる看守はすべて『塔とうの住人』が選んでいる。

　魔王の左手を持つハイネがそれに偶ぐう然ぜん選ばれることなどあるわけがない。また『塔の住人』の目を盗ぬすんでこの監獄に忍しのび込むことも不可能だろう。

　となれば、ハイネはスピカとなんらかのコンタクトを取った上でここにいると考えられる。スピカがリオンたちの脱獄を阻はばむつもりであるなら、ヴェルゼ教もまた協力者には成り得ないだろう。

「それで、お前たちがこの右手を手に入れると具体的にどうなるんだ？　まさか右手と左手が揃うと文字通りに魔王が蘇よみがえったりするとかいうんじゃないだろうな？」

「はは、それが叶かなえば最高ですが、残念なことに自身の完全復活は彼の本意ではありません。ヴェルゼストは満足して逝いったと僕らの伝承にはありますから」

「へえ……」

「だから僕らが目指すのは『魔王という存在』の復活です。魔王が残した力のすべてを再び一つに集めるんです。左手と右手を揃え、その上ですべての絵画を蒐しゆう集しゆうする」

「そうして、お前が新しい魔王になる、と？」

「ええ」

　にっこりとハイネは微笑んだ。

「僕らには魔王が必要なんです。リオン看守、その右手はあなたのような一いつ般ぱん人が持っていていいものではないんだ。だからあなたを倒たおして取り返します。そうして証明するんです。新たな魔王の器うつわにはあなたではなく、この僕こそが相応ふさわしいと！」

　その言葉と同時、ハイネから凄すさまじい威い圧あつ感かんが放たれた。リオンはそれが左手の魔力の高まりによるものだと悟さとる。こちらも拳を握り締しめ、右手の魔術光を迸ほとばしらせる。

「こっちだって好きでこんなもの手に入れたわけじゃない。だがな、気前よくはいどうぞとくれてやるわけにもいかないんだ。掛かかる火の粉は払わせてもらうぞ！」

　それぞれに魔王の右手と左手を持つ者たち、両者は同時に踏ふみ出した。

　身体強化された脚きやく力りよくは一瞬にして間合いをゼロにする。

　拳が激げき突とつ。その瞬しゆん間かん、黒と白の闇やみが衝しよう撃げき波はとなって周囲の地面を捲めくり上げた。

　お互たがいに反動で吹ふっ飛ぶが、体勢を崩くずすには至らない。着地はほぼ同時だった。

「力押しは互ご角かくか……っ！」

「はは、そうみたいですね！」

　リオンはすぐさま再び距きよ離りを詰つめにかかる。だがハイネの方が一手早かった。

「殴なぐり合いが御ご所しよ望もうですか？　やめましょうよ。せっかく魔王の力を持つ者同士の争いです！　派手にいきましょう！」

　ハイネの左手の指先に魔術光が集つどう。それは光の尾おを引き、空中に軌き跡せきを描えがいた。

　現れたのは絵画。最小限の指の動きに対して、魔術光がその意を汲くむようにひとりでに宙を舞まい、絵画の形を作り出した。それは、鋭えい利りな岩の上を疾しつ走そうする獣けものの絵だった。

「作品番号３９２番『戦せん士しは奇き岩がんと共に』！」

　絵画が弾はじけ、風に変わった。その気流は石や礫つぶてを巻き込みながら獣の形を取る。エントランスで襲おそってきた風の虎とらである。

「あれはお前の囚しゆう人じんではなく、お前自身が放った魔術だったわけか！」

　だがその魔術はすでに打だ倒とうしている。リオンはアネットを背後に庇かばう位置から魔力を渦うずのように放ち、風の虎の頭を消し飛ばした。発生した爆ばく風ふうはハイネの方へと吹き荒あれる。

　すると左手がさらに絵画を描く。窓辺から歓かん楽らく街を見つめる男の絵画だった。

「作品番号２８７番『ルードリーヒの旅情』！」

　絵画が弾け、ハイネの眼前の地面が隆りゆう起きした。それによって爆風は完全に遮しや断だんされる。

　さらに絵画は描かれる。

　作品番号３３９番『西方に焰ほのおは立ち』──燃え上がる蛇へびが人々に襲い掛かかろうとしている絵画。先ほどの炎の渦だった。

　作品番号５５１番『苦く悩のうする生者と、その祝福』──どこまでも広がっていく沼ぬまを丹たん念ねんに描びよう写しやした絵画。これは幽ゆう鬼きの腕うでだ。

　リオンは自分を的にするように動いてアネットの安全を確保し、向かってきた炎の渦を蹴け散ちらし、足元に生えてきた無数の腕を右手の一いつ閃せんで地面ごと粉ふん砕さいする。

「一度試ためして通用しなかった魔術を繰くり返すなんて芸がないな！　それともたった四つの魔術でストックは打ち止めか？」

　ハイネへと距離を詰めながらリオンは挑ちよう発はつの言葉を口にする。

　リオンの右手は他の絵画の魔力を喰くらうことで、その魔術を使うことができるようになる。ハイネの左手も同様のことができるのだろう。問題はハイネがどれほどの魔術を取り込んでいるかだ。

　リオンの方は現在、実は一つの魔術も使えない。以前に喰らった１８９番と４０４番の魔力を先日のヴァレリア戦で使い果たしてしまったためだ。

　よって最も的確な戦術は接近戦に持ち込むこと。だがここで予想外のことが起きた。

「たった四つで打ち止めかって？　今、僕にそう訊ききましたか？　そっか、やっぱりあなたの右手は『魔王の絵画』を蒐集しなければ魔術を行使できないんですね」

　この時、リオンは錐きり状にした魔力の塊かたまりをハイネへ叩たたき込んでいた。地面から突つき出た錐をハイネは紙かみ一ひと重えで避よけ、さらに絵画を描いた。そして左手でトンッと錐へ触ふれる。

「作品番号４０４番『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』」

　錐が結けつ晶しようとなって粉々に砕くだけ散った。

「なに……!?」

　リオンは思わず足を止めてしまう。

　今のはかつてリオンも使ったことのある『魔力の結晶化』の魔術だ。

　だが『薄紅でない睡蓮』を宿していた囚人・ジャッカルはすでに死んでいる。

　ハイネがその魔術を行使できるなどあり得ないことだった。

「不思議そうな顔をしてますね？　気持ちは分かります。これはあなたがかつて倒した囚人の魔術ですから」

「……俺のことをよく知ってるみたいだな」

「当然です。あらゆる手段を使って調べましたから。僕が『薄紅でない睡蓮』を使える理由、これは簡単なことです。僕の左手の方があなたの右手より優ゆう秀しゆうだということですよ。なぜなら魔王ヴェルゼストは左ひだり利ききだったんですから」

「魔王が左利きだっただと？」

「考えてもみて下さい。絵画を各地に残した百年の逃とう走そう時、ヴェルゼストは神々に追われる身だったんです。魔術を込めた作品を一つ描くごとに魔術が使えなくなる──命の危機が迫る逃走時に魔王は本当にそんな愚ぐ行こうを犯おかすでしょうか？　答えは否いなです。この意味が分かりますか？」

「……魔王は利き手さえあれば、絵画を描いて魔術を使えた。そう言いたいのか？」

「そう、ヴェルゼストはただの芸術のために魔術を絵画化したのではありません。絵画にすることで自身のなかで魔術を概がい念ねん化したんです。それにより左手で描くことでいつでも魔術を再現できるようになった。それでも神々には敵かないませんでしたが……でもついに討ち取られるというその間ま際ぎわに、僕らへこの左手を託たくしてくれたんです。つまりはね、リオン看守。こういうことです」

　また光によって絵画を描えがき、ハイネがその左手をこちらへ向けた。紡つむがれたのは恐おそるべき宣言。

「──僕の左手は６６５枚の『魔王の絵画』、すべてを描ける。魔王の６６５の魔術、すべてを使えるんだ」

　ゴオッ！　と目も眩くらむような光の奔ほん流りゆうが放たれた。

　その魔術が何か、リオンは我が身を以もって知っていた。アークドラゴンすら撃うち墜おとす１００番台の絵画、作品番号１８９番『収束する妖よう光こう』である。

　濁だく流りゆうのような妖光がリオンを消し炭にしようと押し寄せた。右手の魔力を全開にして受け止める。だが抑おさえきれない。

「く……っ！」

「１００番台には対応できないようですね！　所しよ詮せんはそこどまり。やっぱりあなたは魔王の器じゃない！　その右手を受け継つぎ、魔王となるのはこの僕だッ！」

　ハイネから放たれる妖光がさらに勢いを増す。リオンは初めて『収束する妖光』を相手にした時のことを思い出す。あの時は半分も御ぎよしきれなかった。

　だが押し負けるわけにはいかない。今、この背後にはアネットがいる。

「魔王様……っ！」

「安心しろ、アネット！　君には傷一つ負わせたりしないッ！」

　歯を食いしばり、右手を振ふり抜ぬいた。妖光が上空へ弾はじかれて消失する。

　なんとか凌しのいだ。だが妙みような違い和わ感かんがあった。右手を使ったにも拘かかわらず、『収束する妖光』の魔力を喰くえなかった。これまでハイネが放った魔術すべてがそうだ。左手で放たれた魔術はもう吸収できないということかもしれないが、しかし……。

　だが考えている暇ひまはなかった。ハイネがさらに絵画を描いている。

　リオンは今の防御で消しよう耗もうし、膝ひざをつきかけていた。

　そうしてハイネが左手を振り被かぶった、その時だ。アネットが叫さけんだ。

「あなたはなぜ魔王になろうと言うのですか!?」

　今まさに魔術を放とうとしていた左手が止まる。ハイネの目がアネットへ向いた。

「今……なぜ、と。僕になぜと問うたんですか……？」

「そうです。あなたに問いました。邪じや教きようの修道騎き士しよ」

　アネットの瞳ひとみには強い意志があった。自らの胸へ手を当て、修道女は言う。

「魔王とはこの世の誰だれよりも清せい濁だく併あわせ持つ者。清らかな美しさを賛美しながら、醜みにくさと汚けがらわしさを抱いだける者のことです。この世で魔王と呼ばれるべきはここにいるリオン・ハイレイン様をおいて他にはおりません！　その道理を覆くつがえすというなら、あなたも胸を張って自らの道理を述べるべきです！」

「清濁を併せ持つ者？　……そんな魔王の在り方は聞いたことがない。それに僕はリオン看守の囚人についても調べてあります。シスター・アネット、あなたは聖エヴェレット教会の修道女のはず。なのに、魔王を崇すう拝はいするような今の言葉……僕にはあなたの意図が分かりません」

「わたくしは魔王ハイレイン教の修道女です」

　誇ほこらしげに彼女は胸を張った。対して、ハイネの表情にじわりと怒いかりが混じる。

「魔王ハイレイン教……？　リオン看守、あなたは自分を祀まつった教会を興おこそうって言うんですか？　それはヴェルゼ教の僕らを否定する行こう為いだ……っ」

「あなたがたは世界を滅ほろぼさんとした旧魔王を奉ほうじる邪教です！　否定されるのは当然のことですわ！」

「違ちがう！　あなたたちは、エヴェレット教は、この世界は！　ヴェルゼストのことを何も理解していない！」

「では道理を説きなさい！　世界に対して恥はじるものがないのなら、あなたは声を大にしてその教義を語れるはずです！」

　強い語調と共にアネットが前に出る。リオンは危険を感じ、その足取りを止めようとした。だがそれよりも早く、ハイネが怒ど号ごうを上げて魔術を放った。

「僕たちにはこの世界へ説ける道理なんて初めからないんだ……っ！」

　魔術光が正方形の魔ま法ほう陣じんへ変わり、アネットへ降り注いだ。アネット自身が前に出てしまったのが仇あだになった。リオンが伸のばした手は紙一重で届かない。

　だが魔法陣がアネットへ直ちよく撃げきする寸前、

「ちぃ、この足手まといが……ッ！」

　横から駆かけ込んだフィーネがアネットを突き飛ばした。

「フィーネ様……っ!?」

　三重の魔法陣がフィーネの身を取り囲む。そしてガシャンッと門が閉まるような音が鳴り響ひびき、魔法陣は弾けて消えた。だがその直後、「ぐぅ……っ」と苦く悶もんの声を上げてフィーネが地面に倒たおれる。

　すぐにアネットが駆け寄って助け起こすが、フィーネは激しくせき込み、その唇くちびるから無数の結晶がこぼれ落ちた。

　リオンは二人の盾たてとなるように立ちはだかる。だがハイネには追い打ちをかけてくる気配はなかった。少年はむしろ辛つらそうに視線を逸そらす。

「く……っ、あなた以外の人を傷つけるつもりなんてなかったのに……っ」

「なんだと？」

「今、これ以上戦うのは僕の信条に反する。……今日はここで退ひきます」

　唐とう突とつにそう言うと、ハイネは再び絵を描いた。先ほどとは別の魔法陣がハイネの身を取り囲む。退く、という今の言葉が本当ならばおそらく空間転移の魔ま術じゆつだろう。

　ハイネの姿が陽炎かげろうのように曖あい昧まいになっていく。そこへアネットが叫んだ。

「お待ちなさい……っ！　フィーネ様に何をしたのですか!?」

　ハイネはアネットの叱しつ責せきを避けるように目を逸らすと、リオンへ向けて答えた。

「今、僕が使ったのは直接攻こう撃げき型ではなく呪法系の魔術です。作品番号４０５番『ガノッサ門』。その魔術は『記き憶おくの結晶化』。あなたなら解除法も知っているはずだ」

　４０５番。つまりは４０４番『薄紅でない睡蓮』の次の絵画だ。４００番台の序じよ盤ばんは結晶化の魔術がいくつか続いている。

　実際に４０５番の魔術を見るのは初めてだが、リオンはその『ガノッサ門』の囚しゆう人じんと面識があった。懇こん意いにしている良識派の看守が管理している囚人なのだ。おかげで『ガノッサ門』の解除法も聞いたことがある。

　その人間関係もハイネは調べ尽つくしていたのだろう。

「決着は熾し天てんの儀ぎでつけます。それまで首を洗って待っていて下さい」

　最後にそう言い残し、ハイネの姿は消え失うせた。後には魔術光のわずかな残ざん滓しがあるのみである。

　ハイネが去った理由は定さだかではないが、こちらも助かった。

　魔ま王おうが誇る６６５の魔術すべてを使うハイネに対し、何の用意もなくあれ以上戦うのは得策ではなかったからだ。

「また厄やつ介かいな奴やつが現れたな……」

　そう息をはくのも束つかの間、アネットの「魔王様っ。フィーネ様が……っ」という声で我に返り、リオンはフィーネのそばへ膝をつく。







　三章




　庭園の芝しば生ふの上に倒れたフィーネは苦しそうに顔を歪ゆがめ、断続的にアメジストのような結けつ晶しようを吐はき出し続けていた。

　そこに寄り添そって手を握にぎりながら、アネットが泣きそうな顔で謝っている。

「申し訳ありません、フィーネ様っ。わたくしが我を通してまわりが見えなくなってしまったばかりに……っ」

　リオンはその横で膝をつきながら「いや」と呟つぶやく。

「結果論だがアネットの行動はプラスに働いた。あの問答がなければハイネを撤てつ退たいさせるのはもっと難しかったはずだ」

「魔王様、フィーネ様は一体どうなってしまわれているのですか……っ」

　リオンは苦悶の表情を浮かべるフィーネと、その唇から吐き出される結晶を交こう互ごに観察し、答える。

「２７５番が受けたのは作品番号４０５番『ガノッサ門』。『記憶の結晶化』の魔術だ」

「記憶の結晶化？　ではこの宝石のような結晶は……」

「ああ、２７５番の記憶が結晶化したものだ」

　ガノッサ門は西部の水の都に存在していた水上門である。現在は、魔ま獣じゆうの侵しん攻こうによって失われてしまったが、魔王が絵画を描かいた頃ころはまだ健在だった。

　記録によると、ガノッサ門は五段構えの段階式の門で、運河の水量調節に使われていたらしい。門が段階的に開いていくほど都の水量が減っていく仕組みだ。

　魔王がガノッサ門を訪おとずれた時、水の都は記録的な寒波に見み舞まわれ、運河は凍こおり付いていたという。その光景を残したいと考えたのか、魔王が絵画に込めたのは『記憶の結晶化』の魔術だった。

　なかでも『ガノッサ門』の魔術が結晶化するのは、対象の『痛みの記憶』である。

　この魔術を受けた者はそれまでの人生で経験した辛いこと、苦しいことといった『痛みの記憶』を結晶として吐き出し、次々に忘ぼう却きやくしていくのだ。

「効果がそれだけなら有益な魔術にも思えるんだがな。辛いことや苦しいことを忘れられるというなら、それを必要とする人間もいるだろう」

「痛みの記憶を忘れるだけではない、ということでしょうか……？」

「いや実際、効果はそれですべてなんだ。ただ問題なのは、人間の記憶は白とか黒とかきっちりと区分けできるものじゃないってことさ」

　たとえば家族に誕生日を祝ってもらった記憶があるとする。それ自体は楽しく微笑ほほえましい記憶だが、その時期に友人などと諍いさかいを起こしていたらどうだろう。誕生日を祝われて嬉うれしく思いながらも、心の隅すみではどうしても諍いのことが引っ掛かかっている。すると『ガノッサ門』はその誕生日のことも『痛みの記憶』として結晶化してしまうのだ。

　人間は生きている限り、常にどこかで辛つらさや苦しさを抱かかえている。

　よって『ガノッサ門』を受けた者は、結果的に人生のほぼすべての記憶を吐き出し、廃はい人じんとなってしまうのだ。

「それではフィーネ様はこのままでは……っ」

「ああ、人生すべての記憶を吐き出して廃人になる」

　リオンが感情少なく断言すると、フィーネが荒あらい息を吐きながら目を開けた。

『ガノッサ門』は五段階で結晶化の発ほつ作さがくる。その一段階目が終わったのだ。

「ハッ、笑える話だ……。処しよ刑けい人たる私の最さい期ごは首を落とされることこそ相応ふさわしいと思っていたのだがな……」

「最期だなんて仰おつしやらないで下さいませ！　魔王様がきっと助けて下さいます。ねっ、魔王様っ」

　アネットから縋すがるように見つめられ、リオンは言葉に詰つまる。

「……２７５番、どうしてお前がアネットを助けた？　キリカに魔獣をけしかけたことの罪つみ滅ほろぼしのつもりか？」

「馬ば鹿かを言うな……。……あの時、私は貴様らと敵対していた。敵を葬ほうむろうとするのは当然のこと……罪滅ぼしなど、するものか……」

「なら、なんでだ？」

「……恩返しだ」

「恩返し、だと？」

　どこか気まずそうに視線を逸らし、フィーネは言った。

「……私が、ヴァレリア様に見限られ、あの方の手にかけられようとした時……貴様は私を助けただろうが。その借りを返しただけだ……」

　確かにそんなこともあった。右手の『魔王』を振ふるうリオンにフィーネが震ふるえ上がり、そのことに憤いきどおったヴァレリアがフィーネを神具の力で押し潰つぶそうとしたのだ。

　その時、ヴァレリアを『収束する妖よう光こう』で阻はばんだのはリオンだった。

「……あれは別にお前を助けたわけじゃない。ヴァレリアの態度が気に入らなかった、ただそれだけだ」

「……私も別に修道女を助けたわけではない。ただ、自分の矜きよう持じに従ったまでだ」

　強気を装ってフィーネは口の端はしをつり上げる。そんな表情が一層リオンの胸をざわつかせた。

　一度でも敵対したならば容よう赦しやはしない。徹てつ底てい的に粉ふん砕さいする。

　そのルールを強く自分に課すことで、リオンはキリカたちを守ってきた。もちろん状じよう況きようによって柔じゆう軟なんな対応が必要なこともあったが、根底のところでそうした非情さを保たねばキリカを、レオナを、アネットを守ることができなかった。

　キリカが『フィーネを仲間として受け入れろ』と言うことの正当性は分かっている。だが自分に課したこの不文律を崩くずすことは、リオンにとってとてつもなく困難なのだ。

「魔王様」

　アネットがすべて見通したような目で、耳元へそっと顔を近づけてきた。唇が触ふれるか触れないかのギリギリで囁ささやく。

「どうか、フィーネ様をお救い下さい。──わたくしのために」

　それは一見、助けを求める言葉だったが……助け船を出されたのはリオンの方だった。

「……さすが俺の修道女だな、アネット」

　ため息交じりに愚ぐ痴ちっぽく呟く。そして思いきり頭をかきむしると、

「あーっ、クソッ！」

　リオンは芝生に落ちている記憶の結晶を左手ですくい上げた。途と端たん、いくつもの映像が一いつ瞬しゆんで脳のう裏りに再生される。『ガノッサ門』の魔術の効果である。結晶に触れることで、そこに刻まれた記憶を読み取ることができるのだ。

　そうしてフィーネの記憶のなかから必要な事こと柄がらを理解すると、リオンはフィーネの細い体を抱だき上げた。

「な……っ!?　ハイレイン、何をするっ!?」

「うるさい、黙だまって抱かれてろ！」

　リオンは八つ当たり気味に一いつ喝かつし、苦々しげに呟く。

「勘かん違ちがいするなよ。キリカの件を赦ゆるしたわけじゃない。だがアネットがどうしてもと言うから、仕方なくやってやるんだ。そこのところを間違えるな」

「私を助ける気か……？」

「ハア？　何を言ってる？」

　リオンは思いきり声を低くして言った。

「俺は今から──お前を凌りよう辱じよくするんだよ」

「な……っ!?」

　フィーネが言葉を失う。リオンはそれっきり何を言われても無視することに決め、せき込みながら暴れるフィーネを抱き上げたまま、アネットへ左手を向ける。

「結晶を持っててくれ。ああ、記き憶おくが再生する時に酩めい酊てい感があるから直接触さわらない方がいい。そうだな、ヴェールを脱ぬいでそれに入れておくのがいいだろう。移動中にこのヘタレ女がまた結晶を吐き出したらそれも拾ってついてきてくれ」

「はい、かしこまりましたっ」

「お、おいっ。私をどこへ連れていく気だ……っ!?」

　騒さわぎ立てるフィーネとは対照的に、アネットは信しん頼らいしきった顔で頷うなずく。

　内心を見み透すかされている感がなんとも言えないのだが、リオンはもう気にしないことにして「よし、いくぞ！」と走り出した。

　しばらくすると二段階目の発作がきて、フィーネは結晶を吐き出しながら気を失った。

　リオンは囚人たちの運動場に向かっている。ここから一番近いのは北側の狭せまい運動場である。程ほどなくして辿たどり着いたそこは木き枠わくの柵さくに囲まれ、なかに数十人の囚人たちがいた。四方には煉れん瓦がの監かん視し塔とうが建っている。

　外からリオンが近づいていくと、木枠に座っていたミタマがふよふよと首を傾かしげた。

「なんですか。なんですか。何か御ご用よう。なのですか？」

「今、この運動場で監視業務をやっているのは誰だれだ？　今すぐここに呼べ」

「はい。はい。呼びます。呼び。ました」

　程なくして監視塔から下りてきたのは、偶ぐう然ぜんにもマティーリだった。

　長ちよう髪はつを揺ゆらしながらやる気なく歩いてきたかと思うと、マティーリは目を見開いた。

「げっ、リオン。なんだよ、一体。ってか、ピンピンしてるじゃねえ──がっ!?」

　説明が面めん倒どうなのでとりあえず殴なぐった。鼻血を噴ふき出して倒たおれたマティーリの胸むな倉ぐらを摑つかんで言う。

「いいか？　心優やさしい俺がこの時間の監視業務を替かわってやる。グダグダ言わずにお礼を言ってここを立ち去れ。あとお前の囚しゆう人じんが着ている服を一着買ってやる。すぐに出せ！」

　マティーリが目を白黒させながら言う通りにし、必要な服も入手すると、リオンは「よし」と一呼吸置いた。周囲では囚人たちが何事かと怯おびえた瞳ひとみでこちらを見ている。

　アネットはリオンから指示を受け、いそいそとフィーネの服を脱がし始めた。

「魔ま王おうさ──あ、いえリオン様。ここからどうなさるのですか？」

　一応、魔王の右手の件は極ごく秘ひなので、周囲に人がいる時は『魔王様』呼びは控ひかえるように頼たのんである。名を呼び直したアネットへ、リオンは簡単に説明した。

「最近は懲ちよう罰ばつ房ぼうの方が流は行やっていてあまり使われてないんだが、この北の第三運動場は本来、囚人へ盛せい大だいに仕置きをするための公開広場なんだ」

　リオンが見み渡わたす先、狭い運動場のなかには首嵌はめ式の晒さらし台や股またを固定する見世物台が点在している。

「『ガノッサ門』は呪法系の魔ま術じゆつ。つまりは呪のろいだ。だからそれを解く方法も存在する」

「そのためにこの公開広場が打ってつけということですのね。でも、どうすれば解けるのでしょうか？」

「単純なことさ」

　軍服を脱がされ、新しい服へと着き替がえさせられたフィーネを見下ろしながら、リオンは自分の上着をバサッと脱いだ。するとそこに隠かくしていた様々な器具がバラバラと落ちる。

「『ガノッサ門』が結けつ晶しようにするのは『痛みの記憶』だ。だから──」

　地面に落ちたハンマー、大おお釘くぎ、革かわの目め隠かくし、太い荒あら縄なわなどの一式を睥へい睨げいし、リオンは言った。冷れい酷こくな看守の顔でニヤリと笑えみを浮うかべ、

「『痛み』を『悦よろこび』に変えてやるんだ。人生観が変わるほど、徹底的にな？」







　フィーネは浅い微睡まどろみのなかにいた。

　おぼろげな意識のなか、自分の記憶がところどころ剝はがれ落ちているのを感じる。残っている記憶から推測してみると、欠落しているのは辛つらいことや苦しいことがあった時の直接的な記憶ではなく、ふとそれを思い出した時などの比ひ較かく的てき軽い痛みの記憶のようだ。

『ガノッサ門』は段階的に記憶を結晶化させていくらしい。忘却は外そと堀ぼりから始まり、徐じよ々じよに痛みの根源へと向かっていくのだろう。

　このまますべての記憶を吐はき出して終わるのも、それはそれでいいかもしれない……。

　そうフィーネが思った時だ。

「ハッ、ずいぶんと潔いさぎよいな。それがお前の言う処刑人の最期ってやつか？」

　ハイレインの声が耳元で聞こえ、フィーネははっと目を覚ました。

　距きよ離りが近い。すぐそばにハイレインの顔があることに気づき、フィーネは飛び退のいた。

「な、なんだ、貴様っ!?　一体、何を……ぐっ!?」

　途端に立ちくらみがした。『ガノッサ門』の影えい響きようか、かなり体が衰すい弱じやくしている。

　霞かすむ目でフィーネは見える範はん囲いを観察した。どこかの運動場のようだった。

　道どう化け師しが演説でもするような三メートル四方ぐらいの木製の舞ぶ台たいがあり、フィーネとハイレインはその上にいる。

「ハイレイン……何を考えている？　こんなところで舞台劇でも始めるつもりか？」

「だとすれば主役はお前だ、２７５番。ちょうどそれらしい格好もしてることだしな」

「なんだと……？　──っ!?　なんだ、これは!?」

　そこでフィーネは初めて自分の格好に気づいた。着慣れた軍服ではなかった。

　肩かたまではだけたメイドの服装である。それも修道女の格好に負けず劣おとらず扇せん情じよう的で、布地が少ない。軍服の男装はフィーネにとって心の鎧よろいである。それを奪うばわれ、ショックと羞しゆう恥ちで絶句していると、ハイレインが冷たい笑みを浮かべた。

「お前は子供の頃ころから女らしい格好の一つもしたことがなかったろう？　だから優しい俺がプレゼントしてやったのさ」

「……っ!?　貴様、私の記憶を見たのか!?」

　すぐに察しがついた。おそらくは『ガノッサ門』の効果だ。記憶を結晶化するだけではなく、それを他者が覗のぞき見ることもできるのだろう。

「せっかくのプレゼントだ。喜べよ」

「誰がこんなもの……っ」

「命令だ。跪ひざまずいて『ありがとうございます』と言え」

　ハイレインの左手でブレスレットが輝かがやいた。看守のブレスレットには囚人の体の自由を奪う効果がある。全身に痺しびれが走り、フィーネは重力に押し負けるように突つっ伏ぷした。

「ぐっ、貴様……っ」

　ハイレインがしゃがみ込み、耳元へ囁きかけてくる。

「お前は今この瞬しゆん間かんから栄はえある処しよ刑けい人じゃない。ヴァレリアの臣下でもなければ、ミストレイア家の当主でもない。俺に良いようになぶられ弄もてあそばれる、一いつ匹ぴきの雌めす豚ぶただ」

「め、雌豚……っ!?」

　凌辱してやる、という先ほどの言葉が脳内に蘇よみがえり、フィーネはようやく己おのれの失策に気がついた。

　思い起こせば、二級看守の独どく房ぼうにきてからずっと狙ねらわれ続けてきた。飛ひ燕えんの騎き士しがおらず、フィーネ自身も魔術で消しよう耗もうしている。これほど絶好の機会はないだろう。

　そう、ハイレインは機を逃のがさず、ついにこの身に暴ぼう虐ぎやくを加えようとしているのだ。

「貴様という男は……っ、弱った相手をいたぶるなど恥はじを──」

「誰が喋しやべっていいと言ったァッ!?」

「ひぃっ!?」

　雷かみなりのような罵ば声せいを浴びせられ、反射的に竦すくみ上がってしまった。ハイレインは今や保管庫の時に見せた、あの魔王の如ごとき形相となっている。

　硬こう直ちよくしているところへ、荒縄が降ってきた。そのまま流れるような手つきで全身を縛しばられてしまう。縄に締しめ付けられ、メイド服の胸むな元もとが無理やりぐっと強調される。

「へえ、意外にあるじゃないか。アネットほどじゃないが、キリカと同じぐらいか？　今まではサラシか何かで隠してたな？」

「な、なんのことだ、それは……!?」

「胸の話だよ。ツンと尖とがったその膨ふくらみのことだ。下着をつけていないから縄に強調されてよく見える」

　直球で言われ、頰ほおが熱くなった。なんという屈くつ辱じよくだろうか。生まれてこの方こんな扱あつかいを受けたことはない。するとハイレインが意地悪く笑みを深める。

「なんだよ、恥はずかしいのか？　ミストレイア家の当主になった時に性別は捨てたはずなのに、それでも胸を弄ばれるのは女として恥ずかしいんだな？」

「ち、違ちがうっ。私は地に伏ふせさせられた怒いかりで震ふるえているのだ……っ！　誇ほこり高き処刑人に女としての感情などない！」

「でもお前、レベッカがドレスを着てるのを見て、羨うらやましいと思ってたじゃないか」

「な……っ!?」

　その言葉にフィーネは絶句した。

　レベッカというのはヴァレリアの臣下の一人だ。『なぜハイレインがレベッカのことを知っているのか』とは思わなかった。

　フィーネはすぐに気づいた。『ガノッサ門』でこちらの記憶を読み取ったハイレインには、そこに付ふ随ずいする『人には決して言えない秘密や自分の心の動き』まで知られてしまっているのだと。それはもはや心を丸まる裸はだかにされたも同然だ。

「ハハッ、俺はなんでも知ってるぞぉ？　ヴァレリアの独どく房ぼう塔とうにいた頃、お前が可愛かわいい服やちょっとエッチな下着をタンスにしまっていたこと、ベッドの下に可愛い子ブタのぬいぐるみを隠していたこともなァ！　性別は捨てたなんてよく言ったもんだ！　まるっきり少女趣しゆ味みじゃないかお前！」

「うわーっ、やめろやめろやめろ、言うなぁ！」

　大声で叫さけびながら首を振ふる。だがフィーネが否定するほどにハイレインの笑みは濃こくなった。

「ハハッ、よーし、もっといじめてやろう！」

　取り出されたのはハンマーと大釘。暴力的な音を立ててメイド服の裾すそに大釘が打ちこまれ、フィーネは標本の昆こん虫ちゆうのように舞台の床ゆかへ縫ぬい付けられた。

　スカートが捲めくれ上がり、下着が露ろ出しゆつしているのが分かる。だが完全に縫い付けられてしまったフィーネはもはや身じろぎ一つできない。

　最後に革の目隠しが巻かれ、視界さえも奪われてしまった。

「何をする気だ!?　おい、ハイレイン……っ！」

「さあて、これが何か分かるか？」

　頰に冷たいものが触ふれた。ビクッと震えるフィーネへハイレインは言う。

「メルトスライムの入った瓶びんだ。こいつは人間の火ほ照てった肌が大好きでな。人間がそばにいると、着ている服を溶とかし、触れた場所の性感を何倍にも高める。アネットにせがまれて仕入れた逸いつ品ぴんだったが、特別にお前に使ってやろう」

「な──っ!?　や、やめ、やめろ！　やめてくれ……っ」

　キュッと蓋ふたの開く音が無む慈じ悲ひに響ひびき、生温かい粘ねん性せいの感かん触しよくが肌にくる。

　直後、壮そう絶ぜつな快感が全身を突き抜ぬけた。

「ひゃう……っ!?」

　ほとんど身動きできない状態でありながら、フィーネは激しく痙けい攣れんした。

　生まれてこの方、自じ慰いすらしたことのないフィーネにとって、その快感は気絶しそうなほどの衝しよう撃げきだった。

「な、なんだこれは……なにっ………はァうンっ、なんなの、だ、これはァ……っ！」

「それが女の悦びだ。気持ちいいだろう？」

「ン……ンンッ……気持ちよくなんてな……ひンッ……っ」

　ジュウジュウと服が溶け、肌が露あらわになり、敏びん感かんになったところへ荒縄が当たってどんどん気持ちよくなる。それでもフィーネはなんとか快楽を否定しようとした。

　だがそこへ不意打ちのようにハイレインが怒ど鳴なり声を上げる。

「気持ちいいだろォ!?　気持ちいいと言えッ！」

「ひぃッ!?　き、気持ちいいですっ、気持ちいいですぅっ！」

　罵声に竦み、反射的に認めてしまった。マズい、と頭の隅すみで警けい鐘しようが鳴り響く。

　処刑人として拷ごう問もん術も学んだフィーネは知っている。苛か烈れつな責めに対して一度でも媚こびてしまえば、一気に心を犯おかされてしまうことを。

　そしてハイレインは畳たたみかけるタイミングを熟知していた。

「ハハッ、そうだろ!?　よしよし、それじゃあご褒ほう美びをくれてやろう。メルトスライムはな、月げつ硝しよう石せきの粉末を与あたえると活性化するんだ。そして偶ぐう然ぜんにも、ちょうどその月硝石がここにある！」

　さっきとは違う小瓶の感触が頰へきた。そして間かん髪はつを容いれず、蓋の開く音。

「──っ!?　やめ──」

　嘲あざ笑わらうように細かな粉が振りかけられた気配。そして、衝撃。

「ひゃああぁぁぁぁぁぁ──ッ!?」

　全身に絡からみついているスライムが一気に活性化し、稲いな妻ずまのような快感が駆かけ抜けた。

「ンンんッ、ンはぁ、あああっ！　ダメダメダメ、死んじゃう、これ死んじゃうぅッ！」

　フィーネは髪かみを振り乱みだしてガクガクと痙攣する。神経が焼き切れそうなほどの凄すさまじい快感だった。あまりに暴れ過ぎて大釘に縫い付けられたメイド服がビリビリと破ける。

「止めて止めてッ、これ止めてぇ！　お願い止めてぇ、ああァぁぁぁぁっ！」

「ん？　なんだって？　よく聞こえないなぁ」

「んふぁ、ああああっ、止めで！　気持ぢぐで死んじゃうがらァ、だがら止めでぇッ！」

　フィーネはもはや恥も外聞もなく懇こん願がんする。脳が砕くだけるような快感が叩たたき込まれ続け、まともに呼吸する暇ひますらない。もはや快楽という名の地じ獄ごくだ。

「そうだなぁ。止めてほしかったら俺のことを『ご主人様』と呼べ。ヴァレリアのことは『我が主』と呼んでたみたいだからな。俺のことは『ご主人様』でいいぞ？」

　言葉と同時に、剝むき出しの背中を指先でなぞられた。それだけで背骨から下腹部へ突き抜けるような快感が襲おそってくる。

　ぶるんぶるんと音がしそうなほど胸を揺ゆらしながらフィーネは絶ぜつ叫きよう。

「ひゃあァァっ!?　言うがら、ぢゃんど言うがら！　だがら早ぐごれ止めでぇぇぇ！　ご主人様っ、ご主人様ァ！　お願いじまず、ご主人様ァぁぁぁんンッ！」

「おお、よく言えたな。よーし、それじゃあ次のご褒美をやろう」

　顔のすぐそばにジャラジャラと硬かたい物が置かれる音がした。

「さあ、たんと喰くえ」

　乱暴に髪を摑つかまれ、ガッと頭を押し込まれた。口の中に石のようなものが次々に入ってくる。拒きよ否ひ権などなかった。命じられるまま、フィーネは与えられた何かを貪むさぼり喰う。

　これでは本当に雌豚だ。だが心はすでに支配されてしまっていた。ヴァレリアに捨てられるきっかけにもなった『弱さ』、それを完かん膚ぷなきまでに曝さらけ出してしまっている。

　恐おそろしいのは、そのことに抵てい抗こう感がなくなりだしていることだった。

　駆け巡めぐる快感のなか、人にあるまじき扱いを受けながらフィーネはそのことに悦よろこびを感じ始めていた。

　……なぜだ？　なぜ私はこんなにも……っ。

　だがフィーネは腐くさっても処刑人である。ハイレインに与えられた何かを豚のように貪り喰いながらも、ふいにこの行こう為いの意図に気がついた。

「ごの石は、記き憶おくの結けつ晶しよう……？　ご、ご主人様、んンっ……まざが……あン、私を助けようと、してる……？」

　すべてを喰い終わり、フィーネはあやふやな口調で呟つぶやいた。途と端たん、舌打ちが聞こえた。

「お前のその鋭するどさは面めん倒どうだ。──だが、ちゃんとそれを封ふうじる策も考えておいた」

　髪を引っ張って頭を上げられた。すでにメイド服と荒あら縄なわはメルトスライムによって半ば溶けかけている。自分が今、どんな滅め茶ちや苦く茶ちやな姿になっているか想像もつかない。

　だが、ほんの少しでも予想すべきだったのだ。

　まったく唐とう突とつに、目め隠かくしが外された。すると、

「──っ!?」

　視界に映ったのは、自分を見つめるたくさんの囚しゆう人じんたちの姿。

　皆みな、食い入るように、呼吸すら忘れたように、フィーネを見つめていた。

　ある者は情じよう欲よくに頰を染めて「すごい……」と呟き、ある者はゴミを見るような目で「不潔……」と吐はき捨てる。

　そして当のフィーネは溶けたメイド服の間から肢し体たいをこれでもかと晒さらしていた。

　呼吸に合わせて揺れる二つの乳ち房ぶさ、じっとりと汗あせばんだ腹部、疼うずきすぎて無意識に擦こすり合わせている太もも。そのすべてを何十人という囚人たちに凝ぎよう視しされていた。

　あまりのショックに頭が真っ白になる。

「わた、しは……こんな衆しゆう人じん環かん視しのなかで、痴ち態たいを晒していた、のか……？」

「そうさ。みんながお前の恥ずかしい姿を見ていたぞ。胸がマシュマロのように縄の間から飛び出すところも、スライムになぶられてどんどん敏感になっていく肌はだも、泣き叫んで俺に赦ゆるしを乞こう姿も、全部見られていた」

「あ、あ、ああ……っ」

　震えるように首を振り、フィーネは呻うめく。その眼前へ、レモン色の小瓶がかざされた。

「ちなみに月硝石はまだ残っている。さっき使ったのは十分の一にも満たない量だ。さてさて、これを全部お前にかけたらどうなるかな？」

　背筋がゾッと凍こおりついた。もはや悲鳴を上げることもできない。

「……い、や……ゆ……赦して……」

「鳴け、雌めす豚ぶた」

　一いつ切さいの慈悲なく、煌きらめく石の欠片かけらが振りかけられた。すると獲え物ものを喰らう獣けもののようにメルトスライムがぐにゅうと蠢うごめき、揺れる胸へ、剝き出しの股またへ、震える太ももへ絡み、フィーネを究極的な快楽の坩堝るつぼへ叩き込む。

　囚人たちが「うわ……」とか「あんなになっちゃうんだ……っ」と見つめるなか、フィーネの快楽は頂点に達した。

「や、ああぁぁッ！　きちゃう、きちゃう、なんがスゴいのぎぢゃうぅぅぅっ！　ンああああァ、気持ぢぃンんぁぁぁぁぁ──ッ！」

　エビ反りになって痙攣しながら絶叫。

　直後、糸の切れた人形のように意識が途と切ぎれ、フィーネはスコールのように失禁した。







　フィーネ・ルウ・ミストレイアにとって、自分の弱さを認めないことはたった一つの処世術だった。

　不運にもフィーネの代のミストレイア家には他ほかに子供がおらず、幼少の頃ころから殊こと更さらに厳しく処しよ刑けい術を叩き込まれた。当主となることはその時から宿命づけられていたのだ。

　だがフィーネは人を殺すのが怖こわかった。処刑人になって多くの人々から蔑さげすまれるのが怖かった。ミストレイア家の長大な歴史を一人で継つぐのが怖かった。何もかも怖かった。

　そんな弱さは処刑人にとって致ち命めい的てきだった。

　だからそのすべてを認めなかった。先代である祖父が教えてくれたのだ。

　──お前の『女』のなかに弱さを封じよ。この軍服を着込み、このサーベルを下げることで、お前の弱さはすべて消え去る。

　そうして自分を騙だまし、フィーネは自分の弱さを克こく服ふくした。

　やがて当主を継ぐ頃には、先代を始め親族たちはみな他界していた。

　ミストレイア家の血族はすでにフィーネしか残っていない。一人ぼっちの当主だ。

　だが弱音など吐かなかった。ただ黙だまって責務を果たし続けた。罪人たちの首を刎はね、ミストレイア家の名を守った。もう意味などないと知りながら。

　そしてある日のこと。ガレク王国史上、類を見ない大役がまわってきた。

　それは、王女の首を刎ねること。

　かつて初代ガレク王が『外がい殻かくの神々』から授さずかった神しん槍そうを奪うばおうとした罪で、第二王女であるヴァレリア・ガレク・ワイズシャットが処刑されることになったのだ。

　だがその処刑の場でフィーネは返り討うちに遭あう。ヴァレリアは首を落とそうとしたフィーネを退け、二百人の衛兵を打ち倒たおした。そして地に伏ふしたフィーネへ言ったのだ。

　──なかなかの腕うでをしているな。気に入った、妾わらわの臣下となるがよい！

　その姿にフィーネは圧あつ倒とう的な強さを見た。自分にはついぞ足りなかった強さだ。真に仕えるべき主君に出で逢あった気がした。

　それからフィーネはヴァレリアに付き従い、共に神槍を奪だつ取しゆし、五大魔ま導どう監かん獄ごくを悉ことごとく破り、先に潜せん入にゆうしたヴァレリアの手引きでこの『天空の大監獄』へやってきた。

　どこまでも付いていくつもりだった。たとえそれが異世界であろうとも。だが、

　──お前はもういらん。

　魔ま獣じゆうの保管庫でフィーネは捨てられた。魔王に怯おびえた『弱さ』が原因だった。結局、自分は『弱さ』を隠かくすばかりで、何一つ克こく服ふくできていなかったのだ。

　揺蕩たゆたう意識のなかで、フィーネは泣いた。子供のようにただ泣いた。

　……私はもっと強い自分になりたかった。

「──別にいいじゃないか。弱くても」

「え……」

　ふいにかけられた言葉にフィーネは意識を取り戻もどす。

　木製の舞ぶ台たいの上、びちゃびちゃの水たまりのなかにフィーネは倒れていた。いや寝ねかされているというのが正しいかもしれない。濡ぬれるのも構わずハイレインがすぐそばに座っていて、フィーネは膝ひざ枕まくらをされていた。

「お前が保管庫でキリカに魔獣をけしかけている時の記憶を見た。俺はお前が嬉き々きとして魔獣をけしかけたんだと思ってたが……でも違ったな。お前は魔獣を使った惨むごたらしい殺し方をするのが嫌いやで、ずっと二の足を踏ふんでいた。なんとか回かい避ひしようと、何度もキリカに命いのち乞ごいをしろと呼びかけていた。……処刑人が聞いて呆あきれる弱さだ。でもその弱さのおかげで俺も間に合って、なんとかキリカを助けられた」

　呆ぼう然ぜんとしているフィーネの口へ、ハイレインはまた固いものを押し込んだ。それはやはり記憶の結晶だった。

「弱いことは悪いことじゃない。それで誰だれかが救われることもある。お前はそのままでいいよ」

「ありのままでいいと言うのか……？　私が、こんな弱々しい私が、そのままで……」

「お前一人くらい増えたって構わない。俺がどうにでも守ってやる」

　ぶっきらぼうに言い、ハイレインは左手を伸のばす。頰ほおに流れていた涙なみだを拭ぬぐわれた。

「弱さってのは押し隠すよりも認めた方が楽になれる。ずっとひた隠しにしてた弱さを曝け出すのは気持ち良かっただろう？」

「う……」

　フィーネは目を逸そらし、カァと頰を赤らめた。確かに、頭がおかしくなってしまうくらい気持ち良かった。体だけのことではない。何一つ取り繕つくろわず無様に泣き叫さけぶことを心が悦んでいた。そしてそれを引き出してくれたのは……ハイレインだ。

「俺たちの目的は知ってるな？　お前の魔術と、明めい晰せきなその頭脳が必要だ。だから今度は俺に仕えろ。俺のそばにいる限り、お前は弱いままでいい。何一つ取り繕わない、そんなお前のまま、俺に尽つくせ」

「……卑ひ怯きような男だ」

　あんなに滅茶苦茶に蹂じゆう躙りんされ、その上でこんなふうに手を差し伸べられたら、もう拒こばむことなんてできない。フィーネは深く息をはき、ハイレインの膝に頰をすり寄せた。

「……好きにしろ。もう逆らう気力もない」

「よし。だったら」

　ハイレインはフィーネの頰に手を添そえると、ぐいっと無理やり自分の方を向かせた。

　そんな乱暴な扱あつかいをされているのに、逆にドキリとしてしまう。

「認めろ。お前は卑いやしい雌豚だ。お前のこれまでの『痛みの記憶』はすべて俺に今日こうしていじめてもらうためのものだった。お前の痛みはすべて悦びだ。そうだろ？」

　なんて腹の立つ言葉だろう。だが悔くやしいことにもう取り繕うことはできなかった。

　ハイレインからの酷ひどい扱いは、転じてフィーネの弱さへの肯こう定ていだ。こんなことを言われて悦んでいる自分が確かにいる。そして同時に、ハイレインが何をやろうとしているのかももう分かっていた。だから、

「ああ、そうだ……」

　羞しゆう恥ちに顔を赤らめて、頷うなずいた。

「私は貴様にいじめられて悦ぶ……その、雌豚だ」

　途端、周囲に魔ま法ほう陣じんが浮うかび、ギィィッと門が開くような音がした。そして魔法陣が弾はじけると、先ほど食べさせられた結晶が記憶として自分のなかに戻ったことを感じた。

　結晶化した記憶を体内に戻し、『痛みの記憶』を悦よろこびとして上書きする。それが作品番号４０５番『ガノッサ門』の魔術の解除方法だったのだろう。

　結局、すべてハイレインの手のひらの上だったというわけだ。フィーネは強こわ張ばっていた肩かたの力が抜ぬけ、嘆たん息そくする。

　すると視界の端はしで赤みがかった髪かみが動くのが見えた。ヴェールを脱ぬいだ修道女である。

「うふふふー♪　見事な堕おとされっぷりでしたわ、フィーネ様。わたくし、間近でしかと拝見致いたしましたっ」

「──っ!?　ちょ、いや、ちが……っ」

　フィーネはハイレインの膝から飛び起きる。考えてみれば今もあられもない姿のまま、囚人たちもひそひそしながらこっちを見ている。修道女はやたらとウキウキした顔で、

「ちなみに現在、レオナ様とキリカ様が首位争いをしておりまして、わたくしが三番目でございます。なのでフィーネ様は四番目ですね。宜よろしいですか？」

「し、知らんっ。なんのことだか私にはさっぱり分からんっ」

「またまたご冗じよう談だんを♪　役割的には妻、愛人、玩具おもちやとなっておりますので、四番目のフィーネ様が雌豚というのはなかなか宜しいかと思います」

「知らん知らんっ。何も聞こえんっ！　あー、あー、何も聞こえんっ！」

　客観的に色々言われて我に返ってみると、ものすごい勢いで死にたくなった。

　修道女に満面の笑えみでからかわれ、フィーネは両耳を塞ふさいで全力で現実逃とう避ひ。

　と、ハイレインが上着を脱いで差し出してきた。

「よく分からんが、そのままの格好だと風か邪ぜひくぞ。着ろ、フィーネ」

「……っ」

　初めて名前を呼ばれた。ドキドキと鼓こ動どうが高鳴ってしまう。

　フィーネはぶっきらぼうに上着を受け取ると、赤くなった顔を襟えり元もとで隠し、「……どうも」と呟つぶやいた。







　その後、リオンはアネットとフィーネを連れて独どく房ぼうに戻った。途と端たん、なぜかキリカとレオナに物もの凄すごい勢いで詰つめ寄られた。

「ちょっとリオン、一体何があったのよ!?」

「正直に白状してください！　今すぐ包み隠さず正直に！」

　当然、ハイネに襲しゆう撃げきされたことはきちんと話すつもりだった。しかしとりあえずは腰こしを落ち着けたいと思い、簡潔に言う。

「まあ、二人とも少し待ってくれ。色々あったんだ」

「「そりゃあ色々あったでしょうよ!?」」

　声を揃そろえて二人が指差す先には、半はん裸らにネトネトのびしょびしょでリオンの上着を羽織っただけのフィーネである。リオンは目を瞬またたき、

「え、そっちか？」

「「そっち以外にどっちがあるの!?」」

「いやあれはつまり、まあそうだな、一言で言うと……スライム凌りよう辱じよくをしてたんだ」

　その単語の強きよう烈れつさに二人は絶句。

「まあまあ、レオナ様にキリカ様、落ち着いて下さいませ。要点はわたくしがご説明致しますから」

　空気を読んだアネットが二人をなだめ、独房の反対側に連れていく。

　リオンは制せい帽ぼうを脱いで一息つくと「ああ、そうだ」と呟いて、部屋の隅すみにある木箱を漁あさる。そしてなんとなく立ち尽くしているフィーネへある物を差し出した。

「……なんだ？　これは？」

　子ブタのぬいぐるみだった。

「以前にレオナに買ってきて『こんな子供っぽいものいりませんっ』って一いつ蹴しゆうされた物なんだけどな。まあそんなので悪いんだが……やるよ」

「……だから、なんでそんなものを私にくれる？」

「子ブタのぬいぐるみがないと眠ねむれないだろ、お前」

　結けつ晶しようの記き憶おくで見て、フィーネにそういう癖くせがあることをリオンは知っている。

　正直、今までいがみ合っていた仲だ。ほとぼりが冷めれば、やはりすぐに仲良しこよしとはいかない。だから一応、リオンなりに一歩歩み寄ったつもりだ。

「……まあ、いらないならいいが」

「……もらう」

　ぱっと奪うようにフィーネは子ブタを受け取った。と、子ブタの腹が押され、ぶひぃと音が鳴る。

「……不細工だな」

「文句言うなら返してもらうぞ」

「……もう私の物だ」

　そしてフィーネはぎゅっと子ブタを抱だき締しめると、視線を逸らした。

「……一応、礼は言っておく」
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「表情が硬かたいな。礼を言うならもっと可愛かわいらしく言ったらどうだ？」

　苦く笑しよう交じりにリオンが言うと、フィーネはしばらく無言を通し、だがやがて頰を赤らめながらぽつりと言った。

「…………ありがと、ご主人様」

　リオンは「どういたしまして」と肩を竦すくめる。フィーネが本当の意味で仲間になった瞬しゆん間かんだった。







　その後、結局キリカとレオナから怒ど涛とうの勢いで怒おこられ、翌日。

　リオンは刑けい務む作業明けのレオナを連れて、とある二級看守のもとを訪おとずれた。

　一いつ般ぱんに二級看守は独どく房ぼう塔とうのワンフロアを与あたえられるが、この二級看守だけは特例で一級看守のように独房塔丸々一つが与えられている。

　正面の門から入って幾いく度どか階段を上り、通されたのは質素ながら質の良い家具に彩いろどられた応接間だった。落ち着いた色のカーテンに年代物の本ほん棚だな、そしてやや固めながら清潔なソファーが並んでいる。

　リオンたちが座ると、自ら迎むかえてくれた二級看守は早さつ速そく本題を切り出してきた。

「それでだ。お前が訊ききたいと言ったのは、ハイネ・ロットアインについてだったな、リオン？」

　豊かな顎あごひげを生やした、五十代ほどの男である。名前はブルーロウ。二級看守のなかでも一番の古株で長老めいた扱いを受けており、一級看守や特一級看守にも彼に敬意を払はらっている者が多い。

　そんな立ち位置を上う手まく利用し、ブルーロウはこの監かん獄ごくで情報屋を営んでいる。一般的なクズの看守たちにとっては温おん厚こうな長老だが、立身出世を狙ねらうような上じよう昇しよう志向の看守たちの間では凄すご腕うでの情報屋として名高い。

「ああ。ハイネの人物像について、できるだけ多角的に知っておきたいんだ。あんたなら看守たちの動きについて裏も表も摑つかんでるだろ、ブルーロウ？」

「お前たちは二人とも熾し天てんの儀ぎに参加させられるんだったな。本番前に早速ぶつかりでもしたのか？」

「その辺りは想像に任せるよ」

　リオンが肩を竦めると、ブルーロウは大きくため息をついて首を横に振ふった。

「なあ、リオン。お前にはもっと平和的に生きてほしい。儂わしは常々そう思っているんだ。これは情報屋としてじゃない。一人の人間として儂はお前を認めているし、だからこそ心配もしてる」

「……分かってる。俺だってそうさ。クズみたいな看守ばかりのこの監獄で、俺は唯ゆい一いつあんただけは全面的に信しん頼らいしている」

　ブルーロウの目を見て、リオンは心の底からそう言った。

　この監獄において、看守が囚しゆう人じんをいたぶるのは当然のこととされている。だがこのブルーロウだけは唯一、そうした囚人への加虐を行っていない。無論、その信条を他の看守に押しつければ諍いさかいになる。ブルーロウは他の看守の加虐には口を挟はさまず、だが自分のもとにいる囚人だけはまるで娘むすめのように大切にし、肉体的な関係にさえ及およんでいなかった。

　そうした彼の人間性をリオンは心から信頼している。

　そしてブルーロウもまた、自分に近い信条を持つリオンに対して、共感と信頼を寄せてくれていた。

　一応は情報屋と客という間あいだ柄がらであるが、ブルーロウはこれまでその分を越こえて何度も便べん宜ぎを図はかってくれている。かつてキリカが収しゆう監かんされた時、真っ先にリオンが買い取る権利を得られたのも実はこのブルーロウの協力あってのものだった。

「なあ、リオン。儂がこの『天空の大監獄』に連れてこられて、何十年という月日が過ぎた。その壁かべの厚さは誰だれよりも理解している。儂の言っている意味が分かるか？」

　リオンはわずかに唇くちびるを嚙かみ、無言を貫つらぬく。

　当然ながらブルーロウに脱だつ獄ごく計画の話をしたことはない。だが肌はだで感じることはあったのだろう。深く眉み間けんにシワを刻み、長老は言った。

「儂はな、お前さえ良ければ情報屋の仕事を継つがせてやりたいと思っている。お前にはそれだけの知ち恵えと才覚がある。監獄で裏の役目をこなせれば生きやすさは段だん違ちがいだ」

「ブルーロウ、すごくありがたい話だよ。でも──」

「儂もいずれ死ぬ。できるならばお前のような若者に道を残してやりたいんだ」

　予想外に親身な提案を持ちかけられ、リオンは困り果てた。隣となりのレオナもなんとも言えず苦笑している。と、意外なところから助け船がきた。

　応接間のドアを開け、ブルーロウの囚人がティーセットを持って入ってきたのだ。

「ちょっと旦だん那なー、説教くさいこと言ってリオンさんを困らせんなよ。これだから年寄りはいけないよな。あ、サンサギさん。ローズティーで良かったかい？」

「ありがとうございます、リリィさんっ。あたしもお茶淹いれるの手伝いますですっ」

　入ってきたのはリリィというあだ名の少女である。

　派手な赤毛と、目の下のそばかすが特とく徴ちようで、胸は薄うすいものの露ろ出しゆつの多いエプロンドレスを着ている。地上にいた頃ころは花売りをしていたそうで、そこから花の一種であるリリィというあだ名で通っている。

　ちなみにこのリリィこそが作品番号４０５番『ガノッサ門』の囚人である。普ふ通つうは囚人の魔ま術じゆつは隠かくすのが定石だが、看守同士の争いに不ふ干かん渉しようなブルーロウの性格上、リオンは以前に世間話として『ガノッサ門』の魔術について聞かされていたのだ。

　少女二人が楽しげにお茶の準備を始めたことで、ブルーロウの話の腰が折れた。

　思わずほっとした顔をすると、向かいに座っているブルーロウが『まったくお前は』という顔で眉まゆを寄せたので、リオンはつい苦笑してしまう。

　一方、レオナとリリィは壁かべ際ぎわの小テーブルでお茶を淹れている。

「なあなあ、サンサギさん。こないだの続き、聞かせてくれよ。あの堅かた物ぶつっぽいリオンさんをどうやって押し倒たおしたんだい？」

「あ、聞きたいですか？　んー、どうしましょうかねえ」

「えー、聞かせてくれよっ。お願い、この通り！　あたしもなんとかしてウチの堅物の旦那をその気にさせたいんだよ。だからさ、ねっ」

「ふふ、そういうことならしょうがありませんねっ。実はね、コツがあるんですよ」

　少女二人の会話が聞こえてきて、ソファーにいる男二人は思わず真顔になった。

　彼女たちがわざと聞こえるように喋しやべっていることは、リオンもブルーロウも気がついている。だがそこに何かコメントすれば一層ややこしくなることを理解しているので、二人は阿あ吽うんの呼吸で無言を通した。

　先日のこと、リオンは廊ろう下かでレオナにキスをされ、舌を入れられ、胸に手を導かれ、押し倒されて、あわや貞てい操そうの危機に陥おちいった。そこをたまたま通りかかった良識派の看守に救助されてなんとか事無きを得たのだが、その通りかかった良識派の看守というのがブルーロウである。

　ついでにその時一いつ緒しよにいたリリィがレオナの様子を武勇伝として語り継ぎ、以後レオナは寝ね技わざ自じ慢まんの囚人たちから『看守喰ぐい』の称しよう号ごうを得るに至っている。

　リリィの年ねん齢れいはおそらくリオンと同じくらいなのだが、その一件があってからリリィは年下のレオナを殊こと更さらに敬っていた。どうやらブルーロウが自分を娘のように扱あつかうのが不満らしく、何かとレオナに師事している様子である。

「はーい、お茶が入りました。リオン、飲ませてあげましょうか？　口移しで♪」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんと自分で飲めるから、大丈夫だぞ」

「旦那ー、ワカメ酒って知ってるか？　なんなら今から実じつ践せんしてみるか？」

「……リリィ、それはお茶なんだろ？　酒ではないんだろ？」

　少女たちの直球なアピールに男たちはタジタジである。

　なんとか空気を変えるため、四人分のティーカップが揃そろうとリオンは話を戻もどした。

「それでブルーロウ、ハイネの情報のことなんだが」

「ああ、分かっている。だがな……」

「どっちみち熾天の儀には強制的に参加させられるんだ。今はずっと先の話より、目の前のことについて教えてくれ」

「……まあ、確かにそうだな」

　ブルーロウはまだ情報屋を継がせる話をしたそうではあったが、今はリオンの方が正論だった。やれやれという表情で嘆たん息そくしつつ、ブルーロウはティーカップを傾かたむける。

「リオン、お前はハイネ・ロットアインをどんな人間だと考えている？」

「自分で課したルールに逆らえないタイプの人間だ。たとえそれが目的の障害になると分かっていても変えられない。本質的には自己中心的なんだ。自分が良ければそれでいいという性格だな」

　庭園での対たい峙じを思い起こし、リオンは淀よどみなく答えた。だがブルーロウは首を振る。

「本気でそう思っているのだとしたら、リオン、お前はハイネの人物像を見誤っている。儂が思うにはな、ハイネは……お前によく似ている。この監獄にきた当初のお前にな」

「なに？」

　リオンが眉を詰つめ、隣に座っているレオナもティーカップから顔を上げた。

　ブルーロウは二人の前で静かに腕うでを組む。

「ハイネはまだ監獄にきて三か月ほどだ。しかも最初は三級看守だった。監獄の奈な落らくと言われた三級だ。そこから二級へ昇しよう進しんするなど本来はあり得ないことだった」

「ああ、分かってるよ。その辺りは俺も調べた。でもどうやって二級へ昇進したのかが分からない。そこから奴やつの策の張り方なんかが見えてくると思うんだが……」

　この監獄では囚人から抽ちゆう出しゆつした魔ま力りよく量が昇進に大きく関かかわる。だが三級看守の場合は雑ざつ居きよ房ぼう付きとなるので自分専用の囚人を持つことができない。

　よって慣習的に雑居房の囚人たちから一いつ斉せいに魔力を抽出し、それを雑居房付きの看守全員で均等割りすることになる。なので二級に昇進するための魔力量など、どう足あ搔がいても献けん上じようできないはずなのだ。

　その不可能を覆くつがえしたということは、なんらかの策略を以もって他の看守たちを出し抜ぬいたということになる。

　その手口からハイネのやり方が見えてくるとリオンは考えている。だが、

「ハイネは策略や暴力ではなく、人望によって二級に昇進したんだ」

　一いつ瞬しゆん、言葉の意味が頭に入ってこなかった。そんなリオンへブルーロウは説明する。

　ハイネが配属されたのは６００番台の雑居房。そこでハイネがまず何を行ったかというと、囚人たちの待たい遇ぐう改善を始めたのだ。ハイネは囚人たちに人間として接するように同どう僚りようたちへ呼びかけた。

「最初の頃のお前と同じだ、リオン。目に映るすべての囚人を救おうとしたんだ」

　苦い記き憶おくがリオンの脳のう裏りを掠かすめる。

　すると、左手に温かい感かん触しよくがきた。レオナが手を握にぎっていた。

　リオンの独どく房ぼうのなかでレオナだけが知っている。リオンがこの監獄にきて、キリカがやってくるまでの間に何があったのかを。

「でもブルーロウさん。雑居房で囚人に慈じ悲ひなんてかけようとしたら、逆に他の看守たちの攻こう撃げきの的になるはずです」

「その通りだ。だがハイネはその現実も覆した。──看守たちの友になることでな」

　６００番台の雑居房といえば看守たちにとっても劣れつ悪あくな環かん境きようである。

　二級や５００番台以上の看守たちから蔑さげすまれ、嫌いやがらせを受け、昇進の可能性はなく、働き詰めで気の休まる暇ひまもない。６００番台では看守たちもまた救いを求めていたのだ。

　ハイネは彼ら一人一人と対話をし、理解を得て、やがて６００番台の雑居房にいるすべての囚人と看守たちから信頼を得た。

　そして彼ら全員の好意によって、多大な魔力量を献上することに成功し、三級から二級への昇進を成し遂とげたのだ。

「ハイネの心にあるのは『目に映るすべての人々を救いたい』という祈いのりだ。そこに多くの人間が呼応した。ハイネはそういうことができる人間なんだ。リオン、お前と同じだ」

「違ちがう。俺が守りたいのはレオナとキリカとアネットと、あとフィーネだけだ。いくらあんたでも勝手に俺のことを妄もう想そうして分かったように語るのはやめてくれ。不ふ愉ゆ快かいだ」

　自分でも分かるほど口調にトゲが混じった。リオンがこれほど素す直なおに感情を示す相手もなかなかいない。それを理解しているブルーロウは穏おだやかに苦く笑しようする。

「できることならお前とハイネに殺し合いなどしてほしくない。お前たちは同じ方向を向くことができる、きっと掛かけ替がえのない戦と友もになれると儂は思っているんだ」

「熾し天てんの儀ぎでそんな甘いこと言ってたら一瞬ですべて失うよ」

「……そうだな、その通りだ。戦友になれる者同士が戦わねばならない。まったくこの監かん獄ごくは残ざん酷こくだ」

　リオンは背もたれに体を預け、わざと態度悪く足を組んだ。

　……ブルーロウのところに情報を聞きにきたのは失敗だったな。聞かなくてもいいことを聞かされてしまった。

　正直、庭園で戦った時から嫌な予感はしていたのだ。

　誤ってフィーネに魔術をかけてしまった時のあの後こう悔かいするような顔。それが『ガノッサ門』であることをわざわざ教えるあの甘さ。

　なぜハイネは右手を奪うばって魔王になろうとしているのか。

　それが『旧魔王のように世界を滅ほろぼすため』などという理由ならいい。こちらも容よう赦しやなく戦える。だがたとえばそれがブルーロウの言うように『目に映るすべての人々を救うため』なんていう理由だとしたら──。……やりにくいことこの上ない。

　敵にするならバルドロックのようなクズや、ヴァレリアのようなネジの外れた人間がいい。正直、気が滅め入いりそうだった。

「……クソッ、毒を喰くらわば皿までだ。ついでにもう一つ訊きいとくよ、ブルーロウ」

「ああ、なんでも訊け。儂わしに答えられることなら答えよう」

「言ったな？　じゃあ訊くが、あれはなんだ？　この部屋に入った時からずっと気になってたんだ」

　リオンが殊こと更さらに機き嫌げん悪くそう言うと、その場にいたレオナ、ブルーロウ、リリィの三人が三人とも『ついにそこに触ふれたか』という顔をした。

　リオンが指で差し示したのは応接間の壁際。そこに一枚の──絵が飾かざってあった。

　青々と茂しげる巨きよ木ぼくと、花畑で戯たわむれる子供たちの絵だ。この応接間は何度も訪ねているが今までこんな絵は飾っていなかった。リオンは思いきり青筋を浮うかべ、立ち上がる。

「絵が必要ならなぜ俺に言ってくれない!?　あんたにだったら格安でいくらでも描かいてやるのに！　いやもう金なんていらない！　無む償しようでいくらでも描いてやるよ!?　っていうかこれまさかハイネの描いた絵じゃないよな!?」

「ああ、まあ、その通りなんだが……ハイネは独房でギャラリーを開いていてな、そのなかから一枚を購こう入にゆうしたんだ」

「な・ん・て、嘆なげかわしいぃぃぃぃッ！」

　リオンは頭を抱かかえ、エビ反りになって絶ぜつ叫きよう。

「看守の長老たるあんたが、こんなクソみたいな絵を好んで買ったっていうのか!?　妙みようにハイネの肩かたを持つと思ったらそういうことか！　ブルーロウ、あんたは魔術をかけられたんだ！　もしくは薬か催さい眠みんだ！　そうでなければこんな掃はき溜だめの泥どろダンゴみたいな絵を買うはずがない！　目を覚ましてくれぇ！」

「リオン……心底悪いと思うが、儂も年の功で多少は目が肥えているから言わせてもらうぞ。掃き溜めの泥ダンゴなのはむしろお前の絵の方だ」

「そんな馬ば鹿かなぁぁぁぁぁッ！」

　ブーメランのような酷こく評ひよう返しにざっくりと胸を抉えぐられた。リオンは床ゆかに崩くずれ落ち、小こ鹿じかのように肩を震ふるわせる。

　そこへレオナが見事な呼吸で「あー、はいはい」と慰なぐさめに入った。レオナの膝ひざへリオンは弱々しく縋すがりつく。

「うぅ……レオナ、誰だれも俺の絵を認めてくれないんだ。みんなが俺のことを下手くそって詰なじるんだ……」

「よしよし、大丈夫ですよ。きっといつか認められますから。頑がん張ばりましょう、ね？」

　その光景を見て、「おお……っ」と感かん嘆たんの声を上げたのはリリィである。

「すげえ、この二人なんかすげえダメな匂においがする……っ！　そうか、サンサギさん、これが堅かた物ぶつな男を堕おとすコツなんだな……っ。サンサギさんこそ普ふ段だんからリオンさんを下手くそ呼ばわりしているのに、ここぞとばかりにフォローに入るとかすげえよ、すげえ汚きたねえよ！　絶対微み塵じんも思ってないのに『いつか認められますから』とかスラスラ言えちゃう辺りも半はん端ぱじゃねえよ！　さすがサンサギさんだぜ、勉強になる……っ！」

「こんな光景で勉強などするな、リリィ」

　ブルーロウが頭痛を堪こらえるような顔で窘たしなめる。ちなみにリリィ自身の意向でブルーロウも彼女をあだ名で呼んでいる。
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　と、リオンの背中をさすって宥なだめつつ、レオナが「でも」と質問した。

「ブルーロウさん、今まで絵なんて飾らなかったのに……まあそれはリオンが描きたいって騒さわぐのを警けい戒かいしてなんでしょうけど……今になって絵を買うなんて何か心境の変化でもあったんですか？」

「いやとくに儂が欲ほつしたわけではないんだ」

「へへん、ウチに新入りが入ったんだよ、サンサギさん。殺風景な監獄でそいつの慰めになるようにって旦だん那なは絵を買ったんだ」

「新入りだって？」

　意外な返答が耳に入り、リオンも顔を上げる。

　今までブルーロウのところの囚しゆう人じんはリリィだけだった。それが新たな囚人を迎むかえたとなれば、それこそ心境の変化である。そんな疑問を察した顔でブルーロウが頷うなずいた。

「あまりにも面めん倒どうな『魔王の絵画』を背負わされた娘むすめでな……さすがに見過ごせず、儂が引き取ることにしたんだ」

「面倒な絵画……？　どういう意味だ？」

「お前も聞いたことはあるだろう。──作品番号５１２番だ」

「な……っ!?」

　思わず絶句した。次いでリオンはテーブルへ身を乗り出す。

「５１２番が収しゆう監かんされたのか!?　しかもそれを買ったって!?　本当なのか、だって５１２番は封ふう印いん指定だろ!?」

「だからだ。代々の５１２番の囚人は皆みな、収監と同時に生きたまま魔ま水すい晶しようへ封印されてきた。助けられるなら助けてやりたかった」

「あんたなら５１２番も任せてもらえるってことか……っ。すごいな……ああ、いやすごいなんて言葉は失礼か。実際、立派なことだと思う、本当に」

　作品番号５１２番の絵画それ自体は、なんの変へん哲てつもないただの５００番台である。だがこの『天空の大監獄』の性質上、そこに宿った魔術は殊更に危険視されており、５１２番の囚人は代々、収監と同時に死ぬまで封印されるという末路を辿たどっている。

　その前例を覆して管理下に置くことができたのは、ブルーロウの長老としての人徳によるものだろう。普段から監獄の情報に網あみを張っているリオンでさえ５１２番の収監そのものが初耳だった。さすがと言わざるを得ない。

「それで、その５１２番はどんな娘なんだ？」

「明るくて屈くつ託たくのない娘だ。地上では吟ぎん遊ゆう詩人をしていたと言っていたな。ちょうど昨日が初めての魔力抽ちゆう出しゆつでな。今は疲つかれて別室で寝ねている。今度また改めて紹しよう介かいしよう」

「ああ、楽しみにしている。それにしても……そうか、吟遊詩人か」

　その職業に関して、リオンには少し思い入れがあった。師し匠しようとの修しゆ行ぎよう時代に出で逢あった知り合いが吟遊詩人だったのだ。

　名前はユフィリア・ファルセット。まるで妖よう精せいのように可か憐れんな少女で、リオンはユフィという愛あい称しようで呼んでいた。吟遊詩人らしくハープが得意で、彼女の演奏を聞きながら絵を描くのがリオンはとても好きだった。

「リオン。そろそろ時間、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ん、ああ、そうだな」

　少しの間思い出に浸ひたっていたリオンは、レオナの声で我に返った。

　応接間の壁かべ掛かけ時計を見ると、ここにきてからだいぶ時間が経たっている。

　帰る旨むねを告げると、最後にブルーロウが言った。

「リオン、もし機会があれば一度ハイネとちゃんと話をしてみてくれ。世界にいるのは何もお前たちの敵ばかりではないんだ」

「……俺もそんな優やさしい世界だったらどんなによかったかと思ってるよ」

　哀かなしげな瞳ひとみでこちらを見つめる長老に首を振ふり、リオンは自じ嘲ちよう気味に苦笑した。

　残念ながらすでに戦いの火ぶたは切られている。自分がハイネを認めることはないだろう。たとえブルーロウの言うように、ハイネがいつかの自分と同じ方向を見ているのだとしても──。







　リオンとレオナが帰った後、ブルーロウは自室に戻もどり、応接間ではリリィが後片付けをしていた。すると魔力抽出でバテていた新入りが顔を見せた。

「……あれ？　リリィさん、ひょっとしてもうお開きになっちゃった？」

「ん？　おー、もう客は帰ったぞ。一足遅おそかったな──ユフィ」

　リリィにそう言われ、ユフィは「そっかぁ」と肩を落とした。

　体つきが細く、長い髪かみをリボンで二つ結びにしていて、まるで妖精のように愛らしい少女である。職業は元・吟遊詩人。今は屋内なので軽装だが、自室には旅装の帽ぼう子しとマントもある。

「ブルーロウさんのお友達ならあたしも挨あい拶さつしておきたかったなぁ。確か今日きたお客さんって絵え描かきさんなんだよね？」

　ユフィは絵描きという職業に思い入れがあった。昔の知り合いが絵描きだったのだ。

「んー、絵描きって言っていいのか、微び妙みようなとこだけどな……。下手くそなんだよ。もうびっくりするくらい。子供の落書きかってくらい」

「え、そうなんだ」

　目をぱちくりと瞬またたき、ユフィは小首を傾かしげた。

「なんかあたしの知ってる絵描きさんと似てるかも」

「そうなのか？　右手に分厚い革かわ手て袋ぶくろしてる絵描きだぜ？」

「あ、じゃあ違ちがった。残念」

　ユフィの知っている絵描きは革手袋なんてしていなかった。

　その師匠のイングラム老ろうは昔、右手に革手袋をしていたが、彼は今も地上にいる。

　リリィの片付けを手伝いながら、ユフィはぽつりと呟つぶやいた。特別な関係だった、懐なつかしい少年の名を。

「……元気かな、リオン」







　──そうしてリオンが自らの独どく房ぼうに戻り、ブルーロウの応接間ではユフィがリオンに想おもいを馳はせていた頃ころ、ハイネもまた自らの独房にいた。

　ここにはハイネが管理している二人の囚人がいる。

　自前のイーゼルの前でハイネががっくりと項うな垂だれていると、そのうちの一人が気き遣づかわしげな表情でちょんちょんと肩を突つついてきた。

「ハイネ君、大丈夫ぅ？　やっぱりリオン看守との対決で疲れちゃった？」

「あ、いえ大丈夫です、セシルさん。もう昨日のことですし」

　なんとか体を起こしたハイネの顔を「そう？」と覗のぞき込むのは、芝しば居い小屋の元・舞ぶ台たい女優、セシルである。

　天から祝福の限りを尽つくされたような絶世の美少女で、ハイネより三つ年上の十七歳。

　とても穏おだやかで優しい女性なのだが、大きく胸の開いた舞台衣装姿なのでハイネはいつも目のやり場に困っている。

「間ま違ちがって魔術をかけちゃった囚人のことを心配してるなら大丈夫だよ。ハイネ君、ちゃんと『ガノッサ門』だって教えてあげたんでしょ？　北の第三運動場でリオン看守が大だい活かつ躍やくしてるとこを見た囚人がたくさんいるし、へーきへーき。まあ、『ガノッサ門』の解除にどうしてメイド服で縛しばり上げてスライムけしかけた上にお漏もらしさせたのかまでは謎なぞだけど……。そこまでする必要一いつ切さいないのに」

「僕にもそれが謎なんですけど、でもたぶん何か深い考えがあってのことだと思います。リオン看守は怖こわいくらい頭のいい人でした。僕が言う前にヴェルゼ教のことを言い当てたりとか。どこから説明しようか徹てつ夜やで考えてたのに、リオン看守にはそんなのぜんぜん必要ありませんでした」

　と、セシルが何か言いたげにじっと目を見つめてきた。

「えっと……セシルさん？　どうかしました？」

「敬語。使わなくていいよ、っていつも言ってるのに。お姉さんは哀しいぞ？」

　つん、と親しげに鼻の先を突かれて、ハイネはドキッとしてしまう。

「や、でも、これはもう癖くせみたいなものなので」

「でもクレアちゃんには敬語使ってないでしょう？　クレアちゃんも一つ年上なのに」

「クレアはその、最初は年上だって気づかなかったこととかあって……」

「なんかクレアちゃんだけ特別っぽくて、お姉さんやっぱりとっても哀しいなぁ」

　さりげなく両手で胸を寄せながら、セシルがしなだれかかってきた。深い谷間が目の前でむにゅうと強調される。

「あ、あのっ。セシルさん、近いです……っ」

「あれれ？　ハイネ君、どこ見てるのかなー？」

「っ!?　いや、どこも見てないですけど……っ」

「わぁ、顔真っ赤だ。分かってるよぉ？　お姉さんのおっぱい見てたんでしょ？　目の前で柔やわらかそうにムニムニってなってたから思わず見み惚とれちゃったんだよね？」

「うぅ、ご、ごめんなさい……っ」

　ハイネは真っ赤になって俯うつむいた。セシルは事あるごとにこうしてお姉さん風を吹ふかせてからかってくる。その度たびにハイネは思いきり動どう揺ようしてしまうのだ。

「謝らなくていいよ。ハイネ君は男の子だし、それってむしろ健康的なことだと思うの。だから、どうしても我が慢まんできなくなったら触さわっちゃってもいいんだよ？」

「……っ!?　か、からかわないで下さい。そうやってからかわれると僕、どうしていいか分からなくなりますから……っ」

「もう可愛かわいいなぁ。でもそゆとこがハイネ君のいけないところだよ。ハイネ君、めっ」

　細い指先がつんっと今度はハイネの唇くちびるに触ふれた。ドキリとするハイネへ、セシルは蜜みつのような甘い表情で、

「舞台女優はね、いつでも演技をしてるの。今のはね、『本当は触ってほしいな』っていうわたしからのメッセージなんだよ？　気づいてくれないと、お姉さん体を持て余して困っちゃうんだから」

　もう限界だった。精神的にお子様なハイネは「ごめんなさいっ」と叫さけび、転がるように逃にげ出した。

　セシルの「あン、逃げられちゃったぁ」という残念そうな声が背後で聞こえた。

　ハイネが逃げた先は二人目──否いな、出逢った順番からすれば一人目の囚しゆう人じんのところだ。

　ハイネの独房はギャラリーの役目も果たしており、鉄てつ格ごう子し側にイーゼルやテーブルがあって、壁かべ際ぎわにハイネが描かいた作品が並んでいる。

　一方、奥には背の高い本ほん棚だながあり、彼女は暇ひまさえあればそこで本を読んでいる。

　元・魔導学者のクレア。ゆったりしたローブ姿で眼鏡をかけていて、今も安楽椅い子すで無表情に本のページをめくっている。

　セシルから逃げてきたハイネに対し、クレアは本から顔も上げずに言った。

「……ハイネ、うるさい。セシルと性せい行こう為いに及およぶならそこの耳みみ栓せんを取って」

「及ばないよ!?　結けつ婚こんしてない男女がそんなことしたらダメなんだから」

「……この監かん獄ごくでそんなことを言っているのはあなたぐらい。公衆の面前で囚人を辱はずかしめるリオン・ハイレインを少しは見習うべき」

「見習いたくないよ、そんなの……。クレアだって僕がそんなことしたら怒おこるだろ？」

「……男性の性せい欲よくが攻こう撃げき的な側面に繫つながっていることは疑いようがない。それはあなたに足りないもの。あなたの未熟さを補えるなら私は一向に構わない」

「構おうよ!?　この監獄にいる人たち、みんな倫りん理り観おかしいよ……」

「……少し呆あきれる。あなたのそういうところ出逢った時から本当に変わらない」

　ほんの少しだけクレアの唇に笑えみが浮うかんだ。クレアは基本的に無表情なので注意していないと表情の変化に気づけない。ハイネも最近ようやく分かるようになったところだ。

　ハイネは安楽椅子の横に座り、膝ひざを抱かかえて本棚に背中を預ける。

「変わらないよ、僕は。変わったらいけないものはあると思うから」

　教皇が『塔とうの住人』との取引に成功し、ハイネはこの『天空の大監獄』へやってきた。

　新入りの看守はまず囚人として雑ざつ居きよ房ぼうに入れられる。そこでハイネの面めん倒どうを見るお守もり役やくになったのがクレアだった。

　雑居房からハイネが見たこの監獄の実態は劣れつ悪あくの一言だった。

　どうしても我慢できず、囚人の時間が終わって署長室へ呼ばれたハイネはそこであろうことか、アルカマリア署長に嚙かみついた。

　奴ど隷れいのように扱あつかわれている囚人の待たい遇ぐう改善を訴うつたえたのだ。

　結果、署長の機き嫌げんを損そこね、ハイネは閑かん職しよくの三級看守にされてしまった。

　三級看守として雑居房に戻った時は、クレアにひどく呆れられたものだ。

「……よっぽどのマヌケでないと三級看守になんてされない。あなたは不器用で、そしてお人ひと好よし過ぎる。リオン・ハイレインにその隙すきを見せてはダメ。話を聞く限り、リオン・ハイレインは合理的かつ狡こう猾かつ。必ずその隙を狙ねらわれる」

「うん、分かってる。だから中央官舎で挑いどんだ時も、ちゃんとクレアの言う通り冷れい徹てつな感じの演技をしたし、喋しやべった内容にもちゃんと噓うそを織り交ぜといたよ。最初は不安だったけど、セシルさんに演技指導してもらったから完かん璧ぺきだと思う」

「……敵の囚人を誤ご爆ばくしただけで撤てつ退たいして、しかもわざわざ『ガノッサ門』だとネタばらしまでしてる時点で失敗してる。話にならない」

「う、ごめん……」

　リオンと戦っている時は頑がん張ばって演技していたものの、正直、ハイネは計略の類たぐいには長たけていない。正しいと思うことに真っ直すぐ突き進む愚ぐ直ちよくさしか持ち合わせていない。クレアはそんなハイネの参さん謀ぼう役を務めてくれている。

　というのも出で逢あった当初に、ハイネは自分がヴェルゼ教の修道騎き士しで魔ま王おうの右手を取り戻しにきたことをクレアにバラしてしまったのだ。ハイネとしてはそれがクレアへの信しん頼らいの証あかしのつもりだったのだが、クレア本人には『……それが本当なら、あまりにも迂う闊かつ過ぎる』とドン引きされてしまった。

　以後、見るに見かねたクレアが参謀をしてくれるようになり、二級への昇しよう進しんのきっかけとなった６００番台の雑居房の待遇改善も色々と進め方を考えてくれた。

　セシルが仲間に加わったのはその後、二級看守になってからである。右手の探たん索さくに使えそうな魔術を探していたところ、ちょうどいい絵画を宿したセシルが収しゆう監かんされてきたので事情を話して仲間になってもらったのだ。

　何度か危機に陥おちいりかけたこともあったものの、今ではこの三人で一丸となってリオンの打だ倒とうと右手の奪だつ取しゆを目指している。

　だがもちろん右手を取り戻もどしただけですべてが終わるわけではない。ハイネの願いはその先にこそあった。それはまだクレアたちには話していないことなのだが……。

「……私は分かっている。ハイネの目は世界の外を向いている」

　ぽつりとクレアがこぼした言葉にハイネは度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「なんで、分かったの？　僕、誰だれにも言ったことないのに……」

「……言われなくても分かる。今のあなたを隣となりで支えているのは誰だと思ってるの？」

　クレアは本から顔を上げないまま、平へい坦たんな声で言った。ハイネは思わず苦く笑しようを浮かべ、それから「やっぱりクレアには敵かなわないや」と肩かたを竦すくめた。

　そして膝を抱えたまま言う。夢みる子供のように。

「……ヴェルゼストはね、世界を滅ほろぼそうとしたんじゃない。本当は世界を繫げようとしたんだ。だから僕もそう在りたい。今はこの目に映る人々だけだけど、いつか──その先にいる人々まで救えるような魔王になりたいんだ」

「……付き合う。どこまでも」

　平坦な声に熱がこもっていた。ハイネだけが気づける熱だ。だから顔を上げ、大きく頷うなずく。

「うん、お願い。クレアがいてくれれば絶対叶かなえられると思うから！」

　少年は無む垢くな夢を語り、少女はその夢を支えると誓ちかった。

　この日々はずっと続いていく。この時のハイネは、そう心から信じていた──。







　四章




　熾し天てんの儀ぎの当日がやってきた。

　十二人の看守による、副署長の座を巡めぐる殺し合い。

　その様子は監獄内にいる無数のミタマが音声や映像によって各所に伝える。

　この日はすべての刑けい務む作業が中止となり、看守たちは新たな副署長誕生の生き証人となることを義務付けられた。

　やがて定められた時刻がきて、署長であるアルカマリアが地表の講堂から高らかに熾天の儀の開幕を宣言した。自分以外の十一人の看守からブレスレットの入った懐かい中ちゆう時計を奪うばい、アルカマリアのところまで辿たどり着いた看守が新たな副署長となる。

　開幕と同時にアルカマリアが注目したのは、優勝候補の二人だった。

　一人は特一級看守のリッター・シュナイゼル。ルードビア王国の貴族出身で囚人の多さでは群を抜いた男である。

　参加者の看守たちはそれぞれ普ふ段だん自分の拠きよ点てんとしている場所から熾天の儀を開始する。シュナイゼルは地下第三層に築いた自らの城にいた。この城は大金をはたいて署長から築城の許可を得た代しろ物もので、高い城じよう壁へきに囲まれたそこは籠ろう城じようにはもってこいだった。

　そこへ攻せめ入ったのは同じく優勝候補で一級看守のアッサム・グレゴである。グレゴは元・海上商人で豪ごう胆たんな戦術を得意としている。

　グレゴは自らの囚人たちに隊列を組ませ、城の西側に進むと初手から１００番台の魔術を繰くり出した。

　作品番号１７４番『雲海を往ゆく三賢けん者じや』。これは一定の範はん囲いの地域に嵐あらしを召しよう喚かんする魔術である。

　シュナイゼルの城は嵐に包まれ、暴風、豪ごう雨う、そして落らく雷らいに見み舞まわれた。これにより石いし瓦がわらには亀き裂れつが走り、アーチは破は壊かいされ、六つある尖せん塔とうのうち半分までもが落雷によって崩くずれ落ちる。グレゴはシュナイゼルを城ごと亡なき者にしようとしたのである。

　だが対するシュナイゼルの判断も早かった。同じく１００番台を繰り出したのだ。

　作品番号１６５番『亡ぼう霊れい騎き士し団』。これは１００番台にしては珍めずらしく、ただ鎧よろいを自動操作するだけの魔術である。だが数が尋じん常じようではない。

　嵐の外で城の様子を覗うかがっていたグレゴ一派が見たのは、崩れかけた門から続々と進軍してくる鎧の兵たちだった。その数、実に三千。暴風や落雷が直ちよく撃げきしてもすぐに起き上がってくるその様はまさしく亡霊の騎士団である。

　騎士団の人海戦術によってグレゴたちは発見された。だがグレゴに焦あせりはない。シュナイゼルは元・貴族の性さがで我が身可愛かわいさが先立つ男だ。間ま違ちがいなく城からは出てこない。城ごと殺してしまえばいいという作戦は揺ゆるがないのだ。

　当然、城を破壊した後、懐中時計を探索するための魔術もある。グレゴは亡霊騎士団から逃にげながら、囚人たちへ指示を出す。

　作品番号５１１番『白はく影えい遠く』。崩れゆく都が描かれた『強制腐ふ食しよく』の魔術。

　作品番号４５７番『グランド・リベア』。砂さ漠ばくの怪かい僧そうが描かれた『力場強化』の魔術。

　この二つは今は亡き前副署長バルドロックが所有していた絵画だ。彼が死んだことで払はらい下げられた囚人をグレゴが買い取ったのだ。

　非常に広い『白影遠く』の効果範囲を『グランド・リベア』でさらに強化する。グレゴはそれを向かってくる亡霊騎士ではなく、シュナイゼルの城へと撃うたせた。

　地面が夜よ闇やみのように真っ黒に塗ぬり上がっていき、触ふれた先から城のすべてが腐食していく。城門が倒とう壊かいし、跳はね橋が崩れ落ちた。天からは嵐、大地からは腐食。あとは時間さえ稼かせげば勝てる。グレゴがそう確信した時だった。

　もはや崩ほう壊かい寸前の城の大テラスにシュナイゼルが現れた。

「ハハッ、薄うす汚ぎたない商人風ふ情ぜいが！　城を落とせば私に勝てると思ったか!?『亡霊騎士団』で貴様の居場所が知れた瞬しゆん間かんに私の勝ちは決まっていたのだ！　高貴な私に楯たて突ついた己おのれの愚おろかさを後こう悔かいせよッ！」

　シュナイゼルの囚しゆう人じんが魔術を行使した。

　作品番号１５５番『晩ばん餐さん、あるいは死後の世界』。それは変身魔術だった。そして数ある変身魔術のなかでも最さい高こう峰ほうに位置する絵画だった。

　囚人の体に体毛が生え、牙きばが伸のび、見る間に巨きよ大だい化した。やがて現れたのは──神しん獣じゆうネオフェンリル。アークドラゴンと並ぶ世界最強の一角である。

　作品番号１５５番は、その寿じゆ命みようと引き換かえにネオフェンリルに変身する魔術なのだ。

　ネオフェンリルはテラスから跳ちよう躍やくすると崩れた城壁に足をかけ、ブレスを放った。

　それはさながら大地を穿うがつ大たい剣けんの一いち撃げき。雷らい光こうのように煌きらめくブレスは城の周囲に広がっていた森を真一文字に引き裂さいて、辺りを無残な焦しよう土どに変えた。悲鳴を上げる暇ひまもない。グレゴ一派はネオフェンリルの一撃で全ぜん滅めつした。

　ミタマを通して観戦していたアルカマリアや一いつ般ぱんの看守たちは、手を叩たたいて称しよう賛さんした。

　グレゴの懐中時計が粉々になってしまっているかもしれないが、そんなことは些さ細さいなことだ。強大な魔術を、より強大な魔術で蹂じゆう躙りんする。これこそ『天空の大だい監かん獄ごく』に相応ふさわしい戦いだと、誰もが絶賛した──。







　グレゴがシュナイゼルの城に攻め入り、その戦いに監獄中が注目していた頃ころ、リオンたちもまた戦いのなかに身を投じようとしていた。

　リオンたちの開始位置は普段使っている独どく房ぼう塔とうの正面である。そこに今、特一級看守と配下の囚人たちがやってきていた。

「くっ、まさか開始早々攻め込まれるなんて考えもしなかった……っ」

　リオンは完全に焦りを帯びた表情である。その左右にはレオナとフィーネだけがおり、二人も眼前の敵を見て震ふるえ上がっている。

「いきなり特一級看守が相手だなんて勝てるわけがありません……っ」

「どうするんだ一体!?　こんなの殺されにいくようなものだぞ……っ!?」

　敵の特一級看守はジルダスタという男だ。地上では盗とう賊ぞく団の頭かしらをしており、監獄でも暴漢として名高い。連れている囚人の数は七人。今のリオンたちの倍以上だ。

　三人の慌あわてようを見て、ジルダスタは完全に勝ちを確信したらしく、哄こう笑しようを上げた。

「くくく、景気づけにまず二級看守を血祭りにしてやろうと思ったらよ。まさか囚人がたったの二人しかいねえとは！　こんな面おも白しれえことはねえよ！　こっちには１００番台が二人もいるぞ？　お前らはどうだ？　使い勝手のいい２００番台ぐらいはいるんだよな？」

　とうとうレオナが泣き叫さけんで背を向けた。

「無理です！　１００番台が二人なんて勝てっこない！　あたしは死にたくない！」

　そのままレオナは独房塔へと逃げ出してしまう。するとすぐさまフィーネも「私だって死ぬのはごめんだ！」と後を追う。リオンは顔を真っ青にして二人を追いかけた。

「ま、待て、二人とも！　俺を置いて逃げるんじゃない！」

　背後でジルダスタの笑い声が木霊こだました。リオンたちが独房塔の扉とびらへ消えると、ジルダスタは自ら先せん陣じんを切って歩き出す。

「はっはっは！　おいおい、看守同士の殺し合いがとんだウサギ狩がりになっちまったぞ。しょうがねえなぁ。せいぜい愉たのしくなぶり殺しにしてやるぜ！」

　そうしてジルダスタが扉から二メートルの位置にきた時だった。ブーツの足元でカチリと小さな音がした。「あん？」と下を見た瞬間──爆炎が上がった。

「ぎぃぃぃぃあああああっ!?」

　ちょうど人ひとり分を焼き尽つくす業ごう火かが上がり、ジルダスタは程ほどなくして焼け焦こげた肉にく片へんとなった。配下の囚人たちは何が起こったのか分からず、啞あ然ぜんとしている。

　そこにさっきとは打って変わって冷静な表情のリオンが扉から現れた。

「よし、上う手まくいったな。ジルダスタの性格なら必ず先頭に立って追ってくると思ったんだ」

　ようやく自分たちの主あるじが討うち取られたと理解してきた囚人たちへ、リオンは言う。

「君たちのなかには常時展開型の魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよができる囚人がいたはずだな？　でも残念ながら今ジルダスタを焼いたのは魔術じゃない。ただの火薬さ」

　ヴァレリア戦以降、リオンは異世界の知識を丹たん念ねんに取り入れている。

　今、リオンが扉の前に仕し掛かけていたのは『地じ雷らい』と呼ばれる異世界の兵器だ。拳けん銃じゆうと違ちがって監獄では用よう途とがないので製造されていなかったが、リオンは火か炎えん岩を応用してこれを造り上げた。看守たちはより高位の魔術で相手を蹂躙することしか頭にない。こういった方法でその足元をすくう搦からめ手は非常に有効なのだ。

「さて、俺が何を言いたいか分かるかい？　君たちがどんなに強力な魔術を持ってたとしても、俺は君たちが想像もできない手段で返り討ちにできるってことだ。君たちもジルダスタから相当酷ひどい目に遭あわされてたはずだ。何も言わずに通してくれるなら俺たちも事を構えようとは思わない」

　囚人たちはしばらく戸と惑まどうような間を置いた後、誰だれからともなく道を空けた。

　リオンは後から出てきたレオナとフィーネ、それに奥で待機させていたキリカとアネットを連れて、安全に独房塔の正面を通過した。

　囚人たちの姿が見えなくなると、キリカがやや呆あきれたような顔で言ってきた。

「しかしまあ、よくあんな騙だまし討ちみたいな卑ひ怯きような手段思いつくものね」

「何言ってるんだ、一番安全かつ犠ぎ牲せいの少ない方法だぞ？」

「そりゃまあ、そうなんだろうけど」

　ちなみにキリカとアネットに隠かくれてもらっていたのは、それぞれ演技力と脚きやく力りよくに難があったからだ。今のようなブラフ込みの駆かけ引きの時はレオナとフィーネが適任である。

「ま、何はともあれ懐中時計一つゲットだな」

　リオンはジルダスタのブレスレットが入った懐中時計を手で掲かかげた。

　その懐中時計は地雷の爆ばく発はつには晒さらされていない。なぜならこの懐中時計は原則的に看守が持つものではないからだ。

「キリカ、これも頼たのむ。俺の懐中時計と一いつ緒しよに守っててくれ」

「ん、了りよう解かいよ。任せなさい」

　頷うなずいて懐中時計を受け取ったキリカの格好は、いつもの囚人服ではなかった。

　薄うすい絹に二本の長ちよう剣けんを差した姿。『塔とうの住人』であるスピカに似せた格好である。

　熾天の儀では看守が選んだ任意の囚人にこの『塔の住人』の姿をさせ、集めた懐中時計を持たせる。かつて何百年か前に行われた前回の熾し天てんの儀ぎから継けい続ぞくになったルールで、監獄の神である『塔の住人』を模すことでその加護を受けるという意味合いがあるらしい。

　もちろん実際に魔術的な加護があるわけではなく、儀ぎ礼れい的なものだ。

　ただ戦術的には無視できるものではない。基本的にこの『塔の住人』役は動きが素す早ばやかったり、強固な防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつを持つ囚人にやらせるのがいい。懐かい中ちゆう時計を守る必要があるからだ。

　リオンたちの場合はキリカだ。実際、魔術を使う囚人を相手にして、剣一本で渡わたり合える人間などそうはいない。右手を使ったリオンを除けば、このなかの最大戦力は圧あつ倒とう的にキリカだった。

　ちなみに熾天の儀に参加中の囚人たちは、特例で常に首輪の封ふう印いんが解除されている。また看守から一定以上離はなれた時の防衛魔術も作動しないため、囮おとり役や別働隊という選せん択たく肢しも取れる。

「着いた。よし、次の敵がくる前に辿たどり着けたな」

　リオンたちが足を止めたのは、収しゆう監かん区画からやや離れた緑地帯である。小さな川が流れており、その橋の上に光を放つ魔ま法ほう陣じんがあった。

　空間転移魔術が施ほどこされたゲートである。現在、監獄内の至るところにこのゲートが設置されており、熾天の儀ではこのゲートを通って敵の居場所へ攻め込むのだ。

　ハイネが現れたことでゴタゴタしてしまったが、今回の狙ねらいはあくまで脱だつ獄ごくルートの開かい拓たくである。そしてこのゲートこそがルート開拓の要かなめだ。

　リオンは素早く周囲を観察し、離れた場所に数すう匹ひきのミタマがいることを確かく認にんする。

　この距きよ離りならば声は中ちゆう継けいされないはずだ。

「簡潔におさらいする。みんなこの魔法陣の真ん中を見てくれ」

「紫むらさきに光る魔ま水すい晶しようが浮ういてますね？」

　レオナの言葉にリオンは「そうだ」と頷く。

「これは空間転移の術式を埋うめ込まれた特とく殊しゆな魔水晶──転移結けつ晶しようという。今回俺たちがやるのは戦いのどさくさでゲートを破は壊かいし、この転移結晶を二つ手に入れることだ」

　そのうちの一つは第三層より下、グランデ山脈降下時に穴を開ける場所を選んで隠しておく。

　もう一つは所持したまま何食わぬ顔で監獄生活に戻もどり、いざ脱獄本番の時にゲートを繫つないで、一気に該がい当とう箇か所しよまで空間転移できるようにするという算段である。

「……っと、別の看守がまた攻せめてきたな。みんな、隠れろ」

　転移結晶の光が強くなってきたことに気づき、リオンたちは橋の周囲の草むらへバラバラに隠れた。

　しばらくして転移してきたのはドミニクという一級看守と、その囚人たちだ。

　予あらかじめライフルを準備していたリオンは、サイレンサーをつけて狙いを定める。

　発射。そして命中。ドミニクはこめかみから血を噴ふき出して絶命した。

「なかなか良いい腕うでだな」

　隣となりに伏ふせていたフィーネが小声で褒ほめてきた。バラバラに隠れるように指示したのだがなぜかフィーネだけ寸前でついてきたのだ。リオンはスコープを覗のぞいたまま返事をする。

「一応、訓練はしているからな。それにだいたいの看守は『銃じゆうは派手な音がするものだ』と思い込んでる。隙すきを突つくのは容易たやすいさ」

　もちろんドミニクも馬ば鹿かではない。銃への対策は普ふ段だんから考えていたようで囚人のなかには対物理防御の魔術を持っている者がいる。だがそれは『音速』を体現した魔術で、音に反応して展開されるものだった。事前調査でそれを知ったリオンは書庫で異世界の知識を漁あさり、このサイレンサーを準備した。

「一通り今回の参加者への対策は整えてある。１００番台の魔術は脅きよう威いだが、使わせなければ無いのと同じだ」

　ドミニクが死んだ後もまだ何人か配下の囚人が転移してきていた。とりあえずあちらが全員揃そろってからさっきと同じように脅おどし半分の説得をするため、しばらく待つ。

　一応、警けい戒かいしながら草むらのなかで息を潜ひそめていると、フィーネが続けて囁ささやいてきた。

「どうやら冷静さは欠いていないようだな。だが処しよ刑けい人の私の目を欺あざむけると思うな」

「なんのことだ？」

「聡そう明めいな私が為ためになることを教えてやろう。弱さというのは押し隠すのではなく、認めた方が賢けん明めいだぞ？」

「……そういうことか」

　フィーネがついてきた理由に気づき、リオンは小さく嘆たん息そくした。平気な顔を装っていたつもりだが、さすがにその道のプロは誤ご魔ま化かせなかったらしい。観念することにした。

「……実は人を殺したのは今回が初めてだ。正直、吐はき気が止まらない」

「だろうと思った。ライフルを貸せ。次に敵の看守がきたなら私が撃うとう。多少の心得はある。この程度の距離なら外さん」

　フィーネは半ば無理やりリオンからライフルを奪うばうと、スコープを覗き込む。

「以後、汚よごれ役はすべて私が担になってやる。貴様は貴様にしかできない仕事をしろ」

「だが……」

「綺き麗れいごとだけでは事は成せん。適材適所だ」

　迷いのない言葉にリオンはつい頼もしさを感じてしまい、苦く笑しようした。そして頷く。

「俺もやるべき時に逃にげるつもりはないが……でも負担が減るのは助かる。頼む」

「ふっ、任せろ、ご主人様」

　その後、敵がもう一組やってきたところをフィーネの狙そ撃げきで排はい除じよした。

　二組分の懐かい中ちゆう時計を回収し、囚しゆう人じんたちを平和的に追い払はらうと、リオンはミタマを呼び寄せる。

「他ほかの看守の動きを教えろ」

「はい。はい。どうぞ。見ろ。です」

　ミタマの瞳ひとみが輝かがやき、他の看守たちの映像が映し出される。ミタマがそばにいれば参加者たちもこうして互たがいの動向を見ることができるのだ。

　必要な情報を得て、リオンは次の行動を決める。

「すでに他の看守同士の魔術戦でいくつかゲートが壊こわれてる。とりあえず雑ざつ居きよ房ぼうの収監区画へ移動しよう」

　すると、キリカがひょいと手を上げた。

「地下へいくんじゃないの？」

　用済みになったミタマを手で追い払い、リオンは応こたえる。

「その前に熾天の儀を敗退しておこう。負ける相手ももう決まってるんだ」

「そうなの？」

「私がヴァレリア様のところにいた頃ころの伝つ手てで、金にガメツい一級看守を裏金で買収しておいた。すでに話はついている」

　リオンとフィーネから交こう互ごに説明を受け、キリカは目をぱちくりさせるとアネットとレオナへこそこそと耳打ちした。

「なんかリオンが二人いるみたいじゃない？　平然と悪どいこと考える人×２みたいな」

「頼もしい限りでございますね」

「あたしが見る限り、フィーネさんの頭の回転の速さはリオンに匹ひつ敵てきします。そんな人がサポートについたんで効率が良くなってますね」

「え、でもいいの、レオナちゃん？　そういうパートナー的な立ち位置ってあなたじゃなかった？」

「あたしが得意なのは事前の情報収集や騙し合いですから。いざ実戦になった時のことはフィーネさんの領分だと思います。棲すみ分けはできてますです」

「そうなの？　まあ、レオナちゃんがいいならいいけど」

　キリカはよく分かんないという表情をしつつも、レオナが笑え顔がおを浮かべているので一応納なつ得とく顔になる。一方、アネットはそんなレオナをやや心配そうな顔で見つめていた。

　リオンは三人の会話が耳に入っておらず、フィーネと今後の経路について話を詰つめていた。リオンたちが移動を始めたのは、それから程ほどなくしてのことである。







　同じ頃、とある一級看守の独どく房ぼう塔とうの地下深く、魔ま獣じゆうの保管庫の第四層。

　そこには巨きよ大だいな祭さい壇だんがあった。以前にリオンたちが見た第三層の祭壇は金きん縁ぶちの柱や真しん紅くのヴェールに彩いろどられていたが、こちらは違ちがう。すべてが透すき通った輝くクリスタルによって造られている。

　その祭壇の中央、玉座に座る者こそこの空間の王だった。

　彼女の名はヴァレリア・ガレク・ワイズシャット。

　王族の豪ごう奢しやなドレスと最上級の魔道具に身を固めた、伝説の脱獄王である。

「熾天の儀が始まったか。……まったく妾わらわのおらんところで愉しげなことをやりおって、妾が参加すれば天てん衣い無む縫ほうの活かつ躍やくぶりを見せてやるものを」

　その言葉を聞き、祭壇の下にいる二人の臣下がそれぞれに顔を引きつらせた。

「えっとぉ、ヴァレリアちゃんが参加したら勝ち残ってハンスちゃんが副署長になっちゃって、色々死ぬほどやりづらくなると思うのぉ」

「まったくですわ……。さすがにそうなったら我々の脱獄も頓とん挫ざしかねません。真に恐おそろしいのは神々ではなく人ですわよ、ヴァレリア様」

　間延びした喋しやべり方をしているのがレベッカ・レッドライズ。慇いん懃ぎんな喋り方をしているのはビアンカ・レッドライズ。アルヴィレウス出身の双ふた子ごの姉妹で、珍めずらしい連作の絵画を宿した囚人たちである。

　レベッカは作品番号２００番『半はん獣じゆう人じんの獣』。

　ビアンカは作品番号２０１番『半獣人の人』。

　二枚一組で真価を発揮する絵画だが、単体でもそれぞれに強力である。

　とくにレベッカの方は作品番号がキリ番で特殊効果を受けており、条件次し第だいでは１００番台をも超こえるポテンシャルを秘ひめている。

　双子を見下ろしつつ、ヴァレリアは頰ほお杖づえでため息をついた。

「ハァ、つまらん。あの程度の戦い、妾がいなければどうせハイレインが勝つだろうに。まあ、実際は適当に負けた振ふりをして暗あん躍やくするというところだろうがな。……おい、レベッカ。この退たい屈くつをどうにかしてまぎらわすぞ。ハンスにお菓か子しを作らせよ。頭が馬鹿になっちゃうくらい、とろーり甘くて素す敵てきなムースが食べたい」

「やったぁ！　レベッカもムース食べるっ。すぐにハンスちゃんに命令してくるねっ」

　レベッカがゴシックドレスを舞まわせて駆かけていく。するとビアンカがそれを見送りながら肩かたを竦すくめた。

「フィーネさんがいたらチェスのお相手でもしてくれますのにね？」

「聞こえんな。もう一度同じことを言ったら腕を飛ばすぞ、ビアンカ」

「これは失礼を。では熾し天てんの儀ぎに話を戻しますけれど、ひょっとするとハイレイン以外に勝者になり得る者がいるかもしれませんわ」

「ほう。なんだ、詳くわしく話せ」

　ヴァレリアの切り替かえは速い。興味を示した主あるじに対し、ビアンカは報告する。

「どうやら参加者にヴェルゼ教の修道騎き士しがいるようですの。『氷ひよう珠ずの塔とう』の波長解かい析せきをしたところ、しかもその修道騎士は……魔ま王おうの左手を持っているとか」

「ふは」

　それを聞いた途と端たん、ヴァレリアは唐とう突とつに大声で笑い始めた。

「ふははははっ！　そうかそうか、読めたぞ、今回の経緯いきさつが！　ビアンカ、その修道騎士は『塔の住人』と取引をしてこの監かん獄ごくにやってきたのだ。妾と同じくな。そして『塔の住人』は熾天の儀でハイレインとその修道騎士をぶつけるつもりだ。道理で妾を参加させないはずだ。先にどちらかを妾に討うたれたら堪たまらんだろうからな」

「何かなさいますか？」

「茶々を入れてやろう」

　虫の手足をもぐ子供のような顔で、ヴァレリアは玉座から立ち上がる。

「祭壇の波長を合わせよ！　監獄の結界を破壊してやる！」

　主の言葉は予想を遥はるかに上回るものだった。ビアンカは恐れ慄おののいた。

「そ、それはさすがに……っ。今この瞬しゆん間かんを『塔の住人』が観測していたら、全面戦争になるのではありませんの!?」

「それはない。奴やつは不確定な事態には観測を貫つらぬくことしかできん。それに場の混乱はむしろ望むところだろう。順当にいけば、ハイレインは直接戦わずに勝つ戦法を取る。ヴェルゼ教は情に厚いからな。ハイレインに人ひと質じちでも取られたら修道騎士は手も出せんだろう」

　ヴァレリアの腕うで輪わが輝き、そこから穂ほと柄えが宝石のように透き通った槍やりが現れる。

　かつて魔ま王おう討とう伐ばつのために神々が作った神器、神しん槍そうグングニル・ツヴァイ。

「よって妾が状じよう況きようを作ってやろう！　ハイレインの目もく論ろ見みが崩くずれ、修道騎士が戦いを挑いどめるような混こん沌とんとした状況をな！」

　玉座の背後には、祭壇に取り付けられた巨大な文字盤ばんが存在していた。
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　星ほし屑くずのような光を放つ神槍がその中心に突き立てられる。

「さあ、踊おどるがいい！　魔王の祈いのりを継けい承しようする者どもよッ！」

　文字盤から十二の光が帯のように舞い、祭壇を包み込んだ。その光は魔獣の保管庫の空くう洞どうを突き抜ぬけ、『天空の大監獄』全体へ浸しん透とうしていく。

　その直後、天空にあるはずのこの監獄が凄すさまじい震しん動どうに襲おそわれた──。







　最初に異変を感じ取ったのは、地表にいたアルカマリアたちだった。

　彼女たちが見ている前で『氷珠の塔』が一いつ瞬しゆん、その輝きを失ったのだ。

　同時、監獄のあらゆる場所であり得ないことが起こった。

　それは、囚人たちの封ふう印いんの一いつ斉せい解除。

　監獄の結界がなんらかの原因で崩ほう壊かいし、熾天の儀に参加している囚人たちだけでなく、それとは無関係な囚人たち──首輪の有り無しの別もなく、監獄にいるすべての囚人の封印が一斉に解除されてしまった。

　つまり囚人たちの誰だれもが魔ま術じゆつを放てる状態となったのだ。

　誰もが啞あ然ぜんとした。だがその一瞬の混乱が収まると始まったのは──惨さん劇げき。

　囚人たちによる暴動である。

　これまでずっと虐しいたげられてきた囚人たちは激情に駆られるまま、監獄の至るところで一斉に暴れだした。

　地下第一層の雑ざつ居きよ房ぼうでは魔術によって鉄てつ格ごう子しがぶち破られ、看守たちが次々に殺されていった。同じく独房塔でも、多くの囚人たちが塔ごと破は壊かいする勢いで反旗を翻ひるがえした。第二層や第三層も同じくである。

　看守たちのブレスレットには囚人を拘こう束そくする魔術があったが、それも機能しなかった。看守の三分の一がなんらかの手傷を負ったのは、結界の崩壊からわずか十分足らず後のことである。

　──その頃、ハイネたちは地下第一層を走っていた。まだ監獄の異変には気づいていない。

　場所は６００番台の雑居房周辺、煉れん瓦が造りの広い共用廊ろう下かだ。ハイネたちは今、特一級看守に追われていた。

　ハイネたちの開始位置は普ふ段だん使っている独房塔だった。独房塔はいくつかあり、リオンのものからはやや離はなれた場所である。当然、開始直後にハイネたちは移動を始めようとした。狙ねらいは副署長の座ではなく、あくまでリオン一人だ。

　だがそこに特一級看守が強きよう襲しゆうしてきた。参さん謀ぼう役であるクレアはそれを読んでおり、いくつかの退路も用意していたのだが、一つ誤算があった。

　ハイネが逃にげもせず、特一級看守にいきなり和平を持ちかけたのだ。

『話せば分かります！　無用な闘たたかいなんてすべきじゃないんだ！』

　ヴェルゼ教の信徒といえば、地上では残ざん忍にんで悪逆非道の限りを尽つくす悪の化け身しんだと思われている。だが実際の彼らは平和を尊び、助け合いや善行を重んじていた。

　修道騎士であるハイネも当然その例に漏もれず、困っている人がいれば手を差し伸のべ、争いがあれば必死に止めようとする善良な少年である。

　６００番台の雑居房に平和を築いたのもハイネのそういう性格からの行動で、長い時間をかければハイネの心根に賛同する人々もぽつぽつと現れる。

　だが、殺し合いの最中にそんな話を聞く者はさすがにいない。交こう渉しようは見事に決けつ裂れつし、ハイネたちはゲートをいくつも経由しながら逃とう亡ぼうすることになった。

　舞ぶ台たい女優のセシル、魔導学者のクレアに挟はさまれ、ハイネは息を切らせながら二人にこんこんと説教されている。

「平和を尊ぶのはハイネ君のいいところだけど、時と場合は選ばなきゃってお姉さん思うの！」

「……おかげで作戦が全部パー。大たい概がいにしてほしい」

「本当、ごめんなさいっ！」

　特一級看守は今も追ってきている。先ほど曲がり角で一いつ旦たん撒まいたが、すぐに見つかってしまうだろう。狩かりを楽しんでいるつもりなのか、さっきまでは砲ほう撃げき型の魔術が散発的に飛んでくる程度だったが、いつ本気になって１００番台の魔術を使われてしまうか分からない。

『塔の住人』役をしているセシルがこぼれそうな胸むな元もとを押さえて言う。

「クレアちゃん、ハイネ君の左手で一いつ掃そうしちゃうわけにはいかないの!?」

「……ダメ。ハイネの左手は長時間持たない。リオン・ハイレインとの戦いまで温存すべき。それに左手のことを監獄上層部に知られると厄やつ介かい」

　セシルとクレアの魔術はそれぞれ探たん索さくと呪法系なので戦せん闘とう向きではない。

　だが代わりにリオンの居場所は正確に摑つかんでいた。独どく房ぼう塔とうにいたリオンはここ雑居房周辺に移動している。特一級看守さえ振り切れれば、程ほどなくして接せつ触しよくできるはずである。

　走っていると正面に鉄の扉とびらが見えてきた。６００番台の雑居房への入り口である。

　ここにいる看守や囚しゆう人じんたちはハイネの味方だ。なので一旦匿かくまってもらう算段だった。

　皆みなが温かく迎むかえてくれるのを期待し、ハイネは鉄の扉を開ける。すると──。

「え？」

　目の前に広がったのは、地じ獄ごく絵図だった。

　雑居房の檻おりが内側から軒のき並なみ破壊され、無数の魔術が雨のように降り注いでいる。

　犠ぎ牲せい者しやとなっているのは三級の看守たちだ。魔術を放っている囚人たちは獣のような表情で歓かん喜きしていた。

　襲っている方と襲われている方、どちらもハイネの友人たちである。

「なに、これ……？」

　目の前の光景が信じられず、ハイネは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　隣となりのクレアが危機感を露あらわにして呟つぶやく。

「……おそらく監獄の結界が壊こわれた。……そのせいで囚人の封印が解けたのだと推測できる。……信じがたいけれど、そうとしか考えられない。……さっき逃げている最中、震動のようなものがあった。特一級看守の魔術の一部かと思っていたけれど、あれはおそらく結界が破壊されたことの余波」

「違ちがうよ、クレア！　そういうことじゃなくて……っ。いや結界が壊れたっていうのも本当なら大変なことだけど、でもそうじゃなくて……っ」

　ハイネは動どう揺ようを抑おさえられず、叫さけんだ。

「なんで、どうして６００番台のみんなが殺し合ってるのさ!?」

　その時、ちょうど一人の囚人が檻から飛び出してきた。ミーアという名の黒くろ髪かみの囚人だった。ハイネはとっさにミーアの腕うでを摑む。

「ミーアさん、なんでこんなことを!?」

「ハイネ？　そうか、熾天の儀でこっちにきたのか……。あたしらにも分からない。でも今さっき突とつ然ぜん、魔術の封印が解けたんだ」

「そうじゃなくて！　封印が解けたとか解けないとかじゃなくてっ。看守も囚人も関係なく、みんな仲良しだったじゃないですか!?　それがなんでこんなことを……っ」

「ああ、そういうことか。悪いけど、仲良しこよしだと思ってたのは、あんただけだよ」

「え？」

　ミーアはハイネの手を冷たく振り払った。

「確かにあんたが色々頑がん張ばって、この雑居房じゃあ誰も彼も表面上は仲良くやるようになった。あたしたちだって三食ちゃんと飯が出て、人間らしく扱あつかってもらえるならと思ってそれに従った。でもさ……憎にくしみは消えないんだ。なんでいきなり魔術が使えるようになったのかは分からない。でもこんな機会はきっともうない。……殺せるならあたしたちは看守を殺すよ」

「そんなの駄だ目めです！　憎しみは何も生みません。みんなを止めましょう！」

　するとクレアが「……ダメ。たぶんもう無理」とハイネの肩かたを摑んだ。しかしハイネはさらに言い募つのろうとし、逆にミーアに胸倉を摑まれる。

「よく聞け、クソガキ！　あたしは看守に犯おかされた！」

「──っ!?」

「あんたがくる以前のことだよ。何人もの看守に何度も何度も犯された。殺せるなら殺すよ。それが悪いことなのかい？」

　ミーアは悲痛な表情で問うてきた。そのひどく哀かなしげな目を見た瞬間、ハイネは自分のしたことがいかに表面的なものだったのかを知った。

　囚人たちの待たい遇ぐうを改善し、看守たちの友となり、６００番台の雑居房に平和を築いた。

　だがその仮かり初そめの平和の裏側には、深い泥どろのような憎しみが消えずに沈ちん澱でんしていたのだ。

　ミーアが自じ嘲ちよう気味に目を伏ふせる。

「正直、感謝はしてた。でも同時にあんたの平和ボケした顔には腹が立って腹が立ってしょうがなかった。ああ、クソ、やっぱ駄目だ。──ごめんね、あんたも殺すよ」

　胸倉を摑んでいる手に魔術光が輝かがやいた。ミーアの魔術は『液体操作』。得意なのは触ふれた相手の血液を沸ふつ騰とうさせること。

　ハイネは動けなかった。動くことが赦ゆるされる気がしなかった。そうしてミーアの魔術が行使されようとしたその刹せつ那な、誰かがハイネを突つき飛ばした。ミーアの手はその誰かに触れ、

「え……」

　ハイネはまるで夢をみているように呟いた。

「……クレア？」

　パンッと冗じよう談だんのような音が響ひびいて、白のローブが真しん紅くに染まった。

「あ、あ、あああ……っ、クレア！　クレアぁ……っ！」

　ミーアの魔術はクレアに掛かかり、その身は内側から引き裂さかれた。ハイネは倒たおれていくクレアの身を抱だき留める。

　同時にセシルが長ちよう剣けんを抜いてミーアに斬きりかかった。他ほかの囚人たちもミーアと同じ気持ちなのか、こちらへにじり寄ろうとする気配がある。

　セシルがそれを牽けん制せいし、ハイネは必死にクレアへ呼びかけた。

　だが、助からないのは誰の目にも明らかだった。

「……ハイネ、ここは危険……早く……リオン……ハイレインのところへ……」

「そんなこと言ってる場合じゃないよ、クレア！　血を、血を止めないと……っ」

「私に構ってる暇ひまなんてない……っ」

　止血しようとする手が叩たたき落とされた。

「……暴動を察知して、程なくしてミタマの防衛魔術が発動する……虐ぎやく殺さつが始まるの……その前にハイネは、リオン……を倒しにいかないと……っ」

「嫌いやだ！　クレアを放ほうっておくなんてできないっ！　大だい丈じよう夫ぶだよ、『虹にじを待つ裸ら婦ふ』なら死者蘇そ生せいだってできる、だから……っ」

「あなたの１００番台は不完全……世の理ことわりを覆くつがえすことはできない……ハイネ、聞いて」

　血だらけの手でドンッと胸を叩かれた。

　そして彼女は言った。優やさしい言葉ではなく、叱しつ咤たする言葉を。

　最さい期ごの力を振ふり絞しぼったような鬼き気き迫せまる表情で。

「私の死を無む駄だにするな……ッ！」

「……っ」

「助からないのは誰だれが見ても分かる……っ。あなたが今すべきなのは私の体に縋すがって立ち止まることじゃない。私の魂たましいと共に往ゆくこと……っ！」

　血ち塗まみれの手がハイネのシャツを握にぎった。

「……あなたがここで築いた平和が仮初めであったこと、私は知っていた……でも、あなたならいつかすべての人を救う魔ま王おうになれる……そう信じている……だか、ら……」

「クレア……っ」

「……どうか立ち止まらないで……私の魔王……」

　それがクレアの最期の言葉になった。鮮せん烈れつな血ち溜だまりのなか、その唇くちびるはもう二度と開かれることはなく、抱き留めた体はどうしようもなく冷たくなった。

　なんでこんなことになった？　どうしてクレアがこんなことに？

　必死に考えたが答えは見つからない。

「ハイネ君、逃げて！　ここはもう危険だよ……っ」

　セシルが剣を構えたまま叫ぶ。囚人たちの包ほう囲い網もうが狭せばまってきていた。

　怒ど号ごうと魔ま術じゆつが行き交かうなか、ハイネはクレアを抱いて立ち上がる。

「……みんな、どいて下さい」

　怒いかりはなかった。憎しみもなかった。ただ心は今にも折れそうで、気を抜ぬけば後こう悔かいの渦うずが押し寄せる。それでもここで歩みを止めることは赦されない。

　クレアの残した意志がある。冷たくなった横顔に頰ほおを寄せ、呟いた。

「……分かったよ、クレア。僕は立ち止まらない。君の死を無駄にしない。約束する」

　次に前を向いた時、その瞳ひとみには鋼はがねのような意志が生まれていた。

「リオン・ハイレインを倒し、僕が真の魔王になるッ！」

　周囲の囚人たちが竦すくみ上がるほど、ハイネを中心に、ゴォッ！　と嵐あらしのような魔術光が輝いた。







　結界の崩ほう壊かいから十五分が経過した頃ころ、監かん獄ごく内に新たな動きが起こった。

　ミタマの防衛魔術の発動である。

　監獄の監かん視し役であるミタマは結界やブレスレットなどとは別系統の魔術で動いている。よって他の魔術が機能しないなかでもいち早く復旧したのだ。

　通常時でもミタマは囚人が脱だつ走そうなどを試みると敵性分子として自動的に排はい除じよ行動を開始する。今回はそれが全監獄規模で発動した。

　普ふ段だんは可愛かわいらしいミタマの瞳が赤い戦闘色に染まり、星ほし屑くずの光が刃やいばとなって各所の囚人たちへ降り注いだ。

　結界の崩壊から十五分、囚人たちから看守たちへの反逆劇は一転、ミタマから囚人たちへの殺さつ戮りく劇へと様相を変え始めた。

　そんななか、リオンたちは現在、６００番台の雑ざつ居きよ房ぼう近くの給水塔とうに身を潜ひそめていた。

　監獄内の異様な空気を感じ取ったためだ。

　熾し天てんの儀ぎで刑けい務む作業が中止されているため、給水塔にはリオンたち以外の姿はない。それを利用して身を潜めたのだが、窓から見み渡わたせる監獄内の様子は悲ひ惨さんの一言だった。

「こりゃ尋じん常じようじゃないな……」

　監獄の施し設せつのあちこちから火の手が上がり、悲鳴や怒号が轟とどろいていた。

　時折、散発的に起こっている爆ばく発はつはおそらくは囚しゆう人じんの魔術だろう。

　リオンの隣から顔を出したキリカが眉まゆをひそめる。

「まるで戦場ね……これって全部囚人たちの暴動のせい？」

「いや、最初はそうだったろうが、今は別だな。ミタマの防衛魔術が作動したんだ。おそらくミタマによるかなり大規模な粛しゆく清せい行動が始まっている。問題はこれがいつまで続くかだが……みんな、隠かくれろ！」

　リオンの声で全員窓から離はなれる。三百メートルほど先でミタマの一団が逃にげ惑まどう囚人たちを次々に狙そ撃げきしていた。

　ミタマの目は怒りを示すように赤く染まっており、星屑のような光が煌きらめく度たび、光が刃となって囚人たちの身を引き裂いた。

　囚人たちも魔術で応戦しているが、その悉ことごとくが星屑の光に当たって霧む散さんしていた。

　かつて魔王は『外がい殻かくの神々』に敗れた。『魔王の絵画』の魔術もまた、神々の遣つかいたるミタマには通用しないのだ。リオンは窓の横で舌打ちする。

「なんらかのトラブルで監獄の結界が壊れたんだ。結界は自動修復されるだろうが、それまでミタマはすべての囚人を逃とう亡ぼう者と見なすだろうな」

「ひょっとして、熾天の儀に参加してるわたしたちも逃亡者扱いされるの？」

「難しいところだ。試ためしてみるわけにはいかないしな……」

　リオンたちはすでに裏金を渡わたした一級看守に平和的に敗北し、自由に行動できる状態となっている。

　本来、敗北してブレスレットの入った懐かい中ちゆう時計を奪うばわれると、囚人の所有権も奪われてしまうのだが、リオンは懐中時計のなかのブレスレットをすり替かえることでその問題を解決した。ブレスレット自体には魔術的な生体認にん証しようが存在する。だが懐中時計に入れる時にその機能は解除されている。それを逆手に取った解決法だ。

　無論、裏金の一級看守には、その分の金も割り増しして納なつ得とくさせている。

　裏金の一級看守が勝ち残って新副署長になればそれで良し。他の看守が副署長になった場合は当然、熾天の儀以後にすり替えに気づくだろうが、その際はまた別べつ途と裏金と恐きよう喝かつで黙だまらせる。どの看守相手でもそれができるように事前の準備も済ませてある。

　ちなみにすり替えに使ったブレスレットはマティーリの物だ。予あらかじめ熾天の儀の最中に呼び出しておき、殴なぐり倒して奪ったのだ。マティーリは泣いていたが、その分あとで自信作の絵をプレゼントして喜ばせてやろう、とリオンは善意で思っている。

　転移結けつ晶しようについても、すでに壊こわれたゲートから二つ分入手していた。

　よってリオンたちはこれからいよいよ監獄の地下へと進み、グランデ山脈降下の穴を開けるのに最適な場所を見つけて転移結晶の一つを設置する──と、そうしようとしていた矢先に暴動とミタマの発動が起こってしまった。

　この混乱に乗じて行動するというのも選せん択たく肢しの一つではある。しかしミタマは囚人にとって天敵だ。キリカたちをその危険に晒さらしてしまうわけにはいかない。

　しばらくはここに隠れて様子見をするべきか……、とリオンが考えていると、ふいにレオナが窓の西側を指差した。

「リオン！　あれ、ブルーロウさんたちじゃないですか!?」

　中央官舎から逃げてくる人ひと影かげが二つ。見れば、レオナの言う通りブルーロウとリリィだった。二人とも全身血塗れだ。背後からは三匹びきのミタマが星屑の光を舞まわせながら追ってきている。

「クソ……ッ！」

　リオンはとっさに給水塔の階段へ向かおうとする。だがその肩かたをフィーネが摑つかんだ。

「待て、ハイレイン！　あれはもう助からん！　貴様も巻き添ぞえになったらどうする!?」

「だが！」

「ここには詐さ欺ぎ師しや修道女もいる。ミタマがきたらこいつらは逃げ切れん！」

　その言葉はあまりに的確で、リオンを躊ちゆう躇ちよさせるには十分な力を持っていた。

　だがそこへひらりと手が舞い、リオンとフィーネの頭が同時にベシッと叩かれた。

　キリカだ。ブロンドの髪かみを軽かろやかにかき上げ、彼女は言う。当然のように。

「助けたいなら助ける！　そんな当たり前のことで悩なやまないの。要はミタマをやっつければいいんでしょ？」

　言うが早いか、キリカは窓を開けて飛び降りた。五階分の高さがあったが、給水管を蹴けって勢いを殺し、着地。フィーネが窓から見下ろして愕がく然ぜんとする。

「馬ば鹿かか、貴様!?　ミタマには魔術が通じんのだぞ!?　──って、ハイレインもか!?」

　その時にはすでにリオンも右手を解放して飛び降りていた。絵画の魔術は通用しない。だが魔王の右手そのものならばあるいは、と考えたのだ。

「喰くらえッ！」

　着地と同時に右手の魔力を錐きり状にして放った。回転しながら突つき進む錐はキリカを追い越こし、走っているブルーロウとリリィの頭上を越え、ミタマに向かう。だが、

「魔力。検知。魔力。検知。確率を拡散。存在を拡散」

　ミタマの姿がおぼろげな半はん透とう明めいになり、魔力の錐はなんらダメージを与あたえることなく通過してしまう。魔王の力でさえ効かなかった。リオンの背が凍こおりつく。ミタマはもうキリカの目の前だ。

「キリカ、逃げてくれッ！」

　だがキリカは逃げなかった。むしろさらに突とつ進しんし、ヒュンッと銀光が走った。

「攻こう撃げき。攻撃。敵をこ──お。お。お。……あ、れ？」

　今まさに魔術を放とうとしていたミタマの頭につ……っと亀き裂れつが入った。

　そのままパンッと弾はじけ、ミタマは消しよう滅めつ。リオンは思わず啞あ然ぜんとする。

「なん……だ？　……なんだ今のは!?　何やったんだ、キリカ!?」

「リオン！　ぼうっとしない！　あと二匹ひきよ！」

「──っ!?　お、おう！」

　ぴしゃりと言われ、我に返る。戦せん闘とう時のキリカはさすが飛ひ燕えんの騎き士しだった。

　刃の雨のようなミタマの攻撃をキリカは紙かみ一ひと重えで躱かわし、後方へ跳ちよう躍やく。飛んだ先にはリオンがいる。

　ブロンドの髪をふわりと舞わせて隣となりへ着地すると、キリカは手短に指示を出してきた。

「『無限煉れん獄ごく』を使うわ。ミタマに目め潰つぶしよろしく！」

　魔術は通用しないぞ、とはもう言わなかった。キリカの瞳から確かな勝算があると伝わってきた。

「キリカ、君を信じる！」

　右手で力任せに地面を薙ないだ。爆発のように地面が隆りゆう起きし、ミタマが一いつ瞬しゆんこちらを見失う。

「まっかせなさい！」

　そう叫さけんだ途と端たん、胸の呪印が絵画に変わり、バチッとその身に雷いかずちが走る。

　作品番号３５７番『無限煉獄』。そこに隠されていた真の魔術『雷の礼装化』である。

　これを発動させたキリカはごく短期間ながら雷の速度と特性を体現できる。

　星屑を散りばめたような『塔の住人』の衣装に、神こう々ごうしい礼装化した雷。

　その姿はさながら戦いくさの女神めがみのようだった。しかし見み惚とれている暇ひまはなかった。

　土ど砂しやによる目潰しがミタマたちを遮さえぎるのとほぼ同時に、キラッと光の余よ韻いんを残してキリカの姿がかき消えた。そして──。

「うん、この速さにも慣れてきた。もう自在に使えるわね！」

　次に姿を現した時、キリカは空中にいた。まるで舞まいを踊おどっているように衣装の裾すそをなびかせ、剣けんの銀光が鋭するどく弧こを描えがいている。

　二匹のミタマたちはすでに真っ二つに斬きり裂さかれていた。パンッとミタマが弾けると同時にキリカは着地。

「……よっと。うん、ぶっつけ本番にしては上出来よね」

　身にまとった雷も解除され、胸の呪印に戻もどる。絶望的と思われたところからの一瞬の逆転劇だった。リオンは右手を戻しながら駆かけ寄り、大声で尋たずねる。

「で、何をやったんだ、キリカ!?」

　するとキリカは「へ、何が？」と首を傾かしげた。

「別に斬っただけだけど？　あ、『無限煉獄』は距きよ離りを詰つめるためだから斬撃には使ってないわよ」

「最初の一いち撃げきを見てそれは分かってる！　むしろただの斬撃なことが問題なんだ！　普ふ通つうにやって斬れるわけがないんだ！　魔ま王おうの力でも効かなかったんだぞ!?」

「えー、でも『これ斬れそうだな』と思ってザックリやったら斬れたわよ？　見た目が可愛いからちょっと良心の呵か責しやくがあったけど」

「いや良心の呵責とかそういうのはどうでもよくて、そうじゃなくてだな……っ」

「あ、じゃああれかも。ほらわたし、こないだヴァレリアの重力でやられちゃったじゃない？　あ、本当は重力じゃなかったんだっけ？　まあ、だからなんとかして魔ま術じゆつとかも斬れるようにならないかなぁ、ってずっと思ってたのよ。宝ほう剣けんがあったらいいんだけど今はないし。だから宝剣使ってた頃ころのこと思い出して工く夫ふうしてみたの」

　キリカは剣を掲かかげて、軽く振ふってみせた。

「今までって、こう『しゅばばっ、ざくんっ！』って感じで斬ってたじゃない？　それを『ひゅんひゅんっ、ぎゅいーんっ！』って感じにしてみたの。そしたら斬れた」

「…………まったく分からん」

　リオンは頭を抱かかえた。

「つまり……星装神器である宝剣の剣筋を再現したってことなのか……？　それなら不可能じゃない……のか？　でもミタマを斬れるってことは原げん子し核かく、むしろクォークやレプトンまで斬れるのと同義なんじゃ……いや待て待て違ちがうぞ。もっと根源的に……まさか存在が確定してない確率状態の量子を斬れるってことか？　そんなこと人間に可能なのか？　なあ、どうなんだ、フィーネ!?」

「私に聞くな。さすがに異世界の知識までは知らんし」

　駆け寄ってきたフィーネに思わず助言を求めたが、フィーネも困こん惑わく顔である。

「むしろハイレイン、今、問題なのはミタマの前で『無限煉獄』を使ったことじゃないのか？　私の記き憶おくが確かなら使用は厳禁ということだったと思うが」

「いや今のミタマは防衛魔術の状態で、もう通常の通信は行われてないから大だい丈じよう夫ぶだ。だからこそ俺も右手を使ったんだしな。だからやはり問題はそこではなくて、キリカの今の怪かい物ぶつ的な所業であってだな」

「……あのね、リオン。仮にも夫になろうって男が妻を怪物呼ばわりってどうなの？　キミってばわたしをどういう目で見てるのかしら？」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせ、キリカが指でこちらの胸を突いてくる。

　少し頰ほおを膨ふくらませたそんな表情は……。

「……いや、うん、可愛かわいいと思うが」

「ふえっ!?」

　ぼんっとキリカの顔が沸ふつ騰とうした。しかしそんなキリカの反応よりもやはりさっきの斬撃が気に掛かかる。高速で色々と思考し、リオンは一つの推論に行き着いた。

　……ひょっとして、そのうちキリカは右手の『魔王』も斬り伏ふせられるようになるんじゃないだろうか？

　一方、フィーネは二人の様子を見ながらつまらなそうに腕うで組ぐみをしている。

「……ま、私は四番目らしいのでどうでもいいがな」

「なんだ？　何を怒おこってるんだ、フィーネ」

「別に怒っとらん。あと貴様に説明しても理解できんことはこれまでの様子を見て分かっている。だから黙っていろ」

「お、おお……すまん」

　何やらレオナやアネットに怒られる時と同じ雰ふん囲い気きだったので思わず謝ってしまった。

　と、そんなやり取りをしていると、給水塔とうの方からレオナが叫んできた。

「リオン、早くこっちきて下さい！　ブルーロウさんとリリィさんが！」

　どうやらすでにレオナとアネットでブルーロウたちを給水塔に運んでくれたようだ。

　他ほかのミタマがいないか警けい戒かいしながらリオンたちも急ぎ給水塔へ戻った。

　ブルーロウとリリィは錆さびかけた壁かべに背を預けていた。リリィの方は服を脱ぬがされ、アネットが口づけをしている。だが、

「申し訳ありませんっ、なぜかわたくしの魔術がまったく効かなくて……っ」

「ミタマにやられた傷は『虹にじを待つ裸ら婦ふ』でも治ち癒ゆできないってことか……っ」

　アネットの魔術光がリリィの周囲を舞っているが、その傷はまったく癒いえることなく、血が溢あふれ続けていた。腫はれ上がって歪ゆがんだ顔でリリィが苦く笑しようする。

「気にしないでくれよ。あたしがトロいから負った傷だ……。それより旦だん那なが……。看守は攻撃対象じゃないのに、あたしを庇かばったせいでミタマの攻撃を喰らっちまって……」

　すると隣にいるブルーロウも苦笑した。その右みぎ肩かたはごっそりと肉が抉えぐれている。

「それこそ気にするな……娘むすめを守ろうとするのは、父親として当然のことだ……」

「最さい期ごまで父親面づらかよ、ちくしょう。あたしは旦那をおっ勃たたせたかったのにな……」

　誰だれも二人の会話に口を挟はさめなかった。どちらももう助からないことが明らかだったからだ。だがブルーロウはリリィとの最期の会話を打ち切って、こちらを見た。

「リオン、さっきお前は……面おも白しろい腕うでを持っていたな」

「……ああ。魔王の右手なんだ」

「脱だつ獄ごくするのか？」

「……そのつもりだ」

　この期ごに及およんで隠かくす必要などなかった。リオンが頷うなずくと、ブルーロウも深く頷いた。

「そうか、なら……リリィ」

「あいよ、旦那」

　リリィが手をかざし、ブルーロウの周囲に魔ま法ほう陣じんが現れた。『ガノッサ門』の魔術である。それまで必死に嗚お咽えつをかみ殺していたレオナが悲鳴のように声を上げた。

「何をするんですか!?　そんなことしたらブルーロウさんの記憶が……っ。せめて、せめて最期まで二人で……っ」

「いいんだよ、サンサギさん。これが旦那だ。これが……あたしの惚ほれた旦那なんだ」

　ブルーロウが咳せき込み、口からアメジストのような結けつ晶しようが溢れ出す。喋しやべりにくそうにしながらもブルーロウはなんとか言葉を絞しぼり出した。

「儂わしがこれまで過ごした監かん獄ごくでの記憶だ……なかにはお前の役に立つものもあるだろう。リリィが逝いったら結晶も消える。今のうちにできるだけ見ておくんだ」

「恩に着る……っ」

　多くを語れば、それだけブルーロウの気持ちが無む駄だになる。短く礼を言って、リオンは左手で結晶に触ふれた。酩めい酊てい感と共にブルーロウの様々な記憶が再生されていく。

「リオン、それから儂とリリィが死んだら……５１２番、ユフィリアのことを頼たのむ」

「ユフィリア……？　いや、分かった。任せてくれ」

　一いつ瞬しゆん疑ぎ問もん符ふが浮うかんだが、リオンはすぐに頷いた。その記憶も流れ込んできたからだ。

「他に何か言い残すことはないか？　出来る限りのことはする」

「頼もしいな。なら、リオン、最期にハイネのことだが──……」

　だがその言葉の途と中ちゆうでブルーロウの瞳ひとみから光が消えた。リオンは唇を嚙かみ締しめる。

　隣のリリィが静かに微笑ほほえんだ。

「……旦那、逝っちまったか？」

「ああ……っ」

「……リオンさん、旦那の記憶見たろ？　教えてくんねえかな。実際のところ旦那はさ、あたしのことを……」

「女として見てたよ。ブルーロウは本当はリリィを抱だきたくて抱きたくてしょうがなかったんだ。でも意地を張って我が慢まんしてたんだよ」

　……ブルーロウ、これぐらいは言ってやってもいいよな？

　心のなかでそう語りかけながらリオンが言うと、リリィは嬉うれしそうにふわりと笑った。

「……くくっ、やっぱそうか。……まったく我慢なんてしなくていいのにさ。まあ、そんなところも……」

　旦那らしいぜ……と、きっとそう続くはずだったのだろう。

　床ゆかに転がっていた記憶の結晶が弾はじけて消えた。

　レオナがわっと火がついたように泣き出し、その肩かたをアネットが抱き締める。

　キリカは峻しゆん厳げんな騎き士しの表情で黙もく禱とうを捧ささげ、フィーネはガレク式に十字を切っていた。

　そして、リオンは静かに立ち上がる。

「魔王様……？」

「ユフィ……５１２番を助けにいく。彼女は今、ブルーロウの独どく房ぼう塔とうだ。ミタマがきたら逃にげ場がない」

「分かったわ、わたしもついてく」

「いやキリカたちはここにいてくれ。囚しゆう人じんはミタマの的になる。ここで身を潜ひそめていれば外よりは安全だ。万一の時もキリカがいればミタマを倒たおせる」

「貴様はどうやって独房塔までいくのだ？　ここからではかなりの距きよ離りになるぞ」

「ゲートを使う。６００番台の雑ざつ居きよ房ぼうの屋上に一つあるんだ。そこから独房塔にいって可能ならそのまま俺単独で脱獄ルートを開かい拓たくしてくる」

　そう言いながらリオンは窓の外を見つめ、すっと鋭く目を細めた。

　給水塔から雑居房までは百メートルほどで、ここからでも全体を観察できた。

　その屋上に人ひと影かげがあった。──左手に手て袋ぶくろをつけた少年だ。

　まるで誰かを待っているように静かに立ち尽つくしている。おそらく囚人か左手の魔術でこちらの状じよう況きようを把は握あくしているのだろう。リオンが屋上のゲートを使うと知って、わざわざ姿を見せたのだ。どうやら黙だまって通してもらえそうにはない。

　皆みなもそれに気づいたようで、一様に心配そうな表情を浮かべる。なかでもレオナが涙なみだの浮かんだ目で見上げてきた。

「リオン……」

　屈かがみ込み、リオンはレオナの髪かみを撫なでる。

「大丈夫。必ず戻もどってくる。だから信じて待っててくれ」













　アネットはそうして給水塔を出ていくリオンを見送った。

　だがその背中を見つめているうちに『駄だ目めだ』という感情が芽生えてくる。

　……あの方をこのままいかせてはいけない。

　無意識に表情が強こわ張ばり、手を繫つないでいるレオナが不安そうな顔でこちらを見上げた。

「アネットさん？」

「申し訳ありません。レオナ様、皆様、わたくし……いきます！」

　えっ、と皆が呆あつ気けに取られるなか、アネットはレオナの手を離はなすと給水塔の扉とびらから外に出た。火災の煙けむりや血の臭においが混じった空気を感じながらアネットは走る。

　このまま無事に走り抜ぬけられればいいと願う。だが右側から二匹ひきのミタマがこちらを捕ほ捉そくし、飛んできた。

「アネット!?」

　雑居房の扉を閉じようとしていたリオンがこちらに気づき、目を見開いた。

「敵性体。確かく認にん。確認。殺し。ます」

　星ほし屑くずの光が刃やいばとなって降り注いだ。アネットの腕が、足が、斬きり裂さかれていく。

　ダメ、魔ま王おう様のところまで辿たどり着けない……っ。

「諦あきらめないで！　そのまま走り続けなさい、アネット！」

　給水塔からキリカが叫さけんだ。

　彼女は『塔の住人』役として下げていた二本の長ちよう剣けんを抜くと、それをミタマたちへ投とう擲てき。巨きよ大だいな矢のように命中し、ミタマたちが弾け飛ぶ。

「こっちだ！　早く！」

　その隙すきにリオンが開けている扉へ飛び込んだ。ガコンッと扉が閉じられる。

　白いタイルが続く静せい謐ひつな廊ろう下か。この辺りにはまだ檻おりはなく、魔ま術じゆつ炎えんのランプだけが等とう間かん隔かくに灯ともっている。もう少し奥までいくと雑居房に出るのだろう。

　アネットは床にへたり込んだ。あちこち斬り裂かれてしまったが、幸い皮一枚で致ち命めい傷しようはない。リオンも一目見てそれが分かったのだろう。ほっとしたように膝ひざをつくと、さすがにその顔に怒いかりが滲にじんだ。普ふ段だんはアネットに甘いリオンが怒っている。

「何やってるんだ、アネット。もう少しで死ぬところだったぞ!?」

「何をやっているのかは……魔王様でございます！」

　リオンよりもずっと激しい口調でアネットは顔を上げた。

「魔王様は今、迷いを抱かかえていらっしゃいますね？　わたくしに誤ご魔ま化かしは通じません」

　その一言で、リオンが言葉に詰つまった。アネットは詰きつ問もんするかのように視線を鋭するどくし、

「先日、襲おそってきた時のあの邪じや教きよう徒と──ハイネ・ロットアインはただの子供でした。迷いなど感じることすらない無む垢くな子供です。魔王様が然しかるべき準備をしたならば後おくれを取ることなどあり得ません。けれど、先ほど屋上に立ち尽くしていたハイネ・ロットアインはもはや別人でした。あの瞳には迷いを抱きながらもそれを捻ねじ伏ふせる覚かく悟ごがあります。ダメです、魔王様。今のハイネ・ロットアインにわずかでも迷いを抱えたまま挑いどんでは、敗北しかありません」

「だが……」

「お話し下さい。すべての迷いをお断たちになるために。でなければ魔王の修道女として、あなた様をいかせることはできません。たとえ、どれほどこの身が傷つこうとも」

　リオンはしばらく押し黙っていた。だが、その沈ちん黙もくこそが迷いの証しよう拠こだと気づいたのだろう、やがてぽつりとこぼすように言った。

「……俺は以前に、ハイネと同じことをやろうとしていたんだ」

　それはリオンが監獄にきて、レオナと出で逢あった頃ころのことだという。

　キリカが収監されてきて、最初の脱獄を実行するまでには半年の時間があった。

　その半年間、リオンは脱獄ルートの準備を進めながら、この監獄の過か酷こくな現実を垣かい間ま見みた。まるで奴ど隷れいのように扱あつかわれる囚人たちの姿を。

　まっとうな神経があればそんなものを見過ごすことはできない。リオンは目の前で苦しんでいる囚人たちへ手を差し伸のべようとし──、誰一人、救うことができなかった。

　たとえば囚人を殴なぐっている看守を止めたとしても、リオンが立ち去ればその看守は再び囚人にひどい暴行を加えた。むしろリオンに止められた分だけ、その鬱うつ憤ぷんが囚人に向かった。結果はいつも同じだった。

　結局、リオンが守ることができたのは、独どく房ぼうに囲っているレオナだけ。それが一個人の限界なのだと、否いや応おうなしに理解させられた。

「……だが、ハイネは違ちがう。あいつは６００番台の雑居房を塗ぬり替かえた。ブルーロウが最期の瞬しゆん間かんまで言おうとしてたのはそういうことなんだ。ハイネは俺ができなかった理想を体現している。だから……」

「だから、敗まけてもいいと？」

　図星を指された表情でリオンは目を逸そらした。

「勝ちたくない、とは心のどこかで思ってるのかもしれない。もちろんわざと敗けるつもりなんてないけど、でも……この戦いの結果、俺が死んでもハイネはきっと君たちを大切にしてくれる。そんな安心感もある」

「魔王様」

　咎とがめるようにアネットは呼ぶ。だがリオンは言葉を止めなかった。

「あいつがこの右手を手に入れたら、ひょっとしてもっと大きなことを成してくれるかもしれない。俺が救えなかった人々も救ってくれるかもしれない。ついそう考えてしまうんだ。なあ、アネット、俺は──」

「あなたは、ただの絵え描かきです。それ以上でもそれ以下でもありません」

　強い断言でリオンを遮さえぎった。

「わたくしはあなた様を魔王様とお慕したいしております。ですがそれでもあなたの本質はただの絵描きです。『命を懸かけて戦い、敗れ、たとえ死しても捧げた右手でより多くの人々が救われるかもしれない』。なんという傲ごう慢まんな自己犠ぎ牲せいでしょう。聖人にでもなったおつもりですか？」

　アネットはさらに一歩、距きよ離りを詰め、

「魔ま獣じゆうの保管庫でなぜキリカ様があなたの頰ほおを叩たたいたのか、まだお分かりになっていないのですか？　それは──透すけて見えるからです。『自分でなくていい』というその心が！　わたくしたちを守れるのならば、多くの人々が救われるのならば、その担にない手は自分でなくてもいいという、無む味み乾かん燥そうなあなたの心が透けて見えるからです！」

　アネットは必死に言い募つのる。だがリオンの顔に浮かんだのは戸惑いだった。

　伝わっていない。まったく伝わっていない。

　アネットが身を案じていることはおそらくリオンも理解している。紡つむがれる言葉が『自分を大切にしろ』という意味であることもきちんと理解しているだろう。

　だがもっと根源的なところ、なぜアネットやキリカが必死になってそれを伝えようとするのか、その最も大切な部分をリオンは感覚的に分かっていない。

　しかし、それでも。

　大きな欠落を抱えたこの少年をどうすれば変えることができるのか、アネットはもう分かっていた。優やさしさや正しさでは変えられない。ならば今こそ、頰を叩かねばならない。

　キリカがしたよりも強く、鮮せん明めいに。

　それはアネットにとって魔ま術じゆつで身を裂かれるよりも辛つらいことだった。

　だがもう決めていた。この手の届く場所に優しさで救われぬ魂たましいがいたならば、必ず頰を叩いてみせる。──たとえどんな手段を使っても。

「魔王様……いえ、リオン様。今からあなたにお伝えしたいことがあります。とても大切な話です。だから、どうか心してお聞き下さい」

　強い決意を抱いて、アネットは立ち上がった。

「アネット……？」

　リオンもつられるように立ち上がる。

　そうして息も掛かかりそうな距離で。でも決して触ふれ合わない距離で。

　アネットは言った。

　はっきりと、誤魔化しや勘かん違ちがいなど起きようのないほど真っ直すぐに。

「あなたが好きです」

　リオンの両目が大きく、これ以上ないほど大きく見開かれる。

　アネットは胸の前で強く手を握にぎり締しめ、

「これは親愛の情などではありません。一人の女として、一人の男性として、あなたのことが好きです。あなたと手を繫ぎたい、口づけをしたい、抱だかれたいと思っています。許されるならあなたと恋こい人びとになり、結けつ婚こんし、末永く最さい期ごの時まで共にいたいと願っています。何度でも申します。リオン様、わたくしはあなたが好きです」

　静けさ漂ただよう廊下に、二人の呼吸だけが響ひびいていた。

　リオンはまるで時が止まったように立ち尽くしている。

　だがふいにその目じりから、つ……、と一筋の雫しずくが流れた。

　彼は「え……？」と自分の頰に手を当て、呆ぼう然ぜんとする。

「俺、泣いて……る？　え、なんで、どうして……」

　リオンは動どう揺ようしながら頰を拭ぬぐい、しかしはっと我に返った表情でこちらを向き、

「あの、ごめん、アネット。ちょっと待ってくれ。俺、混乱しちゃって、えっと……」

　その様子を見て、アネットは哀かなしげな笑えみを浮うかべた。

「ああ、やっぱり」

　独房で彼の過去を聞いた時から『ひょっとして』と思っていた。

「リオン様、あなたは……」

　そして修道女は少年の欠落を指し摘てきする。




「──人に愛されたことがないのですね」




　思い起こせば、歪いびつな点は多々あった。彼はあんなにも分かりやすいレオナやキリカの好意に気づかない。それは『自分が愛される』という前提が存在していないから。
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　彼は『好き』とか『結婚しよう』という言葉を恐おそれもなく口にする。それは『愛する』ということの本質をまだ何も分かっていないから。

　アネットが見る限り、リオンはそれらの欠落を本能的に『絵』によって補っていた。

　モデルを出発点としてレオナのことを『好き』と言い、絵に描かけないことを敗北としてキリカのことを『好き』になる。

　だがそれらはあくまで代だい替たい行こう為いだ。それでは結局、彼の心を包み込むものは何もなく、自分の存在に価値を感じることもなく、より良い担い手がいると思えば命の危機も顧かえりみず右手を差し出していいとすら思ってしまう。

　だがその哀しい連れん鎖さは今終わる。彼の修道女が終わらせる。

「リオン様、告白のお返事はいりません」

「え……」

「お聞きしなくても分かっています。わたくしが『恋人になり、結婚し、末永く共にいたい』と言った時、あなたの心には……わたくしではない人の顔が浮かびましたね？」

「……っ」

「ですから大だい丈じよう夫ぶ。お返事は結構です」

　リオンはしばらく戸惑うように視線をさ迷わせていた。

　だがやがて、意を決した表情で顔を上げた。

「いや返事をさせてくれ。君が勇気を持って伝えてくれた気持ちだ。俺も誠意を持って返事をするべきだ」

　アネットは心のなかで『……そう、それでこそです』と笑んだ。

　そしてリオンは言う。自ら心を引き千切るような悲痛な表情で。

「俺は君と恋人になることはできない。結婚することもできない。最期の時を共に過ごすこともたぶんできない。……正直、まだ自分の気持ちがはっきりと分かったわけじゃないけど、でも君の言う通り……俺がそうしたいと思う女性は確かにいると思うから。だから君の気持ちには応こたえられない。……ごめん」

「はい、かしこまりました」

　アネットは透き通るような笑顔で頷うなずいた。

　気を抜ぬけば俯うつむいてしまいそうになる自分を叱しつ咤たし、そして──言葉を紡ぐ。

「では、リオン様。覚えておいて下さい。あなたは今、是ぜが非でも生き抜かなくてはならなくなりました。こうしてあなたに愛を告げ、フラれた女がここにいます。わたくしの気持ちを踏ふみにじった分だけ、あなたは全力で自分の気持ちの成じよう就じゆに努力しなければなりません。ハイネ・ロットアインがたとえ見知らぬ千人を救おうと、わたくしの涙なみだに報むくいることができるのは、この世でたった一人、あなたしかいないのです」

「──っ!?」

　リオンの顔に強い驚おどろきが浮かぶ。

「アネット、君はまさかそのために……っ。俺が君の気持ちに応えられないのを分かった上で、俺に覚かく悟ごを決めさせるために告白を……っ!?」

　ヴェールの端はじを舞まわせ、アネットは静かに微笑ほほえんだ。

　リオンは己おのれの不ふ甲が斐いなさを憤いきどおるように、自分の額に拳こぶしを押し当てる。

　アネットの告白によって、リオンは自分が愛される人間なのだと知った。

　そして『その愛を自分の意志で受け入れない』という痛みを知った。

　使ったのは言葉だけ。だが今、アネットは確かにリオンの頰を叩いたのだ。

「死んでる暇ひまなどございませんよ。幸せになって下さい。全力で。あなたにはその義務があります」

　リオンはもう自分を蔑ないがしろにすることはできない。アネットがいる限り、そんなことは赦ゆるされないのだ。

「馬ば鹿かだな、俺は……。ここまでしてもらわないと覚悟の一つも決められないなんて」

「いいのです。あなた様のお役に立てることがわたくしの喜びですから。それよりいかがですか？　まだハイネ・ロットアインに勝ちたくないとお思いですか？」

「いや……もう是が非でも敗けるわけにはいかなくなった。俺を好きだと言ってくれた君にここまでさせて、勝ちたくないなんて言うわけにはいかない！」

「宜よろしいっ、これで安心してお見送りできます」

　話はここまでという意図を込めて、アネットはおどけてにこっと笑う。リオンはその意図を正しく受け取り、唇くちびるを嚙かみ締めると、背を向けて歩き出した。

　リオンが十分に遠ざかったのを確かく認にんし、アネットは背後の扉とびらに呼びかける。

「皆みな様さま、もう出てきて頂いて宜しいですよ？」

「……あ。き、気づいてた？　いやあのね、立ち聞きするつもりはなかったんだけど、すごく深刻な感じだったから邪じや魔ましちゃ悪いと思って」

　ギィと扉を開け、気まずそうに顔を出したのはキリカである。レオナとフィーネの姿もあった。その後ろではミタマたちが消しよう滅めつしていくのが見える。キリカが退治したらしい。

　と、ふいにレオナがこちらへ駆かけ寄ってきた。そして泣きながら修道服を摑つかんでくる。

「アネットさん、どうして……っ!?」

「ああ、申し訳ありません、レオナ様。三番目と言いながら抜け駆がけしてしまいまして」

「そうじゃなくて！　アネットさんなら気づいてたはずですっ。あの瞬しゆん間かん、告白したあの瞬間にもう一歩踏み込んでいれば、リオンの心は動いたかもしれない！　もしもあの人が本当に一度も愛されたことがなくて、相手がアネットさんならきっと……っ。なのに、どうしてそれをしなかったんですか……っ!?」

　……ああ、なんて優やさしい子なんだろう、とアネットは思った。

　レオナは今、アネットのために泣いている。心から泣いてくれている。

　幸せの数に限りがあるなら、こういう子にこそ幸せになってほしい。

「たとえば一歩踏み込んで抱だき締めたとしても、わたくしは魔ま王おう様に触れると一人で昂たかぶってしまいますから。それでは意味がないんです。孤こ独どくなあの方の隣となりにいるのは、共に寄り添そって歩める方でなければ」

　でもっ、と縋すがりついてくるレオナの髪かみを撫なでながら、アネットは「いいんですよ」と笑う。そして遠のいていくリオンの背中を見つめた。

　彼と共に歩むべきは自分ではない。とっくに分かっていたはずなのに、離はなれていく彼の背中を見つめていると、哀しみで胸が潰つぶれそうになった。

　だから、アネットは最後に一つだけワガママを言う。大きく息を吸って、

「リオン様！」

　届けと願い、叫さけんだ。

「わたくしをフッたのだから、絶対に勝って！　たとえ相手の理想がどんなに正しくて美しくても打ち破って！　そして、わたくしの恋こいは無む駄だではなかったのだと胸を張らせて下さいませ──っ！」

　涙でぼやけた視界の先で、厚い革かわ手て袋ぶくろに包まれた右手が真っ直すぐに掲かかげられた。

「約束する！　ハイネ・ロットアインを倒たおし、君に最高の勝利を捧ささげてみせるッ！」







　６００番台の雑ざつ居きよ房ぼうの屋上。

　ハイネはただ遠くを見つめ、その時を待っていた。イエローブロンドの髪が静かに風に揺ゆれている。

　屋上の一部は、城じよう壁へきの上を通る回かい廊ろうのようになっている。凹おう凸とつ形の壁かべに囲まれた一本道だ。ハイネの背後には壁かべ塔とうがそびえており、そのなかにはゲートがある。

　そしてちょうど逆側、もう一方の壁塔の階段から、コツ……コツ……とブーツの音が響いてきた。ハイネは自然な動作でそちらを向く。

「奇き遇ぐうですね。こんなところで会うなんて」

「ああ、まったく奇遇だな」

　ぽっかりと穴が開いたような壁塔の入り口から現れたのは、リオン・ハイレイン。

　二人は正面から向き合った。先に口を開いたのは、リオンだった。

「どうしてもそこを通らなきゃならない事情がある。お願いしたらどいてくれるか？」

「僕にはどうしてもあなたを倒さなきゃならない理由があります。残念ですが、そのお願いは聞けません」

「そうか。じゃあ、仕方ないな」

　風が吹ふいた。多くの血と煙けむりの混じった強い風だ。二人の制せい帽ぼうが吹き飛ばされる。

　ハイネが見つめる先、リオンは革手袋の右手をゆっくりと掲げていく。

「本当言うとな、俺はお前が羨うらやましかった。策略ではなく、善意で平和を成したというお前のやり方が眩まぶしくて仕方なかった。今でもその気持ちは消えてない。それでも──」

　リオンの視線を受けとめながら、ハイネは血でまだらになった手袋の左手を掲げる。

「僕が雑居房で築いた平和は瓦が解かいしました。自分のやり方が正しいものだったのか、僕にはもう分からない。このまま進んでも、また同じことを繰くり返してしまうだけなのかもしれない。それでも──」

　二人とも相手の言葉など聞いていなかった。やるべきことはもう決まっている。紡つむがれるのは相手にではなく自分へと刻み込むための言葉だ。

「それでも、俺はアネットと約束した」

「それでも、僕はクレアと約束した」

　黒と白の闇やみが同時に、炎ほのおの如ごとく噴ふき荒あれた。二人は同時に拳を握にぎる。

「「だからッ！」」

　回廊の石いし畳だたみを踏ふみ砕くだきながら疾しつ走そう。双そう方ほうの闇が輝かがやき、右手と左手が激げき突とつする。

「お前を倒して、彼女の想おもいに報いてみせるッ！」

「あなたを倒して、僕が真の魔王になるッ！」

　二つの拳が大気を震ふるわせた。魔ま術じゆつ光が凄すさまじい勢いで絡からみ合い、嵐あらしのような烈れつ風ぷうが巻き起こる。庭園で拳を打ち合わせた時は互ご角かくだった。だが今回は、

「打ち抜けぇぇぇッ！」

　ハイネが裂れつ帛ぱくの気合いと共に拳を振ふり抜いた。白の闇が渦うずとなり、リオンを後方に吹っ飛ばす。左手を握り締しめ、ハイネはさらに前へ。

「何者にも決して僕の歩みを止めさせない！　どんなにあなたが強大でも、これからどれほどの後こう悔かいが立ち塞ふさがろうとも、この道は彼女が信じてくれた道だから！　魔王への道を邪魔させてなるものかッ！」

　リオンを石畳へ叩きつけようと拳を振り下ろす。だがそれが直ちよく撃げきする寸前、リオンの両目がカッと見開いた。宙を舞っていた足が力強く石畳を踏みしめる。

「俺はお前という理想を打ち砕く！」

　カウンターの右拳がハイネの頰ほおに直撃した。吹っ飛びかけた刹せつ那な、リオンがハイネの襟えりを摑み、輝く拳でさらに一撃。

「お前が千人を救う道を歩んでいるのだとしても、俺は一人の女のためにこの右手を手放さない！」

　拳を食くらうと同時に、ギリッとハイネは奥歯を嚙み、その左手が力任せにリオンの右手を摑んだ。

「その道はクレアが正しいと言ってくれた僕の道だ！　初めからあなたが歩むべきものじゃない！」

　白の闇が猛たけりを増し、リオンを回廊の壁に叩きつける。そのまま白い炎のような魔術光を至近距きよ離りから打ち下ろした。リオンもすぐさま右手の魔術光で受け止める。だが勢いはハイネの方が強い。

「あなたにだけは敗まけない！　クレアのため、ヴェルゼ教のため、ここであなたを叩き潰す！　そうしなきゃ僕らのすべてが報われないんだッ！」

「お前にだけは敗けない！　俺のため、そしてアネットのために！　完かん膚ぷなきまでに勝利して、彼女に胸を張らせてやる！　自分がいたから魔王様は勝てたんだってなッ！」

　黒い魔術光が膨ふくれ上がる。だが白い魔術光もまったく退ひかず、超ちよう高密度でぶつかり合う魔力がスパークした。拮きつ抗こう状態は長くは続かなかった。限界までぶつかり合った魔力が轟ごう音おんと共に爆ばく発はつしたのだ。壁の一部が吹き飛び、瓦が礫れきと礫つぶてが激しく飛び散る。

　濛もう々もうと砂すな煙けむりが上がり、その左右から鏡合わせのようにハイネとリオンは飛び出した。

　一定の距離を取って着地。砂煙が晴れていき、上着もシャツもボロボロになった二人の姿が露あらわになる。だがどちらも致ち命めい傷しようは負っていない。

　油断なくリオンを睨にらみながら、ハイネは口の端はしについた血を拭ぬぐう。

「どうやら殴なぐり合いじゃ勝負はつかないようですね」

　リオンも口内の血を吐はき捨てた。

「お前のために言ってやる。俺はこのまま殴り合いで構わないぞ？」

「お気き遣づかいは嬉うれしいですが、自分の有利を捨てるつもりはありません。何よりこの左手で勝つのならその真価を発揮すべきだ」

　ハイネは魔術光を指先に集め、『魔王の絵画』を描えがいた。

　空中に現れたのは、色とりどりの花束を掲げたドレスの女性。

「お覚悟を。ここからは僕の独どく壇だん場じようだ。作品番号２９４番『サファイアの花はな嫁よめ』！」

　それは『超ちよう加速』の魔術。ハイネが左手で抉えぐり取るように壁を叩くと、砕けた欠片かけらが魔術の加速を受け、まるで散さん弾だんのように放たれた。

　リオンへ向かっていくそれらの欠片は、摩ま擦さつによって赤熱し、まるで宝石のように輝いている。

　それに対し、リオンはただ自然に右手を胸の前へ掲げた。

「忠告はした。悪いが、もうお前の絵画は通用しない！」

「──ッ!?」

　あり得ないことが起こった。加速していた壁の欠片が、右手の一ひと振ふりで突とつ如じよ静止したのだ。欠片のまとっていた魔術光だけがリオンを追い越こし、ぐるりと旋せん回かいして右手の周囲を舞まい始める。それはまるで付き従うかのように。

「『サファイアの花嫁』は無理やり領主へ嫁とつがされた村むら娘むすめの悲ひ哀あいを描いた絵画だ。お前の描き方では花嫁の嘆なげきと後悔、そして諦てい念ねんが足りない。俺ならば──こうする！」

　右手の一振りによって、周囲を舞っていた魔術光が絵画に変わった。

　それはハイネが描いたものよりもずっと醜みにくく、おどろおどろしい──だが闇の底から滲にじみ出るような確かな美しさを持った絵画だった。

「返すぞ！　受け取れ、お前の花嫁だッ！」

　絵画が弾はじけ、魔術になる。壁の欠片が一いつ斉せいに発射された。ハイネが放った時よりずっと速い。

「この……ッ！」

　別の絵画を描いていては間に合わない。ハイネはとっさに魔術光を盾たてのように繰り出した。だが『超加速』は目視では防ぎきれず、無数の欠片が全身に着ちやく弾だんする。

　体勢を崩くずした瞬間、リオンが目の前に踏ふみ込んでいた。右手が腹に直撃。衝しよう撃げきで後方に押し飛ばされる。左手を石畳に叩きつけ、石材を削けずりながらなんとかブレーキをかけた。

　止まった瞬間、すぐに反撃しようと顔を上げるが、そこでガクンッと膝ひざが落ちた。

「ぐ……っ」

　予想以上のダメージだった。ハイネは痛みに歯を食いしばりながら、リオンを睨む。

「あなたは僕の左手のことを……っ」

「ああ、気づいた。その左手の秘密にな」

　わずかの淀よどみもなく言い切り、リオンの両目がハイネの左手を見み据すえる。

「そいつはヴェルゼストの左手なんかじゃない。おそらくは魔王の力に似せて編まれた魔術の集合体。つまりは──」

　リオンは告げた。まるで審しん判ぱん者が罪を暴あばくように。




「──『魔王の絵画』の贋がん作さくだ」




　ハイネは唇くちびるを嚙かみ締めて俯うつむいた。それを肯こう定ていと受け取ったのだろう、リオンは一歩一歩踏みしめながらこちらへ近づいてくる。

「庭園でやり合った時から違い和わ感かんはあった。それが決定的になったのはお前の描いた絵を見た時だ。まるで掃はき溜だめの泥どろダンゴみたいなお前の絵をな」

「く……っ、作品番号１７１番『大運河』！」

　その魔術は『大気の固定化』。文字通り、周囲の空気を固め、呼吸はおろか身動き一つ取れなくする魔術だ。本来は１００番台の名に恥はじず、街一つを包むほどの効果範はん囲いを持っている。その力をリオンの周囲へさらに圧縮し、威い力りよくを高める。だが、

「筆ひつ致ちが甘い！『大運河』は自然のなかの悠ゆう久きゆうの時を表現している。そんなせせこましい描き方じゃ『大運河』が聞いて呆あきれる！」

　再び描かき直され、『大気の固定化』が逆にハイネを襲おそった。もとは左手から生まれた魔術だ。解除はできる。だが思い通りに進まない。ハイネが動けない間にリオンはさらに近づいてくる。

「ここにくる直前、『ガノッサ門』でブルーロウの記き憶おくを見た。そこにはお前のギャラリーで絵を選んでいる記憶もあった」

　殊こと更さら吐はき捨てるようにリオンは言った。

「そのどれもが地上の高名な絵を真ま似ねたものばかりだった。お前は贋作の絵え描かきだ。それで確信したんだよ。その左手も『魔王の絵画』の贋作なんだろうとな」

　ついに一息で届く距離にきた。リオンの目は蔑さげすむようにハイネを見下ろしている。

「カラクリさえ分かればなんてことはない。稚ち拙せつな絵画に手を加えて掌しよう握あくするなんて簡単だ。ああ、それとヴェルゼストが左ひだり利ききだったというのも噓うそだな」

「……っ」

「少し考えれば分かることだったよ。もしもヴェルゼストが本当に絵描きであるのなら、自分の作品に妥だ協きようなんてするはずがない。魔王は二つとない自分の魔術を６６５枚の絵画に込め、すべてをやり切って６６６枚目を残した。それだけが真実だ。違ちがうか？」

「……ええ、全部あなたの言う通りですよ」

　ようやく『大運河』を掌握し、ハイネは魔術を弾はじいて固定化を解除する。肩かたで息をし、屈くつ辱じよくを堪こらえるように左手を握り締め、

「この左手はヴェルゼストが残してくれたものじゃない。あなたの言う通り、彼を忘れられない僕たちが、彼を想って組み上げた贋作だ……っ」

　数百年前、ヴェルゼ教の始祖たちは、ある理由によってこの世界で最も孤こ立りつした民たみとなった人々だった。多くの国々が彼ら『孤立の民』を忌き避ひするなか、この世界でたった一人、手を差し伸のべてくれたのが、魔ま王おうヴェルゼストだった。『孤立の民』は深く感謝し、ヴェルゼ教を立ち上げ、魔王に付き従った。

　魔王が神々との戦いを始めた時も、ヴェルゼ教は共に戦った。どこまでもついていくつもりだった。だが最終決戦に敗れ、百年の逃とう走そうを始めた魔王はその後、ヴェルゼ教のもとには二度と戻もどらなかった。

　誰だれも知らない遠い地で、彼はたった一人で神々に討うたれたのだ。

　ヴェルゼ教は魔王のことを忘れられず、彼の残したすべてを欲ほつした。だが彼が最さい期ごの最期で絵描きに託たくしたという右手の所在は摑つかめず、他の６６５枚の絵画も神々によって次々に封ふう印いんされてしまった。

　それでもヴェルゼ教は諦あきらめきれない。各地を巡めぐって絵画の絵え柄がらと魔術を調べ、『魔王の絵画』の再現に乗り出した。

　百年ではできなかった。二百年目でようやく目め途どが立った。三百年目でどうにか絵画の形になった。だが四百年目の今でも１００番台以上の魔術は完全ではない。

　リオンの言う通り、この左手は右手の偽にせ物もの──『魔王の絵画』の贋作なのだ。

　左手は代々、修道騎き士しのなかから教皇に選ばれし者が継けい承しようしてきた。今代はハイネだ。絵描きとしての技術も左手との親和性を高めるために身に付けた。

　遠い昔、ヴェルゼ教に手を差し伸べてくれた魔王はもういない。でも彼に似せたこの左手が完成すれば、今度は自分たちのなかから彼の意志を継つぐ新たな魔王を生み出せる。

　この数百年、それだけがヴェルゼ教の人々の希望だった。

「あなたには分からないでしょうね……っ。贋作を描いてきた者たちの気持ちなんて、あなたに分かるはずがない……っ」

　作品番号６６６番『魔王』の覚かく醒せいを察知し、右手の所在が分かった時、ヴェルゼ教の人々は歓かん喜きした。もう見つけることさえ諦めていた右手がとうとう発見できたからだ。

　だが同時に誰もが哀かなしみに打ち震ふるえた。もしも右手が手に入るとすれば、四百年の時を掛かけて編んだ左手の意味がなくなってしまうから。

　親から子へ、子から孫へ、必死に継承してきた努力のすべてが無意味なものになってしまうから。だからハイネは教皇の前で誓ちかったのだ。右手は必ず手に入れる。でもその前にこの左手が右手に並び立てるものだと証明する、と。

　……ありがとうな、ハイネ。

　教皇──おじいちゃんは、ハイネの左手を包み込んで涙なみだを流した。

　この左手には四百年分の人々の想おもいが込められている。そしてそんなハイネの覚かく悟ごを正しいと信じてくれた女ひ性とがいた。

「僕は敗まけられないんです……っ！　この左手に想いを込めてきたみんなのために！　贋作の意地を見せてやるッ！」

　ハイネは天高く左手を突つき出した。手の甲こうに翼つばさのような偽にせの聖せい痕こんが浮うかび上がり、閃せん光こうの如ごとく輝かがやきだす。

　途と端たん、神経を切り刻むような激痛が左手に走った。白く輝く光のなか、ハイネは必死に左手を制せい御ぎよする。

　そうして描き出そうとしているのは作品番号０３１番『其そは忘れざる黄金の叙じよ事じ詩し』。

　強大な力を持った１００番台よりさらに先、世界の在り様すら塗ぬり替かえると言われた二ふた桁けた台の絵画である。

　あまりにも危険なため、『天空の大だい監かん獄ごく』において二桁台の囚しゆう人じんは収しゆう監かんと同時に完全封印される。よって監獄内であってもその魔術が行使されることは原則的にあり得ない。

　作品番号０３１番『其は忘れざる黄金の叙事詩』が持つのは『過去改かい変へん』の魔術。時と空間を越え、術者の思い通りに過去を描き変える大魔術である。

　ハイネの持つ０３１番は贋作であるが、それでも本物に似せて編まれた魔術は強大だ。

　自在に過去を変えることはできないが、対象の過去の時間軸じくを破は壊かいし、存在を抹まつ消しようすることならばできる。オリジナルの０３１番とは比べ物にならない粗そ悪あく品。それでも攻こう撃げきとしては完全に防ぼう御ぎよ不能、最強の矛ほこと言っていいだろう。

　そしていかなリオンであっても１００番台までしか扱あつかったことがない以上、初見で描き直すことは不可能なはずである。

　無論、ハイネのリスクも尋じん常じようではない。制御を誤れば魔力が逆流して時空間ごと引き裂さかれてしまう。それでもここで退ひくわけにはいかない。絶対に。

　ハイネが極限まで集中を高めると、白の闇やみが嵐あらしとなって吹ふき荒あれた。

　そのなかでリオンは微び動どうだにせず、こちらを見つめて口を開いた。

「たとえ贋作でも二桁台なんて持ち出せば、お前の生死も危あやういはずだ。それでもいいのか？」

「自分の命なんて惜おしくない。そんなものより守るべきものが僕にはある……っ！」

「ああ、その気持ちはよく分かる」

　自じ嘲ちようするようにリオンは言い、その直後ハイネは異常なほどの魔力の高まりを感じた。

　危機感が背中を駆かけ抜ぬけ、ハイネはリオンの姿を注視する。そして、

「な……っ!?」

　絶句した。視線の先、リオンが右手に侵しん食しよくされていた。暗黒の炎ほのおのような魔術光が肩や首筋にまで至り、顔の右半分までもすでに覆おおい尽つくしている。

　右手を使い続けている代だい償しようだとハイネにはすぐに分かった。

　だが先ほどまでリオンは完全に右手を制御していた。だとすれば、いきなりあそこまで侵食されることはあり得ない。

　考えられることは一つ。リオンは自らの意志で右手に自分を喰くわせている。そうすることで右手の潜せん在ざい的な力を引き出そうとしているのだ。

　それはハイネ以上の自殺行こう為いだった。あれではたとえ封印状態に戻しても体が元に戻らない。形を失って顔も腕うでも魔術光のままになってしまう。それどころか顔まで到とう達たつしている右手の闇は、脳すら冒おかしてしまっているはずだ。たとえ今ここでハイネに勝ったとしても、リオンはもう助からない。

「まさかあなたは……死に場所を求めて僕の前に立ったのか!?」

　怒いかりすら帯びたハイネの問いに対し、リオンは左半分だけで肩を竦すくめた。

「自分の命を捨ててでも守るべきものがある……その気持ちはよく分かるんだ。俺も同じことを考えていたからな。でも……それは間ま違ちがいだった」

　重く硬かたい鉄てつでも持ち上げるように、リオンはゆっくりと右手を掲かかげた。

　そこから、ゴオッ！　と闇の柱のような魔術光が迸ほとばしる。その影かげのなかでリオンの唇が弧こを描えがいた。まるで闇のなかに光を見つけたように。

「最初は、レオナを監獄に置き去りにしかけて」

　闇の柱がまるで爆はぜるように勢いを増す。

「次は、キリカに殴なぐり飛ばされて」

　魔術光が渦うずのようになり、リオンの周囲を巡り出す。

「そして、アネットに愛を教えてもらって」

　紫し電でんのようなスパークを放ち、すべての力が右手に集つどった。

「ようやく気づけた。……俺は怖こわかったんだ。大切な人たちに大切だと認めてもらうことが、怖かったんだよ。そんな温かいもの、俺は知らなかったから。だから守りきって死んだとしても、それで構わなかった。本気でそう思ってた。でもそんなのは逃にげだ」

　右手が閃光の如く輝いた。激しく風が吹き荒れ、その中心でリオンは叫さけぶ。

「俺はもう逃げないッ！　彼女たちと真っ直すぐ向き合える男になる！　こんなところで死ぬものか！　こんな右手なんぞに指一本くれてやるものかッ！」

　危険だ、とハイネは直感した。もはや猶ゆう予よはない。制御が不十分でも、命の灯が消えたとしても、今ここで撃うたねばこちらがやられる。

　左手を胸の前へ突き出した。０３１番を撃とうとし、しかしその間ま際ぎわ、リオンが変化していくのをハイネは見た。

　顔半分まできていた魔術光が全身を覆ったかと思うと、それが一いつ瞬しゆんにして弾はじけ、

「なっ!?　その姿は……っ！」

　現れたのは、夜闇のようなマントを纏まとった黒の装束姿。マント止めや袖そで口ぐちに呪法系のチェーンがつき、襟えりなどにあしらわれた各所の刺し繡しゆうは魔術文字になっている。

　ヴェルゼ教に伝わっている、魔ま王おうヴェルゼストの姿と同じだった。侵食していた魔術光の痕こん跡せきもすでにない。

　おそらく、リオンは潜在的な力をすべて引き出した上で、右手を完全に我が物としたのだ。──魔王ハイレイン。そんな言葉がハイネの脳のう裏りを過よぎった。

「く……っ！　たとえあなたがヴェルゼストの領域に至ったのだとしても、僕の左手はその上をいく！」

　０３１番の魔術を撃ち放った。ハイネを中心として時空を歪ゆがめる黄金のリングが形成され、魂たましいが引き裂かれそうな多次元的な激痛がハイネ自身にも襲おそい掛かる。

　だが確かな手ごたえがあった。リングを中心に空間へ亀き裂れつが入り始めた。この魔術なら勝てる。そうハイネが確信した時だった。

　リオンが右手で黄金のリングに触ふれた。その瞬しゆん間かん、すべてが砕くだけ散った。リングも時空の亀裂もすべてだ。

「そんな馬ば鹿かな……っ!?」

「何を驚おどろいている？　作品番号４０４番『薄うす紅べにでない睡すい蓮れん』だ。こういう使い方もあるんだと、お前が庭園で見せてくれたんじゃないか」

　結けつ晶しようと化した黄金の欠片かけらがきらきらと輝くなか、リオンは静かにマントをたなびかせていた。手の甲に聖痕が輝く右手を掲げ、

「右手のすべてを掌しよう握あくした。もう魔力を喰くらう必要もない。今の俺はこれまで出で逢あった絵画のすべてを自在に右手へ呼び出せる」

　リオンが右手を一ひと振ふりする。

　するとハイネがするように絵画が描かれ、魔術が発動した。

　手のひらに現れたのは輝く光球。作品番号１８９番『収束する妖よう光こう』。

　恐おそるべき閃光が放たれた。とっさにこちらも『収束する妖光』を描いてぶつける。だが、拮きつ抗こうすることすらできない。

「がぁ……っ!?」

　一瞬にして押し負け、壁かべ塔とうの煉れん瓦がに叩たたきつけられた。意識が明めい滅めつする。左手で相そう殺さいした分、致ち命めい傷しようまでは至っていないが力の差は歴然だった。

「なんで、こんな差が……そんな、なんで……っ」

「だから言ったはずだ。殴り合いをしていた方がお前のためだってな。絵画を使えばすぐに勝敗は決する。贋がん作さくが真作に敵かなうわけがないんだ」

　リオンは回かい廊ろうの中央から厳おごそかにそう告げた。一方のハイネは回廊の端はじまで吹き飛ばされている。なんとか立ち上がろうとするハイネへリオンは声を低くし、

「一つ問いたい。お前たちにとってヴェルゼ教以外の人間はみんな仇きゆう敵てきのはずだ。なのにお前はなぜ６００番台の看守や囚人たちを救おうなんて考えた？」

「……大昔、ヴェルゼストが手を差し伸のべてくれて、僕たちは嬉うれしかった。同じことをするのにそれ以上の理由なんて……いらない」

　ヴェルゼストが示した生き様は今もハイネたちの胸に息づいている。どんな相手だろうと目の前で苦しんでいる人々がいるのなら助ければいい。

　それが正しいと思っていた。だから願った。この目に映る人々を救いたい、と。

　けれど……結局、本当は誰だれの心も救えていなかった。そんな自分の甘さのせいでクレアは冷たくなった。

　ハイネ自身にはもう何が正しいのかなんて分からない。分からないけれど、でも──クレアはそれでも信じると言ってくれた。立ち止まるなと言ってくれた。

　だから、そうだからこそ。

「僕はまだ戦える！　あなたを超こえるために……ッ！」

　ハイネは左手を強く握にぎり締しめた。『力場強化』、『超ちよう加速』、『真・無限煉れん獄ごく』──複数の絵画を重ね合わせたハイネ本来の切り札。

　それを左手に纏まとい、一息で回廊を駆け抜ける。

　対するリオンも右手に魔ま術じゆつ光を集め、石いし畳だたみを踏ふみ砕くだきながら一歩を踏み出す。

　二つの拳こぶしが激げき突とつした。

　崩くずれかけた城じよう壁へきの回廊で、黄金の欠片が星のように舞まうなか、黒と白の闇が真っ向からぶつかり合う。

　一瞬でも気を抜けば押し潰つぶされそうな魔力の奔ほん流りゆうのなか、ハイネは叫ぶ。

「贋作だとか真作だとかその程度の差で僕は敗けられない！　絶対に否定させない！　たとえ贋作であろうとも、僕らが費ついやしてきた歳月は！　この左手に込められた祈いのりは！　クレアが信じてくれた僕の道は！　本物なんだ──ッ！」

　白の闇が翼つばさのように広がって勢いを増した。リオンもさらに魔力を強め、叫ぶ。

「たとえお前の祈りがどんなに正しく美しくても俺は勝つ！　この目に映るすべての人々なんて守れない！　俺には彼女たちしか守れない！　だが今はもうそれでいい！　彼女たちを守るべきは他ほかの誰でもない、この俺なんだとアネットが教えてくれた──ッ！」

　黒の闇が稲いな妻ずまのように輝かがやきを増した。

　拳の激突はこれで三度目。庭園での一度目は互ご角かくだった。先ほどの二度目はハイネが競せり勝った。視界さえ輝く闇に覆われるなか、ハイネは心のなかで呼びかける。

　──見ててね、クレア。僕はこの人に、リオンに勝つ。君との約束を果たすために。たとえこの命が尽きようとも……っ！

　左手の勢いが増していく。あと一歩、もう一押し。そう歯を食いしばった時だった。

　右手をあらん限りの力で押し込みながらリオンが叫んだ。

「待ってろ、アネット！　こいつを倒たおして俺は君のもとへ帰るッ！」

「──っ！」

　その瞬間、右手が左手の魔術光を打ち破った。最後となった三度目の激突は、

「おおおおお──ッ！」

　リオンが競り勝った。

　左手を弾はじき飛ばした右手がハイネの頰ほおに直ちよく撃げき。衝しよう撃げき波はが起こり、全身をズタズタに引き裂さいていく。

　とっさにハイネは相打ちを目もく論ろんだ。制せい御ぎよも何もなく、無む作さく為いに二ふた桁けた台を描こうとし、虚こ空くうに指を滑すべらす。だがそこへリオンがさらに一歩踏み込んだ。視界が遮さえぎられて絵が描けない。行動を読まれていた。

　刹せつ那なの交こう錯さくのなか、言葉は静かに告げられた。

「諦あきらめろ。もうどんなに描こうがお前は俺には勝てない。贋作以前の問題だ」

「なんで……っ、じゃあなんでだ!?　なんで僕は……、あなたに勝てない……っ!?」

　問いへの答えは、最後の一撃と共にきた。闇やみの塊かたまりのような拳が目前に迫せまり、

「──綺き麗れいすぎるんだよ、お前の絵は」

　直撃を受けたハイネは石畳に激突し、回廊を抉えぐりながら弾き飛ばされる。そのまま壁塔に激突。ついに限界を迎むかえ、左手から魔術光が消えていった──。







　直線に伸びた轍わだちの先で、ハイネは仰あお向むけに倒れている。左手は封ふう印いん状態に戻もどっていた。

「綺麗な絵の何が悪いっていうんだ……」

　すぐそばではリオンがいまだ魔王の姿で黒の装束を風になびかせている。彼は言った。

「醜みにくさを直視しない者に本当の美しさなんて分かるわけがない」

　ハイネの表情が崩れる。その言葉は深く胸に突つき刺ささった。脳裏に浮うかんだのは６００番台の雑ざつ居きよ房ぼうのこと。表面しか見ていなかった自分の浅はかさ。

　ハイネは悔くやしさを滲にじませて自分の目め頭がしらを押さえた。

「シスター・アネットが言っていた、『魔王とは清せい濁だく併あわせ持つ者』という言葉……結局、僕は初めから魔王の器うつわじゃなかったってことですか……」

「俺は器がどうのなんて興味はない。だがそうだな。俺とお前の勝敗を分けた決定的な要素が一つだけあった。俺はクレアという囚しゆう人じんのことは知らないが、その囚人よりも──」

　そしてリオンは言った。

　勝ち誇ほこった顔で、およそ今のハイネにとって最も残ざん酷こくな言葉を。

「──アネットの方が良いい女だったってことだ」

　ハイネの顔がぐしゃぐしゃに歪む。そうしてリオンは背を向けた。

　右手が封印状態に戻り、黒の装束が風に溶とけるように消え、リオンはゲートの設置されている壁塔のなかへと去っていった。

　まさしく魔王の如ごとく、ハイネの心を無残に踏み荒あらして──。

　程ほどなくして、入れ違ちがいで走ってきたのは『塔とうの住人』姿のセシルである。

　彼女はずっと壁塔の一角に隠かくれていたのだ。

「ハイネ君！　今、リオン看守が通っていったけど大だい丈じよう夫ぶ……っ？　──っ!?　なんてひどい怪け我が……っ」

　駆かけ寄ってきたセシルに助け起こされ、ハイネは血を吐はくように言った。

「ごめんなさい、セシルさん……っ。僕……勝てなかった……っ」

「いいんだよ、ハイネ君。君が生きててくれてるだけでいいの。それだけでいいんだよ」

「でもクレアを否定された……。僕が敗まけたせいでクレアのことを……っ」

「いいんだよ！　ハイネ君が頑がん張ばったこと、クレアちゃんは分かってる！　ちゃんと分かってるよ！　だから泣かなくていいの……っ！」

　セシルに抱だき締められた。涙なみだでぼやけた視界に魔術で投とう影えいされた均一な空が映る。

　その一点にふいに星ほし屑くずのような光が舞った。

　そうして現れたのはセシルと似た姿、否いな、その元となった姿の少女である。

　背せ丈たけの倍はある長い銀ぎん髪ぱつ。首には古い懐かい中ちゆう時計、腰こしには二本の長ちよう剣けんを下げている。

『天空の大だい監かん獄ごく』が築かれた数百年前から存在しているその少女のことを、ハイネは知っていた。

「『塔の住人』……失敗した僕の始末をつけにきたんですか？」

　ビクッとセシルも振ふり向く。『塔の住人』のことは話しておいたが、見るのはセシルも初めてだろう。もはや無力な二人を空中から見下ろし、『塔の住人』──スピカはあっけらかんと手を振った。

「えー、始末をつけるなんて贋作の少年ってば人聞き悪いなぁ。コレはそんなことしないよ。だいたいコレ的にはなんにも失敗なんてしていないし。神しん槍そうの少女の茶々もいい方向に転がってくれて、絵え描かきの少年の器もできたし、良い事尽ずくめ！　あんまり上う手まくいき過ぎちゃって喋しやべることもなーんにもないよっ。ま、フィールドの修復で端たん末まつもみんな出で払はらっちゃってるから話し相手もいないし、いいけどね。あ、それより贋作の少年」

　陶とう器きのような指がこちらへ向けられる。

「君、そのままだと機能停止するけどいいの？　あ、違うか。君たちの場合は『死ぬ』って呼こ称しようを使うんだっけ？　骨ばきばきだし、内臓ぐちゃぐちゃだし、さすが絵描きの少年は容よう赦しやないよねえ」

　その言葉にセシルが息をのむ。ハイネは彼女の腕うでのなかで目を伏ふせた。

　スピカの言っていることは事実だ。左手のなかには回復系の絵画もあるが、ボロボロの今の状態ではもう左手の行使そのものができなかった。普ふ通つうの手当てではもう間に合わないだろう。

　するとふいにスピカが笑った。どろりとした蜜みつのような笑えみで。

「君が望むならもう少しだけ役割をあげるよ？　君は神槍の少女と違ってコレの予測通りに動いてくれるから特別サービス」

　甘い誘さそいをかける超ちよう越えつ者に対し、返事をしたのはハイネではなく、セシルの方だった。

「ハイネ君を助けてくれるってこと……？」

「そゆこと。手て駒ごまは遊びがない方が観測しやすいからね」

　銀色の髪かみをなびかせ、『塔の住人』は懐中時計を揺ゆらす。

「さあ、神様に魂たましいを売る勇気はあるかな？」







　エピローグ




　明けて翌日。

　独どく房ぼうのイーゼル前でリオンは全看守へ宛あてられた通達書類を読んでいる。そこには新たな副署長としてリッター・シュナイゼルの就任が発表されていた。

　ハイネと決着をつけた後、結局、熾し天てんの儀ぎ自体が中止となり、その時点で最も多くの懐中時計を集めていたシュナイゼルが勝者という形になった。

　囚人たちの暴動の事後処理に追われ、新副署長殿どのは就任直後から大おお忙いそがしのようである。

　おかげでリオンが行ったブレスレットのすり替かえにはまったく気づいていないようだ。

　それはまあありがたいことなのだが、通達書類のなかには容易に看過できない事じ項こうが一つだけあった。

　──ハイネ・ロットアイン。上記の者、階位を特一級とし、副署長補ほ佐さに任命する。

　その一文をもう一度目で追い、リオンは皮肉気に唇くちびるをつり上げた。

「一体、どんな裏技を使ったんだろうな、まったく」

　どうやらハイネはあの状態から生せい還かんしたらしい。しかもそればかりでなく、副署長補佐という幹部にまで昇のぼり詰つめたようだ。

　脱だつ獄ごくというリオンの目的をハイネが知らないはずがない。

「また、面めん倒どうなことになりそうですね」

　レオナが横から通達書類を覗のぞき込んできて呟つぶやいた。リオンは小さく首を振り、

「なあに、こっちも態勢は整えた。いくらでも裏をかいてやるさ」

　ハイネとの戦いの後、リオンは監獄の混乱に乗じ、単身で暗あん躍やくした。当初の予定通り転移結けつ晶しようの一つをすでに第七層に仕し掛かけてある。

　──つまり、脱獄の準備が完かん了りようしたのだ。

　皆みながこちらを見ていることに気づき、リオンは通達書類を脇わきに置く。

　それから独房にいるレオナ、キリカ、アネット、フィーネへ順に視線を向けると、あえて勝ち気な笑みを浮かべた。

「みんな、ここまでよく頑張ってくれた。ミタマにやられたアネットの傷が治り次し第だい、決行する。──やるぞ、俺たちの脱獄を」

　レオナは後ろ手に「はい」と微笑ほほえみ、キリカは「任せなさいっ」と髪をかき上げた。包帯を巻いたアネットも手を組み合わせて「すべて御み心こころのままに」と呟き、フィーネは「付き合ってやろう」と前髪を払はらう。

　それぞれの反応を受け止め、リオンは最後にベッドの方へ目を向けた。そこには新たな少女が座っている。

「そういうわけなんだ。いきなりで悪いんだが、君も承知しておいてくれ、ユフィ」

「えっと正直、まだ状じよう況きようが飲み込めたわけじゃないんだけど……うん、分かった。リオンがそう言うなら、あたしもついてくよ。リオンがいきなり無茶苦茶言うのはいつものことだもんね」

　そう言って苦く笑しよう交じりに頷うなずくのは、ユフィリア・ファルセット。元・吟ぎん遊ゆう詩人でリオンの地上時代の知り合いである。

　ハイネと決着をつけてすぐ、リオンはブルーロウの独どく房ぼう塔とうからユフィを救出してきた。

　すでにリオンの囚人としての手続きも済ませてある。

　生前のブルーロウとリオンはどちらかが死んだ場合、自分の囚人を相手に譲じよう渡とする契けい約やくを交かわしていた。その契約を履り行こうした結果である。

　ユフィは吟遊詩人のマントと帽ぼう子しを取った軽装で、ベッドで所在なげにしている。その目元は少し赤くなっていた。ブルーロウとリリィの死を知って一晩中泣いていたのだ。

　リオンが今、脱獄の話を切り出したのは、ユフィがそろそろ落ち着いてきたからだ。

　と、テーブルにいるキリカがブロンドの毛先をくるくると手いじりしながら口を開く。

「それで……えーと、ユフィリア？　と、リオンはどんな関係なの？　なんとなく知り合いっぽいのは空気で分かるけど」

「ああ、そうだな」

　昨夜はユフィが辛つらそうだったので、まだみんなにちゃんと説明していなかった。

　どう紹しよう介かいしようか考えていると、ユフィとパチッと目が合った。

「あっ、えっと……リオンに任せるよ。あたしはどう言ってくれても構わないから」

「ん？　ああ、そうか？」

　妙みように持って回った言い回しだなとリオンが思っていると、フィーネもそう感じたのか、壁かべに背を預けた姿勢で視線を鋭するどくした。

「おい、どういうことだ。今、私は貴様らの間にやましい空気を感じたぞ？」

「や、やましくなんてないよっ。ぜんぜんやましくなんてない。ね、リオン？」

「？　ああ。師し匠しようと旅をしてた時にさ、色々あってしばらく一いつ緒しよにいたんだ。ユフィは吟遊詩人で、色んな歌を聞かせてくれたもんさ。『陵りよう墓ぼに眠ねむる愛の歌』とか『廃はい城じように揺らぐ恋こいの賛辞』とか素す晴ばらしい歌ばかりだった。ぜひまた聞きたいな」

「愛の歌……ですって？」とキリカが目を剝むいた。

「恋の賛辞……だと？」とフィーネも低く続く。

　すると、なぜかユフィが大おお慌あわてで両手を振った。

「リオン、いいの!?　そんなはっきり言っちゃって……っ。リオンにも今の人間関係とかあるんじゃないの？　この独房、綺き麗れいな人ばっかりだし、今さらあたしなんて……」

　ガタンッとキリカが席から立った。同時、ザッとフィーネもそれに続く。

　二人はユフィを挟はさむようにベッドへ座ると、おもむろに笑顔になった。

「その辺、詳くわしく聞かせてもらおうかしら？　あ、わたしはキリカ・スワロウテイル。キリカでいいわよ？」

「私はフィーネ・ルウ・ミストレイア。なんとでも好きに呼べ。それで『今さらあたしなんて』の言葉が意味する、貴様とハイレインの関係を教えてもらおうか？」

「えっと……いいの、リオン？」

「？　ああ、構わないぞ。別に隠すようなことでもないしな」

　リオンが内心で首を捻ひねりながら頷くと、なぜかユフィは嬉うれしそうな顔になった。

　そして聞き取りづらい小さな声で、ぽつりと言う。

「えっと、どんな関係かというと……お付き合いしてた仲、かな？」

　キリカとフィーネの背後にピカッ、ゴロゴロ、ちゅどーんっ！　と雷かみなりが落ちた。

　正確には雷が落ちたような表情で二人は固まった。
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　一方、アネットとレオナはひどく冷静な顔をしている。

「あらあらまあまあ、ユフィリア様は元・恋こい人びとの吟遊詩人ですか。けれどこれは……」

「ええ、ユフィリアさんが見事に勘かん違ちがいさせられちゃってるパターンですね」

　リオンは『よく分からないが、キリカとフィーネが仲良くしてくれそうだな』と思って安心し、本ほん棚だなの方へ移動する。

　そこへレオナが若じやつ干かんジト目で訊きいてきた。

「リオン、地上にいた頃ころ、ユフィリアさんに『買い物に付き合って』みたいなこと言われたことあります？」

「ん？　……ああ、そういえばそんなこともあったな。なんの変へん哲てつもないただの市場なのにユフィが妙に嬉しそうだったんでよく覚えてる。でもレオナ、なんでそんなこと知ってるんだ？」

「あなたのことだったら、なんだって分かりますから」

　ため息交じりにそう言うレオナ。

　リオンは首を傾かしげつつその横で本を開く。『イグリエの絵画目録』の写本。ここには右手を除く『魔ま王おうの絵画』すべての絵え柄がらが載のっている。ユフィの絵柄が気になったのだ。

　５１２番のページを開いたリオンはむっとして眉まゆをひそめた。

「こんなものがユフィの魂を描えがいた絵なのか。赦ゆるせんな、描かき直してやりたい」

　途と端たん、レオナがぎょっとした表情で見上げてきた。

「……リオン、今、なんて？」

「いや５１２番の絵柄がユフィに合ってないから描き直したいな、と。まあ、５１２番は魔術が特とく殊しゆだからそう簡単に描き直すわけにもいかないんだが……って、レオナ？」

　キリカやフィーネ以上に危機感を露あらわにした顔でレオナが駆かけ出した。

　そしてユフィの目の前までいくと、なんの脈略もなくビシッと指を突つきつける。

「残念でしたね、ユフィリアさん！　あなたの知っているリオンはもういません！」

「へ？　えっと、それはどういうこと……？」

「リオンはこの地じ獄ごくのような監かん獄ごくで、魔王の如ごとき邪じや悪あくな性せい癖へきに目覚めたんです！　今はまだあなたに本ほん性しようを見せていませんが、すでに何人もの女性を毒どく牙がにかけた最低最悪の変態絵描き馬ば鹿か魔王なんです！　今のこの人に地上にいた頃のような関係を期待したらいけませんよ！」

「へ、変態？　魔王？　え？　え？　そんなことないよね？　あたしを独房塔まで助けにきてくれたし、リオンは昔のリオンのままだよ？」

「ああ、なんて可か哀わい想そうな人なんでしょう！　そんな甘いことを言っていたら、あなたも必ず酷ひどいことをされますですよ!?」

「されないよっ。リオンが女の子に酷いことなんてするわけないよ！」

　ユフィがそう言った途端、キリカ、アネット、フィーネがそれぞれ一言ありそうな顔になった。まるでそれを待っていたかのように、レオナがさっと手をかざす。

「果たしてこれを聞いてもそんなことを言っていられますか!?　油断したらリオンにどんなことされるか教えてもらいましょう！　毒牙にかけられたみなさん、ハイどうぞ！」

　するとキリカは顔を引きつらせ、アネットはポッと頰ほおを赤らめ、フィーネは照れくさそうに、

「裸はだかに剝かれて四つん這ばいで直腸検査されるわよ」

「裸に剝かれて磔はりつけで筆責め調教されますわ」

「裸に剝かれて公開広場でスライム凌りよう辱じよくされるぞ」

　三人の言葉には凄すさまじい重みがあった。ユフィは絶句し、その場に崩くずれ落ちる。

「そんな、リオンがそんな酷い人になったなんて嫌いやだよ、あたし……っ！」

　レオナはそこへそっと寄り添そい、ユフィの手を握にぎり締しめた。

「残念ですが、これが現実なんです。受け入れましょう、ユフィリアさん。あたしはレオナ・ローズライン。困ったことがあったらなんでも相談して下さい」

「うぅ、レオナさん。あたし、哀かなしいよ……っ」

「分かります、分かりますよ、ユフィさん……っ」

　少女二人は涙なみだを流して抱だき合った。かき乱したのはレオナなのに、なぜだか連帯感のようなものが生まれている。完全に詐さ欺ぎ師しの手口だった。

「というか、俺、とてつもなく悪者扱あつかいされてないだろうか……？」

「ふふ、モテる男はお辛いですわね」

　アネットが苦笑しながらそばに寄ってきた。

　リオンは困り顔になって頭をかく。

「なぜモテるかどうかの話になるのかは分からないが……その、なんにしろ君にそういうふうに言われると切り返しに困るんだが……」

「大いに困って下さいませ。なにせ魔王様はわたくしをフッたのですから」

　イタズラっぽく微笑むアネット。どうやら彼女は少しだけいじわるになったらしい。

　リオンは困り顔のままさらに頭をかき、その途と中ちゆうで「そうだ」と呟く。

　昨日はバタバタしていて言えず仕じ舞まいだった。

　目を細め、リオンは真しん摯しに言葉を紡つむいだ。

「勝ったよ、アネット。君のおかげだ」

「はい。生しよう涯がい、胸を張りますわ」

　両手を組み、刻み込むように彼女は頷いた。

　それからぺろっと舌を出すと、おどけた調子で上うわ目め遣づかいになり、

「ちなみにこれがきっかけで魔王様のお気持ちが改めてわたくしに傾かたむいたりとか、ちょっぴり期待しているのですが如何いかがでしょう？」

「うっ、また返しづらい冗じよう談だんを……っ」

「まあ、冗談だなんてご無体な。そういうことを仰おつしやっていると、そのうち後ろからザックリ刺さされてしまうかもですよ？」

「刺される？　アネットにか？」

「ええ。わたくしには『虹にじを待つ裸ら婦ふ』が宿っておりますから。魔王様にいっぺん死んで頂ければ死者蘇そ生せいで合法的に抱だいてもらえます。だから、何かの拍ひよう子しにザックリやっちゃうかもしれません」

　この冗談には思わず笑ってしまった。リオンは目じりを弓なりにして言う。

「君はそんなことしないよ。誰だれかのためを思って頰を叩たたくことはあっても、自分のために誰かを傷つけることなんてできない。君がそんな女性だって俺は知ってる」

　ほんの一いつ瞬しゆん、アネットの肩かたが震ふるえた気がした。しかしやがてゆっくりとその肩を竦すくめ、彼女は少しだけ泣きそうな顔で苦く笑しようした。




「……本当、ズルい人」




　どういう意味だろう、とリオンが首を傾げると、アネットは小さく吐と息いきをはいた。

「教えて差し上げます。レオナ様のあの態度は不安の顕あらわれですわよ、魔王様」

「ん、レオナ？　レオナが……不安？　なんでだ？」

「もう、まだお分かりにならないのですか。すでに魔王様の心の枷かせはなくなっているはずですのに。……仕方ありませんね。修道女たるわたくしが悪あく魔ま払ばらいをして差し上げましょう。さあ今こそ払うのです、鈍どん感かんという悪魔を」

　そう言うと、アネットはひょいっとレオナたちの方を向き、殊こと更さら大きな声で言った。

「レオナ様ー、魔王様がレオナ様のことを『好きだ』と仰っていますっ」

　すると、途端にキリカが目を剝いて「ちょ……っ、それどういうこと!?」と叫さけんだ。

　だが当のレオナはユフィの相手で忙いそがしいらしく、あまり興味なさそうに首を傾げる。

「はあ、知ってますけど。いつも言われてますし」

　キリカが一気に青あお褪ざめ「いつも言われてるってどういうこと!?」と悲鳴を上げた。

　そんななか、リオンは──。

「い、いきなりなんてこと言うんだ、アネットっ」

　なぜかひどく狼狽うろたえてしまっていた。ふふ、とアネットはまたイタズラっぽく微笑ほほえむ。

「その感情ですよ、魔王様」

「いや、その感情って何がなんだかだぞ!?」

　なぜかやたらと熱くなる顔を押さえて視線をさ迷わせると、ふとレオナと目が合った。

　少女は呆ぼう然ぜんとし、何か信じられないものを見る目でこちらを見つめていた。

「え……？　リオン……？」

「いやなんでもないっ。これはなんでもないんだ、レオナ」

「なんでもなくないですっ」

　レオナは転びかねない勢いでこっちへきて、制服を摑つかんできた。

「ねえ、リオンっ。あたしに好きって言って下さい。いつも通り好きって！　なんでもないならいつも通り言えますよねっ」

「あ、ああ、言えるよ。当然じゃないか。いいか、レオナ、俺は君のことがす……」

　寸前で恥はずかしさでいっぱいいっぱいになり、喉のどが詰つまってしまった。動どう悸きが激しくなってレオナの顔を直視できない。思わず口を押さえ、リオンは愕がく然ぜんとした。

　お、俺、なんで今まで平然と『好き』だなんて言えたんだ……っ!?

「……うそ、リオン、まさか本当に……？」

　レオナはリオン以上に驚おどろきを浮うかべて、目を見開いていた。

　その瞳ひとみにはうっすらと涙すら浮かんでいる。ユフィを相手にしていた時とは違ちがう、本物の涙だ。いつもならば、なんで泣いてるんだ、と思うところだった。だが今日は違った。

　分かった。

　今にも泣きそうで。でも震えるほど嬉うれしそうで。

　干ひ涸からびた大地に恵めぐみの雨が降り注ぐような表情を、なぜ今この少女が浮かべているのか。その理由をリオンはとうとう──理解した。

「あたし、あなたにずっと伝えたかったことがあるんです……っ」

　小さな両手がリオンの制服をぎゅっと握り締めた。細い肩は今にも壊こわれてしまいそうなほど震えている。

「噓うそだらけの人生だったあたしの、たった一つの本当の気持ちですっ。リオン、あたしはあなたのことを……愛し──」

　その瞬しゆん間かんである。

「あびゃーっ！」

「ふぐおぁ!?」

「ええっ!?」

　フライングアタック。

　グルグル目のキリカが限界を超こえた顔で二人の上にダイブしてきた。

　こめかみに見事な肘ひじ打うちを喰くらったリオンは昏こん倒とう。レオナもキリカに伸のし掛かかられて転倒する。

「な、な、な、なんてタイミングで何するんですか、キリカさんーっ!?」

「ごめんなさい、ごめんなさい、本当ごめんなさい、レオナちゃん！　騎き士しとして真しん剣けんに最低だと思うけど、怖こわくなってどうしても黙だまって見てられなかったのーっ！」

「それでワケ分からなくなって飛び込んでくるとかどうかしてますよ!?　割って入るにしたってもうちょっと他ほかにあるでしょう!?　どんだけポンコツなんですか、もうーっ！」

　白目を剝むいて気絶しているリオンが下した敷じきになっていることにも気づかず、二人はしばらく大声でわめき合った。







　アネットはキリカとレオナのわめき声を聞きながら「あらあら」と苦笑した。

　リオンが目覚めるにしても、二人が落ち着くにしても、少し時間がかかりそうだ。

　ユフィも思考停止しているらしく、三人を見つめて目を点にしている。

「今のうちにお茶を淹いれましょうか。一段落したら皆みな様さまがお飲みになれますように」

　アネットは食器棚だなに移動してティーポットを出すと、葉を蒸むらし始める。

　すると、トンッと隣となりにフィーネがきた。腕うでを組み、お茶を淹れているアネットとは逆にレオナたちの方を見ている。

「……これで良かったのか、貴様は」

「何がでございましょう？」

「自分をフッた男の恋こい路じをわざわざ後押しするなど、正直理解できん」

「フィーネ様はとても素す直なおに態度で表すようになられたようで」

「わ、私の話はしていない！　今は貴様のことだ」

「ふふ、いいんです。わたくしは修道女でございますから」

「……修道女だから？　そんな言葉で自分を納なつ得とくさせられるのか？　だとしても、もし私が貴様の立場だったら、自分が修道女なことを心から悔くやむぞ」

「そんなに悪いものではございませんよ。その証しよう拠こにわたくし、自分が修道女であることを今、心から良かったと思っておりますから」

「……さっぱり分からん。どうしてそんなふうに思える？」

　大切な宝物をそっと仕舞うように、アネットは言葉を紡いだ。

「修道女とは、主を生しよう涯がい愛し続けるものですから」

　だから。

　自分はずっと彼のことを愛していける。

　この恋こいは叶かなわなかったけれど、それでもずっと彼のことを愛していける。

　これは救い。修道女であり続けたからこその救いだった。

「……やはり理解できんな。振ふり向かぬ相手にどこまでも尽つくすなど」

　アネットの胸の内を察したのだろう、フィーネは小さく首を振った。逆にアネットは苦笑を浮かべる。

「それが女というものです」

「……まったく。そう言われたら若じやく輩はいの私は何も言えん。だが、そんな貴様がいたからこそ、ハイレインはハイネ・ロットアインに勝利した。足手まといと言ったことは訂てい正せいしよう。ただ」

　すっと食器棚から背中を浮かし、去り際ぎわにフィーネは小声で呟つぶやいた。

「葉が蒸れるまでに表情ぐらいは直しておけ。あそこで気絶している馬ば鹿かを気に病やませたくないのならな」

「……あ。わたくしとしたことが……すみません、ご忠告ありがとうございます」

　言われて初めてそれに気づいた。我が慢まんできているつもりだったのに、たぶんレオナに告白されかけたリオンの表情を見たせいだろう。

　……まだまだ修しゆ行ぎようが足りませんわね。

　そうして反省している間に葉が蒸らし終わった。

　フィーネに肩を摑んで気つけされ、リオンが目覚めたのが背中越ごしの声で分かった。この後、それはもう気まずい空気が漂ただようのは目に見えている。

　その空気を上う手まく和なごませるのが自分の仕事だ。だから、

「皆様、美お味いしい紅茶をお淹れ致いたしましたよぉ」

　フィーネに指し摘てきされた涙なみだをそっと拭ぬぐい、アネットは明るい笑え顔がおで振り向いた──。


〈おわり〉









　あとがき




　はじめまして、もしくはお久しぶりです。永なが菜な葉よう一いちです。

『天てん空くう監かん獄ごくの魔ま術じゆつ画が廊ろう』３巻をお手に取って頂き、ありがとうございます。




　ではでは早さつ速そく、お馴な染じみ今回の概がい要よう（＆与よ太た話）などを少々。ＮＯネタバレなのであとがきから読まれる方もご安心下さい。

　今回は１巻で死んだ副署長の座を巡めぐり、看守たちのバトルロイヤルが始まります。

　なんの因果か副署長候補に選ばれてしまい、参戦することになる主人公。

　囚しゆう人じんのヒロインたちと対策を立てつつ、同時に脱だつ獄ごく計画を進めようと画策しますが、そこに現れたのは魔ま王おうの左手を持つ、謎なぞの少年看守。

　看守たちが殺し合うなか、激げき突とつする魔王の右手と左手。『真に魔王と成り得るのは果たしてどちらか？』というようなお話です。

　ちなみに今回最も心血を注いだシーンは公開広場でして、泣き叫さけぶヘタレな処しよ刑けい人が公衆の面前でがっつりスライム凌りよう辱じよくを──ゲフンゲフン。訂正。シスターは全力でしゃぶります。……うん、訂正もそろそろ無理かも！




　それでは謝辞を。

　恐おそるべきスケジュールの大海を圧あつ倒とう的手しゆ腕わんで切り拓ひらいて下さる担当様。

　いつもありがとうございます。こうして本を書き続けられるのも担当様のおかげです。

　ちなみに最近、飲み会でまた新たにアラブの王族と面識のある方に会いました。『石油王になる』という永菜の夢は着実に近づいているやもしれませぬ。

　最高のイラストで世界を彩いろどって下さる八や坂さかミナト様。

　画集の発売おめでとうございます！　僭せん越えつながら、永菜も一冊購こう入にゆうさせていただきました。八坂先生の超ちよう絶ぜつ綺き麗れいで格好良く、そしてお色気最強のイラストを大判で見られるこの幸せ。読者の皆みな様さま、八坂先生の画集おススメですよ！

　あ、もし機会がありましたら天空監獄のイラストも八坂先生の画集にぜひぜひ（各方面へさりげないアピール）。

　続きまして、校正様。そう、『１００番台』の『台』の字をまさかの３巻連続で『代』と書き間ま違ちがえたウルトラ鳥ヘッドな作者をフォローして下さる最後の砦とりで、校正様。

　毎回毎回ご面めん倒どうおかけします。次は、次こそは大だい丈じよう夫ぶです。あとがきにまで書いたからもう忘れません！

　そして最後に、もちろん今この本を手に取って下さっているあなた様。

　三行前でひょっこり『次は』と書きましたが、おかげさまでこのまま４巻もお届けできることになりました。パソコンに肉にく汁じゆうぶちまけて始まった話がまさかここまでこられるとは。これもひとえに読んで下さるあなた様のおかげです。

　宜よろしければ今後もぜひぜひお付き合い下さいませ。

　それではできるだけ早くお届けできることを祈いのりまして。


永菜葉一
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